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中央図書館

は　し　が　き

現在わが国では，政策決定過程を透明化し，企画・立案機能と執行機能を分離して多様な評価シ

ステムの導入を行い，資源配分の効率を改善し，情報公開の促進によりアカウンタビリティを高めよ

うとする21世紀型行政システムの構築に向けた改革が進行している。この行政システムのもとでは，

国立大学の設置形態は変更され，大学の予算は計画と連結した，より戦略性の高いものとなり，財務

運営も評価を元にした計画立案する集権的形態に移行せざるを得ない。この動向は，私立大学も同様

であり，設置形態の差を超えて，共通の財務運営方式が課題となるであろう。本研究は，独立行政法

人・国立大学・私立大学の事例調査，外国大学の財務などを，教育行政学・比較教育学・高等教育史

・教育社会学・会計学などによる総合的な研究体制によって実施し，あるべき財務運営の形態を検討

するものであり，2000年度から3年間の計画として実施した。この間，研究は，国内調査，外国調査，

研究会，国立大学に対する財務質問紙調査，資料・文献収集に分かれて実施した。

国内調査では，私立大学及び独立行政法人移行予定の機関等に対する訪問調査（早稲田大学，立命

館アジア太平洋大学，産能大学，広島県立大学，尾道市立尾道大学，通産省工業技術院，水産庁水産

大学校，大学試センター，国立科学博物館，移行後の物質・材料研究機構，農業者大学校の11カ所）

を行い，私立大学財務の実状や課題，法人移行に伴う制度的諸問題などについて重要な知見と情報が

得られた。

また，評価に基づく資源配分の手法として日本私立学校振興・共済事業団へのインタビューも行い，

資料収集も行った。

外国調査では，アメリカではバークレイ校などがリフォルニア州の各種高等教育機関5校，高等教

育行政機関2カ所へのインタビューと財務関係資料収集，ニューヨーク州ニューヨーク州立大学，ミ

シガン州ミシガン大学，インディアナ大学，ミネソタ州ミネソタ大学など州立大学や高等教育行政機

関9カ所の訪問調査，オーストラリアでは，オーストラリア学長協会，オーストラリア教育省，国立

オーストラリア大学，オーストラリア大学評価機構，メルボルン大学，ラトローブ大学，ニューイン

グランド大学の訪問調査，韓国では，大学教育総長協会，教育省，ソウル国立大学の訪問調査をそれ

ぞれ実施し，高等教育財政の動向把握と関係資料の収集を行った。

研究会は，5回開催し，①個別国立大学の財務状況（広島大学山西正道）②私立大学の財務（早稲

田大学井原徹）③ニュージーランドの高等教育改革（科技庁根本光宏）④オーストラリアの高等教育

財政（広島県教育委員会角田音彦）⑤アメリカ公教育財政（椙山女学園大学丸山文裕）⑥会計基準か

ら見た日米の大学財務について個撃院大撃花生殖仁）⑦国立大学財務の問題（国立学校財務センタ

ー山本清）の報告を研究を行った。

これらの調査活動を通じて得られた知見や資料をもとに現在，独立行政法人機関に対する質問紙調

査を実施したほか，国立大学に対する質間紙調査を実施した。



また，オーストラリアの高等教育財政については，角田喜彦氏（広島県教育委員会事務局教育部増

導第二課長）がオーストラリア研修中に精力的な調査を行い，われわれの研究を進める上でも多大な

協力を頂いている。

これらの成果は，すでに中間報告としてまとめたが，最終報告書としては，国立大学の財務調査の

分析とアメリカ及び米軍占領下にあった琉球大学の理事会方式による管理運営についての論文を収録

した。
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はじめに

羽田貴史（広島大学高等教育研究開発センター）

本報告書は，「？1世紀型行政システム下における法人型財務の開発研究」（平成12～14

年度文部省科学研究費基盤研究（B））の3年間にわたる研究成果の取りまとめである。

国立大学が，長らくおかれていた文教研修施設としての法的地位から，法人制度へ移行

することが政府の方針として確定したことは周知の事実である。諸外国においては，政府

によって設置された大学であっても，法人格を有し，法令等によって明確な定めがない限

り，大学は独立した意思決定を行いうるにが通例である（高木英明1998『大学の法的地

位と自治機構に関する研究』多賀出版）。しかし，日本の国立大学は，法令の定めがない

限り，設置者としでの国の管理権下に置かれる存在である（学校教育法第5条）。もちろ

ん，現行法制でも，学校教育法，教育公務員特例法，国立学校設置法等によって，大学管

理運営機構が設けられ，教員人事をはじめとして大学の自治による運営が行われているが，

組織編制，職員人事，給与基準など多くの事項は，国家行政組織に関する一般法規に規制

されており，国立大学が個別に意思決定しうる余地は少ない。国立大学法人制度の骨格を

提言した『新しい「国立大学法人」像について』（平成14年3月26日）及び「国立大学

法人法案」（平成15年2月28日，第156国会提出）は，この法的地位を改め，法人格を

与えるもので，国立大学の歴史を書き換えるものである。

しかし，同法案は，単に法人格を与えて国立大学の独立性に法的根拠を付与するもので

はなく，主務大臣による目標・計画の設定と評価など，運営方法の全面的な改革も盛り込

むもので，その原型たる独立行政法人制度の枠組みから脱却しておらず，法人への移行が

国立大学の役割にどのような変化をもたらすかは，なお，今後の課題であろう。

とりわけ，焦点となるのは財務である。設置者としての国の管理下におかれるというこ

とは，財政負担も国の責任ということである。しかし，「国立大学法人法案」では，大学

の設置者として国立大学法人を定義し（第2条），それまでの国を設置者とする方針を転

換した。法人が設置者となることで，国立大学の自立性は強化され，原理的には，目標・

計画に関する国の関与が抑制される反面，維持管理に関する大学の責任が重くなることに

なる。こうした緊張関係のあるもとで，現在の国立大学における財務運営の実態を明らか

にし，法人後における財務の課題を検討した研究成果のとりまとめが，本報告書である。

本報告書は，平成12～13年度の調査研究をふまえ，13年度から14年度にかけて実施

した「国立大学財政に関する全国調査」の分析を中心にまとめ（第I部），個別研究とし
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て，理事会方式による運営が行われていた米軍統治下の琉球大学の管理運営（第2郡高木

論文），アメリカ・カリフォルニア州の公立大学における財務管埋（同羽田績男論文）を

収録した。

国立大学財務調査の回収状況は次表の通りである。

送 付先 送 付数 回収 数 回収 率

全 学 （国 立大 学事 務 局） 99 69 70 ．4 ％

国立 大 学 各部 局 395 25 1 63 ．5 ％

国立 大 学 附置研 究 所 57 3 8 66 ．7 ％

（注）

1．全学の回答のうち1は，すべて白紙；

2．部局とは，学部・研究科のうち，教畠が属する基本組織（大学院研究科の場

合，いわゆる「部局化」「講座化」されているものを意味する）を対象にした。

しかし，財務運営がいくつかの研究科を包含している場合もあり，その場合は，

1とした。たとえば，「東京工業大学工学部，理工学研究科，社会理工研究科，

情報理工学研究科」，「横浜国立大学環境情報学府，環境情報研究院」，「名古

屋大学情報文化学部，環境学研究科，人間情報学研究科」，「鳥取大学医学部，

附属病院」，「九州大学比較社会文化研究院，言語文化研究院，大学教育研究

センター」は，それぞれ1とした。

3．部局と研究所は，すべて「部局」として処理した。

また，分析のために，次のような変数を設定した。

《全学調査》

1．大学類型

・総合大学a（旧帝国大学）

・総合大学b（旧制大学を含む総合大学，例；広島大学，筑波大学，千葉大学，

岡山大学，長崎大学，熊本大学，新潟大学）

・接合大学a（学部数2以上で医学部のある大学）

・接合大学b（学部数2以上で医学部のない大学）

・接合大学C（旧制大学を母体とした接合大学，例；一橋大学，東京工業大学）

・単科大学a（医学部を持つ単科大学）

・単科大学b（医学部以外の単科大学）

2．学部数（実数値）

3．附置研究所放く実数値）
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4．大学院設置状況（すべての分野で博士課程設置，一部の分野に博士課程設置，

修士課程のみ）

5．大学院部局化状況（すべての大学院が部局化，一部の大学院が部局化，まった

く部局化していない）

6．キャンパス致（1キャンパス，複数キャンパス）

《部局調査》

1．部局分類（学部，研究科・独立研究軋　研究所，その他〔学府など〕）

2．部局専門（人文，社会科学，理学，工学，農学，保健，教員養成，その他）

＊『学校基本調査』の「学科系統分類表」に基づいて分類を行った。

3．大学類型（部局が属している大学類型，《全学調査》参照）

詳細は各論文にゆだねるが，国立大学の財務に関する論点を概略しておこう。

論点の第1は，概算要求や予算配分における全学及び部局のリーダーシップである。国

立大学の財源の太宗が政府支出金であり，専門分野と大学院・学部の種類ごとに区分され，

学生数教共職員数によって配分される1種のフォーミュラ・ファンドであることは，教育
t

研究の実施組織である部局への前年度主義に基づく機械的配分となりやすい。この種の財

務運営は，安定して継続的な教育研究活動には適合的だが，学生数の変軌長期的な公財

政の縮減，社会の要求の変化が激しい時期には，大学が組織改革や教育改革を促進するた

めに，財源の集中的配分や新規事業への投資を，全学的観点・部局全体の観点から促進す

るリーダーシップが必要となる。現状では，概算要求・予算配分のいずれにおいても，部

局の要求をベースとした調整型リーダーシップが働いていることが浮かび上がった。特に，

予算配分においては，評議会附属の予算委員会が学長よりも影響力を有することが指摘さ

れ（第1部第1章），同僚制を基盤とした財務運営であるといえる。しかし，国立大学法

人法案では，財務運営は経営協議会の権限となっており，調整型リーダーシップからの変

化が予測される。

第2は，財務上，学長・部局長のリーダーシップを支える学長裁量経費の役割と，制度

上の根拠はないが，部局長裁量経費の制度化が，部局の判断で進んでいる。

第3は，約70％の大学，90％以上の部局が，中・長期計画を有しているか策定ないし

計画中であり，法人化への準備措置とも思われるが，計画に基づく大学運営への移行が進

行していることである。また，概算要求や予算配分にも役割を果たしていることが推測・さ

れる回答となっている。

第4は，いわゆる計画一実行一評価のサイクルと結びついた財務運営の成立である。こ

の点では，概算要求における決定要素が，文部政策や社会の要求との関係を重視している

のに対し，予算配分では大学内の必要性が高くなるという，概算要求における原理と配分

原理の帝離が注目される（第1部第1章4－2，第2章）。概算要求が主に組織の改組を

伴うものであることからすれば，いったん成立した組織は学内的必要性で説明されるとも
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いえるし，業績評価による予算配分の進行とあいまって，計画一実行一評価のサイクルが

成立しつつあるのかもしれない。

第5は，全学共通経費の役割と大学規模の問題である。現行の国立大学財務は，規模の

大きい総合大学に有利な方式になっていると指摘されている（前川聡子「国立学校特別会

計とその政策的評価」2000）。現行の予算配分には特に規模による補正はなく，その結果，

大規模大学ほど全学共通経費の控除比率，換言すれば，部局への配分額が減少するという

関係は，本調査でも確認出来る。なお，部局共通経費と全学共通経費の控除比率の逆相関

性が指摘されており（第1部第2牽），大学によって管埋運営に関する共通部分の控除を

どの段階で行うかの遣いがあるためと思われ，さらにケーススタディが必要であろう。

第6に，各大学・部局における予算運用の工夫であり，①執行状況を把握とそれに基づ

く効率的な執行の促進（診執行状況に基づく見直しと再配分③競争的経費に対する実績報告

④契約・人札の共同化など多様な措置がとられている。

第7に，こうした運用を踏まえての国立大学法人化による財務の検討状況も興味深い（第

1部第3章）。法人化に関する検討状況は，収入確保方策よりも配分に傾斜しており，大

学への政府支出が減少すると予測されていながら，それへの対応方策が立ち遅れているこ

とが看取できる。また配分では，業績評価に基づく配分の導入および検討が進んでいるが，

給与までの連動はごくわずかである。

第8に，トータルな財務運営の方向として，大きくいえば，部局での分権化による対応

と全学的な集中管理による対応という2つの方向が，それぞれ部局と全学の回答とで対立

している。もっとも，「分権」・「集権」といっても，財政上の地方分権が，地方交付税制

度による財政力の不均衡是正，調整機能によって成立しているように，両者の関係が問題

である。また，単科大学・複合大学・総合大学といった規模の違いによっても，適合的な

財務運営の形態は異なる。Chris Otten（”Principles of BudgetAllocation at theInstitutional

kvelH，瑚磁rg血cd血〃〟α〝αge椚細，Mar．1996）は，予算の運用形態を，中央当局がすべて

の経費をコントロールする項目予算（Line－item Budget），部局ごとに収入を認め，全学的

な調整を行う部局権限予算（RCB，ResponsibilityCenterBudgeting），計画と対応したプログ

ラム予算（ProgramBudgeting），RCBの欠陥を是正する歳入帰属予算（RevenneAttribution

Budgeting）に区分し，項目予算は小規模大学に向いていると指摘している。こうした点

も視野に入れ，さらに法人型財務の具体的形態を検討していく必要がある。
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第1章　全学レベルの予算過程について

吉田香奈（山口大学）

1．はじめに

国立大学の予算編成は，学内における概算要求事項の審議に始まり，その後，管理運営

経費等の恒常的な既定経費の要求である「基準概算」の関係資料と，新たな研究設備等‘や

機構・定員の増減の要求である「新規概算」の関係書類が，国立大学から文部科学省に提

出される1。文部科学省は財務省へ概算要求書を提出し，財務省はこれを基に財務原案を作

成する。この原案に対する各省の復活折衝が行われた乱概算閣議で最終的な政府原案が

決定され，最後に国会における審議・議決を経て予算として成立することになる0予算の

成立後は文部科学省へ予算が配賦され，さらに各国立大学へ示達されることになる0

以上が大まかな予算編成・配分の流れであるが，本章では，特に予算編成の最初の部分

である大学レベルでの新規概算要求の審議・決定過程と，予算示達後の大学内における予

算配分・執行過程の検討を行うことを目的としている。例えば，学内での予算配分がどの

ような仕組みになっているかについては，国立大学の関係者であっても他大学の状況は分

からないことが多いという。

そこで，本章では，全国立大学に対して今回実施した学内での予算編成，配分，執行過

程に関するアンケート調査の結果に基づいて検討を行う。まず初めに新規概算要求につい

て取り上げ，発案・立案の開始方法，要求方針作成責任組織とその構成員，学内調整機関

とその影響九決定要素についてそれぞれ特徴を検討する。続いて，学内での予算配分過

程を取り上げて，配分決定への各機関の影響九決定要素，全学共通経費の控除対象科目

とその割合・控除の原則・使途構成比，教育研究基盤校費の配分基準，学長裁量経費の対

象科目とその割合・使途構成比について検討する。最後に予算の執行・決算について取り

上げ，予算の効率的・目的的執行のための特別な仕組みの有無，各部局における使途別決

算状況の全学的把握の有無について検討する。

なお，各部局レベルの調査については次章で取り上げるので，合わせて参照して頂きた

い。

2．調査の概要

今回分析する全学レベルのアンケート調査は，2002年3月～4月にかけて全99国立大学

の学長・財務担当責任者を対象に郵送質問紙調査の形式で実施した0調査は自記式調査票
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（12貢，第I部末の資料参照）により行った。調査票の主な調査事項は次の通りである。

○概算要求について

・新規概算要求の発案・立案の開始方法

・全学的な教育・研究・管理運営に関する中・長期計画の有無

・新規概算要求の発案一査定一決定のプロセスの具体的内容

・新規概算要求の学内調整・決定への各機関の影響力

・新規概算要求の決定要素

○予算配分過程について

・予算配分方針の作成一決定のプロセスの具体的内容

・各部局への予算配分決定に対する各機関の影響力

・予算配分の決定要素

・全学共通経費の控除対象科目と控除割合，控嘘の原則，使途構成比

・教育研究基盤校費の配分基準・方法

・学長裁量経費の対象科目と各科目に占める割合，使途構成比

○執行・決算について

・予算の効率的・目的的な執行のための特別な仕組みの有無

・各部局での使途別決算状況の全学的把握の状況

なお，有効回答数は69校，回収率69．7％であった。また，表1は8つの大学類型別の回

収状況を示したものである。前章でも説明があったように，ここで用いる大学類型は旧制

度下の種別と現在の学部構成を基にした分類であり，総合大学aは旧帝国大学，総合大学b

は旧官立大学を中心とした大学，複合大学aは学部数が2学部以上で医学部のある大学，

複合大学bは学部数2以上で医学部のない大学，複合大学Cは伝統ある複合大学，単科大

学aは単科の医科大学，単科大学bは単科医科大学以外の単科大学，大学院大学は大学院

のみの大学である。複合大学Cの2校は回答が得られなかったが，総合大学，複合大学は7

割以上，単科大学・大学院大学は5～6割の回収率であった。

表1　本調査の調査票配布数・回収数・回収率
大 学 類型 総 合大 学 a 総 合 大学 b 複合大 学 a 複 合大学 b 複 合大学 C 単科大学 a 単科 大学 b 大学 院大学 合 計

配布敷く刃 7 9 14 24 2 12 27 4 99

回収数（B ） 5 8 12 1 8 0 7 17 2 6 9

回収 率（B ／A ） 7 1．4％ 88 ．9，i 8 5 ．7％ 75 ．0％ 0％ 58 ．3％ 63 ．0 ％ 50 ．0 ％ 6 9 ．7 ％
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3．概算要求について

3－1新規概算要求の発案・立案の開始方法

概算要求のうち，新規概算要求の発案・立案の開始方法について尋ねたのが表2である。

新規概算要求は各部局からの要求に基づいて全学的に審議する大学が圧倒的多数であり，

全体の8割以上を占めている。

反対に全学的方針を先に定めた上でそれに基づいて各部局から要求を提出させる大学は

3大学のみであった。これらの大学に全学的な概算要求方針作成責任組織について尋ねたと

ころ，評議会（複合大学b），財務・施設委員会（教官4名，事務局長）（単科大学b），大

学将来計画委員会（副学長，図書館長，附属施長1，教授8，事務局長，部長，その他）と

病院将来計画委員会（病院長，副病院長，診療科長3，教授2，中央診療施設部長2，薬剤

部長，看護部長，事務局長，部長2，その他）（単科大学a）という回答であった0

また「その他」と回答した大学には，「各部局（講座等）からの要求に加え，大学として重点

的に考えている事項について事前に打合わせ，提出するよう依頼している」（単科大学a）と

いう混合型や，「基本的には，各部局の教授会等の決定に基づき，各部局から要求書が総長

宛に提出され，それを全学的な概算方針に基づき評議会で審議するが，複数部局横断の組織

等を要求する場合には，評議会の基に設置構想検討委員会を設置し，その答申内容を評議会

で審議する」（総合大学a）といった委員会型の回答事例が見られた。

表2　新規概算要求の発案・立案の開始方法

全学的概算方針を定め．これに基づいて各部局からの要求を提出　　　4．5％
各部局からの要求を提出させ．これに基づいて全学的に審議　　　　82・1％

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13・4％

3

55

j
67計 100％

3．2　教育・研究・管理運営に関する中・長期計画の有無

教育・研究・管理運営に関する中・長期計画の有無については，「ある」と回答したのが

26．9％であり，「今はないが，現在策定中である」（26．9％）を合わせると全体のほぼ半数と

なる（表3）。また「今はないが，今後策定の予定がある」（44．8％）と回答した大学の割合

は最も高く，これは法人化に向けた中期目標・計画の策定を想定した回答であると考えら

れる。

アンケート実施が2002年3月から4月にかけてであったことを考慮すると，現段階では

かなりの大学で策定が進んでいると思われる。ただし，中・長期的なマスタープランはあ

っても，それを実現するためのアクションプランやロードマップのようなものが実際に存

在するかどうかは本調査からは分からない。

なお，中・長期計画の有無と新規概算要求・予算配分との関係は後で取り上げる0
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表3　教育・研究・管理運営に関する中・長期計画の有無

割合　　　n

ある　　　　　　　　　　　　　　　　　26．9％

今はないが．現在策定中である　　　　　26．9％
今はないが．今後策定の予定がある　　　44．8％
策定の予定はなし＼　　　　　　　　　　　　　1．5％

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

3．3　新規概算要求の学内調整・決定への各機関の影響力

次に，新規概算要求における学内調整・決定への各機関の影響力について検討する。新

規概算要求の発案・立案は先にも見たように各部局からの要求に基づいて全学的に審議す

る大学が多いが，その取りまとめと決定過程は大学によって異なっている。例えば，新規

概算要求事項原案について言えば，学長・副学長、．事務局長等によるヒアリングの後，学

長が原案作成を行う場合もあれば，予算・財務委員会を置いている大学ではこちらで原案

作成を行う場合もある。

なお，国立学校設置法第7条の3第5項に含まれる評議会の審議事項の中に「大学の予

算の見積もりの方針に関する事項」が含まれており，2学部以上を置く国立大学の場合，新

規概算要求の審議・承認は評議会に諮ることとなる。また，単科大学では教授会がその役

割を果たすこととなる。

表4は新規概算要求における各機関の影響力について尋ねた結果である。「大きな影響

力を持つ」という回答の割合が最も高かったのは「学良副学長，学長補佐」（93．9％）であ

り，圧倒的な影響力を有している。大学によって多少異なるものの，ヒアリング，概算要

求原乳評議会承認後の要求事項の順位付けなどにおいて学長の果たす役割とその影響力

は非常に憩い。一九「本部事務局」（18．2％）「運営諮問会議」（7．4％）は大きな影響力は持

たず，特に運営諮問会議は「あまり影響力を持たない」，「影響力を全く持たない」を合計

すると25．3％とおよそ4分の1の大学でほとんど影響力がないことが分かる0

なお，ここには掲載していないが，「その他」として寄せられた回答には，大きな影響力

を持つものとして大学運営会議，予算・財務委員会，企画委員会などの委員会組織が挙げ

られている。
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表4　新規概算要求への影響力

を大 持や いど をあ 持影
持 き つや えち 持 ま た響
つな 影 な ら た り な力
影 響 いと な影 いを
響 力 も い響 全
力 を 力 く

a ） 本 部 事 務 局 （n ＝6 6 ） 1 8 ．2 4 8 ．5 2 8 ．8 3 ．0 1．5

b ） 学 長 ， 副 学 長 ， 学 長 補 佐 （n ＝6 6 ） 9 3 ．9 4 ．5 1 ．5 0 0

C ） 評 議 会 （n ＝6 1 ） 4 9 ．2 封 ．4 1 1 ．5 3 ．3 1．6

d ） 部 局 長 会 議 （n ＝5 0 ） 2 4 ．0 3 8 ．0 2 8 ．0 1 0 ．0 0 ．0

e ） 運 営 諮 問 会 議 （n ＝6 3 ） 7 ．4 3 4 ．9 3 1．7 1 9 6 ．3

3・4　新規概算要求事項の決定要素

新規概算要求事項の決定に当たってどのような事項が重要視されているかを調査したの

が表5である。「とても重視している」事項として割合が最も高かったのは「大学内での必

要性を満たしている」（74．2％）であった。「やや重視している」も合計すると全ての大学で

決定要素として重視されており，これは新規概算要求そのものの性格からいって当然とい

ってよいだろう。次に高かったのは「社会の要求に沿っている」（62．1％）であり，「やや重

視」も含めると全ての大学で重視している。また，同様に「文部科学省・審議会の大学政

策に沿っている」をとても重視するのは6割，やや重視を合わせると9割以上に上る。

表5　新規概算要求事項の決定要素

て と いや いど てあ い全
いて るや えち いま な く
るも 重 なら な り い重
重 視 いと い重 視
視 し も 視 し

し て し て

a ） 大 学 の 中 ・長 期 計 画 に 一 致 し て い る （n ＝5 7 ） 5 2 ．6 3 3 ．3 1 4 ．0 ．0 ．0 0．0

b ） 大 学 内 で の 必 要 性 を 満 た し て い る （n 芋6 6 ） 7 4 ．2 2 5 ．8 0 ．0 0 ．0 0．0

C ） 業 績 評 価 を 満 た し て い る （n 三6 4 ） 2 8 ．1 4 5 ．3 2 3 ．4 3 ．1 0 ．0

d ） 文 部 科 学 省 ・審 議 会 の 大 学 政 策 に 沿 っ て い る （n ＝6 6 ） 6 2 ．1 3 1 ．8 6 ．1 0 ．0 0 ．0

e ） 社 会 の 要 求 に 沿 っ て い る （n ＝6 6 ） 6 2 ．1 3 6 ．4 0 ．0 0 ．0 0 ．0

一方，「大学内での中・長期計画に一致している」ことを「とても重視する」のは52・6％

であり，「やや重視」を含めると86％となる。表6は，これが包括的な中・長期計画の策定

状況とどのような関係にあるかを見たものである。調査時に既に包括的中・長期計画を策
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足していた18大学は，その実行のために新規に予算を獲得するという意識が大変高く，「と

ても重視している」が77．8％となっている。一方，計画を現在策定中の大学では重視する

割合が低下し，今後策定予定の大学ではさらに低下する。

最後に，「業績評価を満たしている」ことを「とても重視する」大学は28．1％であった。

とても重視する事柄の中では割合が最も低いが，近年様々な大学で実施されているように

業績評価を学内の予算配分とリンクさせるだけではなく，新規概算要求においても業績評

価とのリンクを約3割の大学で重視していることが明らかとなった。

表6　新規概算要求事項の決定要素（中長期計画と一致）と包括的な中長期計画の有無

策定の予

決定要素　　　ある（n＝18）仇芸芸蒜で毒貰蒜芸；r　空聖
（n＝1）

現在策定中　今後策定の

77．8％　　．46．7％　　　　39．1％

22．2％　　　　46．7％　　　　30．4％　100．0％

6．7％　　　　30．4％

やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

合計 100％　　　　100％　　　　100％　　100％

4．予算配分について

次に，大学内における予算配分過程について見ていく。一般に，学内の予算配分はまず

予算配分の方針等があらかじめ学内の委員会などで作成され，それに基づいて学長や財務

委員会等が配分原案を作成し，評議会や部局長会議で審議・承認を受ける。その後，全学

共通経費が控除され，その残りの予算が各部局に配分される。さらに各部局では独自の基

準に基づいて学科・講座等へ予算が配分される。ただし，これはあくまでも2学部以上を

有する大学の一例であり，実際には配分方針や配分原案をどこが作成するのか，また，そ

の審議・承認をどの委員会で行うのかは一様ではない。また，全学共通経費の控除ルール

も大学によって全く異なっている。さらに，学長のリーダーシップを発揮し得る環境を整

備していくために教育改善推進経費（学長裁量経費）が配分されているが，この使途につ

いても大学によって様々である。そこで，これらの状況について以下で検討していく。

4．1各部局への予算配分へ影響力を持つ機関

表7は各部局への予算配分額決定に学内ゐ各機関がどの程度影響力を有しているかを調

査した結果である。「大きな影響力を持つ」と回答したもののうち，最も割合が高かったの

は「評議会に附属する予算委員会」（85．4％）であった。全学レベルの予算委員会を置く大学

では，その構成メンバーに財務担当の副学長が含まれることが多く，委員会自体が予算配
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分方針や配分原案を作成する機能を看していることから，その影響力は大きいと見なされ

ていると考えられる。続いて高かったのは「学長，副学長，学長補佐」（62．5％），「評議会」

（59．9％）であり，反対に「事務局」（15．6％）は最も低かった0

表7　学内における予算配分への影響力

を大 持や いと をあ 持影
持き つや えち 持ま た響
つな 影 なら たり な力
影 響 いと な影 いを
響 力 も い響 全
力 を 力 く

a ）本 部 事 務 局 （n＝6 4 ） 15．6 42．2 3 1．3 4 ．7 6．3

b ）学 長 ， 副 学 長 ， 学 長 補 佐 （n＝6 4） 62．5 28．1 7．8 1．6 0

C ）評 議 会 （n＝5 9） 5 9．9 28．8 10．2 1．7 0

d ）評 議 会 に 附 属 す る 予 算 委 員 会 （n＝4 1 ） 85．4‾ 12 ．2 0 0 2 ．4

e ）部 局 長 会 議 （n＝4 9 ） 22 ．4 34 ．7 24．5 10．2 寧・2

4・2　予算配分の決定要素

では，これらの機関が予算配分を決定するに当たって重視している要素とはいったい何

だろうか。表8は各部局等への予算配分の決定に当たって，各大学がどのような要素を重

視しているかを調査した結果である。質問項目のうちa）～e）は大学内での要素，0とめは学

外の要素である。

「とても重視している」事項のうち，最も割合が高かったのは「大学内での必要性を満

たしている」（57．8％）であった。学内要素に限ってみていくと，続いて高かったのは「大学

の中・長期計画に一致している」（29．1％），「業績評価を満たしている」（27・4％）であった0

仮に最初の事項を「必要型」とし，後の2つを「計画型」とすれば，現在は「必要型」の

予算配分が中心であるといえよう。

・また，学外の要素のうち高かったのは「文部科学省・審議会の政策に沿っている」（31・3％）

であった。もう一つの学外の要素である「社会の要求に沿っている」について見てみると，

これを「とても重視する」大学は，新規概算要求の段階では62．1％であったが，実際の卓

算配分の段階になると23．8％まで減少している0新規概算要求の段階で，より認められや

すい事項として社会の要求に沿った内容を提出し，実際に予算を使用する段階になると必

ずしも社会の要求に敏感でなくともよい，という大学側の考え方が現れているともいえよ

う。

－11－



表8　予算配分の決定要素

（％ ）．

て と

い て

る も

重

視

し

い や

る や

重

視

し

て

い ど

え ち

な ら

い と

も

て あ

い ま

な り

い 重

視

し

い 全

な く

い 重

視

し

て

a ） 大 学 の 中 ・．長 期 計 画 に 一 致 し て い る （n ＝5 5 ） 2 9 ．1 3 8 ．2 2 7 ．3 3 ．6 1．8

b ） 大 学 内 で の 必 要 性 を 満 た し て い る （n ＝64 ） 5 7 ．8 3 9．1 3 ．1 0 ．0 0．0

C ） 業 績 評 価 を 満 た し て い る （n ＝6 2 ） 2 7 ．4 3 8 ．7 2 9 ．0 3 ．2 1．6

d ） 部 局 間 の バ ラ ン ス （n ＝62 ） 12 ．9 5 1．6 2 7 ．4 4 ．8 3 ．2

e ） 前 年 度 の 予 算 執 行 状 況 （n ＝6 4 ） 7 ．8 5 1 ．6 2 9 ．7 6 ．3 4 ．7

f ） 文 部 科 学 省 ・審 議 会 の 政 策 に 沿 っ て い る （n ＝6 4 ） 3 1．3 4 3 ．8 2 0 ．3 3 ．1 1．6

g ）社 会 の 要 求 に 沿 っ て い る （n ＝6 3 ） 2 3 ．8 4 7 ．6 2 3 ．8 3 ．2 1．6

4・3　全学共通経費控除対象科目とその割合

次に，全学共通経費について見ていく。全学共通経費の財源は（目）校費や（目）職員旅費な

どの文部省示達額から一定の額を控除したもので構成される。これは，事務局，図書館，

学内諸施設，学内措置のセンター等，福利厚生施設，各種委員会活動費など，全学的な目

的の様々な活動に対して配分される。これらのうち，本省からの示達がある経費に？いて

は要求額と示達額の差引額を，また，示達のない経費については査定額が配分される。な

お，2学部以上を有する大学では，全学共通経費が控除されたのちにさらに各部局で必要経

費が控除される二重の構造になっている。

まず，全学共通経費の控除対象科目について見てみよう。対象科目となっているのは（目）

校費のうち，「普通庁費」，「教育研究基盤校費」，「附属施設経費」，「特殊装置維持費」，

「保守等経費」，「燃料費」などであり，また（目）「職員旅費」は「職員旅費」，「教官研究等

旅費」である。

これを「教育研究基盤校費」だけに絞り，全学共通経費として控除する割合を見たのが

図1である。総合大学aは全ての大学で20％以下となっており，総合大学bや複合大学a，b

では20％以上40％未満の割合が増加し，単科大学では単科大学もの一部の大学を除いてほ

とんどの大学が40％以上を控除していることが分かる。

また，図2は当初予算に占める全学共通経費の割合を示したものである。総合大学aは

全ての大学で，また総合大学bでは8割の大学で控除割合が10％未満となっている。複合

大学a，bでは10％以上40％未満の割合が上昇し，さらに，単科大学a，bでは40％以上が約

5割を占めている。大学院大学は全ての大学で40％以上となっている。このことは，大き
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な大学ほど当初予算全体に占める全学共通経費の割合が小さくて済むことを示しており，

総合大学のように多くの学部を持つ大学では管理経費が安上がりで済む一方で，単科大学

のように内部補助が働かず規模も小さい大学では規模の割に管理経費が多く必要であると

いうことを意味している。

図1教育研究基盤校費からの控除割合と大学類型

10肌

90，i

80ヽ

7肌

60％

50ヽ

40％

30％

201

10％

0，i

図2　当初予算に占める全学共通経費の割合

ロ40％以上

320％以上40％未満
■20％未満

ロ40％以上

巳10％以上4醜未満
■10，i未満

4＿4　全学共通経雇の控除の原則と使途構成比

次に，全学共通経費の控除の原則と使途構成比について見ていく。まず，控除原則につ
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いては表9のように「毎年度，必要額を査定して行う」（62．7％）が最も多く，続いて「科目

ごとに控除率を定めている」（15．3％）が多かった。

表9　全学共通経費の控除原則

a）配付予算を一括して控除率を定めている　　10．2％

b）科目ごとに控除率を定めている　　　　　　　15．3％

c）毎年度．必要額を査定して行う　　　　　　　　62．7％

d）定鎮方式をとっている　　　　　　　　　　　1．7％

e）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．2％

また，全学共通経費の使途構成比を大学類型別に整理したものが表10と図3である。管

理費の占める割合がどの類型の大学でも最も高くなフている。管理費とは全学の管理運営

のために支出した消耗品費，光熱水費，旅費‘，修繕費等を指しており，大学類型によって

差はあるがほぼ5割がこれに充てられている。また，特徴的なのは複合大学a，bと単科大学

aで人件費・所定支払金の割合が大きくなっている点である。これは総合大学a，bでは10％

程度であるのに対して，そのほぼ倍の20％前後が費やされている。この理由としては事務

補佐等の非常勤職員の数が多いことなどの要因が考えられる。

表10　全学共通経費の使途構成比

設 備 ・備

計

人 件費 ・　　　　　　　　　　　　　　 晶黄 （教 設 備 ・備

所 定支 払 教 育 研究　　　　　 補助 活 動 育 研究　 晶 費 （上 図書購 入

金　　　 費　　　 管理 費　 事業 費　 用 ）　　 記 以外 ） 費　　　 その 他

総合大学 a 10．4　　　 10．7　　　 49．9　　　　 6．4　　　 1．6　　　 1．3　　　　 5．7　　　 14．1 100％

総合大学 b 10．0　　　 19．8　　　 54．7　　　　 9．0　　　　 0．2　　　 1．3　　　　 4．2　　　　 0 ．8 100％

複 合大学 a 18．9　　　　 8．2　　　 39．7　　　　 8．8　　　　 3．2　　　 1．9　　　　 7．2　　　 12．1 100％

複 合大学 b 20．4　　　 14．7　　　 44．9　　 ‾　 5．8　　　 1．5　　　　 2．2　　　　 5．1　　　 1．5 100％

単科 大学 a 19．1　　　 8．3　　　 49．0　　　 1．9　　　 1．1　　　 2．1　　　 8．7　　　　 9．7 100，i

単科 大学 b 7．1　　 19．1　　　 60．1　　　 6．1　　　 1．1　　　 0．4　　　　 3．6　　　　 2．6 100，i

大学 院大 学 6．0　　　 19．0　　　 52．0　　　　 4．5　　　 11．0　　　　 5．5　　　　 2．0　　　　 0．0 100，i
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図3　全学共通経費の使途構成比

口その他

■図書購入費

田投備・備品費（上記以
外）

■設備・備品費（教育研
究用）

8補助活動事業費

□管理費

■教育研究費

邑人件費・所定支払金

4・5　学長裁量経費控除対象科目とその割合

教育改善推進費（学長裁量経費）がどのような科目から構成されており，各科目のどれ

だけの割合がそれに該当するかを調査したのが表11と図4である。回答用紙にあらかじめ

記した4つの科目を比較すると，全体的に施設整備費に占める学長裁量経費の割合が高い。

ただし，総合大学aでは2．4％．，大学院大学では7％と低くなっている。また，この4つの

科目以外にも学長裁量経費対象科目となっているものには「在外研究員等旅費」，「講師等

旅費」，「外国人教師等招へい及帰国旅費」が挙げられている。

裏目　学長裁量経費控除対象科目とその割合

（％）
校 費　 施 警 備 職 員 旅 費 諸 謝 金

総 合 大 学 a 3 ．7 　　　　 2 ．4 　　　　 2 ．7 　　　 1 1 ．9

総 合 大 学 b 4 ．5 　　　 2 1 ．3 　　　　 2 ．3 　　　　 8 ．4

複 合 大 学 a 5 ．4 　　　 3 6 ．9 　　　　 3 ．0 　　　 1 1 ．4

複 合 大 学 b 7 ．3 　　　 5 4 ．3 　　　　 3 ．4 　　　　 4 ．8

単 科 大 学 a 7 ．6 　　　 3 4 ．3 　　　　 5 ．3 　　　 2 4 ．8

単 科 大 学 b 1 3 ・3 　　 5 1 ，1 　　 3 ・6 　　　 3 ・9

大 学 院 大 学 7 ．0 　　　　 7 ．0 　　　　 4 ．0 　　　　 7 ．0

※構成比ではなく．各科目に占める学長裁量経費の割合
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図4　学長裁量経費控除対象科目とその割合

田総合大字a■総合大字bロ複合大学3日複合大字bt単科大字a四単科大字b

次に，学長裁量経費の使途について見てみよう。表12及び図5は（目）校費に含まれる

学長裁量経費の使途を構成比によって示したものである。全体的に教育関連経費と研究関

連経費にかけられる割合が高くなっているが，総合大学aではこれらの割合がやや低く，

広報事業経費（10．4％）や病院運営改善経費（10．1％）の割合が高くなっている。

また，施設整備費に含まれる学長裁量経費の使途を示したのが表13及び図6である。ど

の類型でも営繕費が最も高く，平均で約7割がこれに充てられている。ただし，教育関連

経費や研究関連経費にもそれぞれ平均で約2割，1割程度が支出されている。

表12　学長裁量経費（校費）の使途

教 育 関連 研 究関 連 課 外 活 動 広 報事 業 事 悪 霊善 票 漂 芸 醜 費　 その 他

経 費　　 経 費　　 助 成 費　　 経 費
計

監合 大字 a 24．3　　 1 1．7　　　　 2．3　　 10．4　　　　 2．6　　 10．1　　　 9．5　　　 2 8．9 10 0％

総 合 大学 b 4 0．3　　　 2 8．7　　　　 0．1　　　 4．5　　　　 7．5　　　　 3．0　　　　 7．0　　　　 8．9 10 0％

複 合 大字 a 3 2．4　　　 3 4．2　　　 1．6　　　　 3．4　　　　 8．9　　　　 4．9　　　　 8．2　　　　 6．4 10 0％

複 合 大学 b 3 4．6　　　 2 8．7　　　 0．6　　　　 5．7　　 1 1．3　　　 0．0　　　 4．4　　 14．5 10 0％

単 科 大学 a 2 5．6　　　 4 3．0　　　 1．4　　　 3．1　　　 2．1　　　 9．9　　　 1．4　　 1 3．5 10 0％

単 科 大 学 b 3 0．8　　　 4 0．0　　　 2．8　　　 6．5　　　 6．2　　　 0．0　　　 5．8　　　 7．9 10 0％

大 学 院 大 出 5 3．5　　　 3 0．0　　　 0．0　　　 9．0　　　 2．5　　　 0．0　　　 0．0　　　 5．0 10 0％
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図5　学長裁量経費（校費）の使途
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表13　学長裁量経費（施設整備費）の使途

■営繕貫

臥病院運営改香織畏

■事辣改瞥経文

□広報事業経費

口課外活動助成慮

■研究闇連経費

田教育関連経費

教 育関連 研 志 望連 営 繕 費　 その 他

経費
計

総 合大学 a 1．2　　　 4．8　　　 94．0　　　 0．0 10 0％

総 合大学 b 14．3　　　 7．3　　　 7 1．3　　　 7．1 10 0％

複 合 大学 a 25．9　　　 6．5　　　 63．6　　　 3．9 100％

複 合大学 b 25 ．1　　　 8．1　　 59．7　　　 7．1 100％

単 科 大学 a 13 ．0　　 10．2　　　 6 7．3　　　 9．5 100％

単 科 大学 b 12 ．9　　　 9．2　　　 7 0．6　　　 7．3 100 ％

大学院 大学 33．0　　 16 ．5　　　 5 0．5　　　 0．0 100 ％

図6　学長裁量経費（施設整備真）の使途
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5．執行・決算について

5－1予算の効率的・目的的執行のための特別な仕組み

予算の効率的・目的的執行のための特別な仕組みの有無については複数回答で調査を行

った。最も割合が高かったのは「契約・人札などの本部集中化」（85．5％）であり，続いて

高かったのは「備品等の共同購入」（58．9％）であった。また，「インターネットなどによる

電子事務化」や「予算執行状況のチェック手続きの導入」もおよそ4割の大学で行われて

おり，出張旅費システムや物品購入システムといった電算処理システムを導入したり，執

行状況のチェック結果を電子メールで教官へ知らせたりする大学も増えている。今後はさ

らに割合が上昇するものと考えられる。

表14　予算の効率的・目的的執行のための特別な仕組みの有無

a）契約・人札などの本部集中化
b）インターネットなどによる電子事務化
c）予算執行状況のチェック手続きの導入
d）備品等の共同購入

85．5％

39．1％

42．0％

58．0％

5・2　各部局での使途別決算状況の全学的把膣

最後に，各部局における使途別決算状況の全学的把掟の状況について見ていく。使途別

決算状況とは，科目別の決算ではなく，各部局が実際にどのような使途に経費を使ったか

によって決算を行うことを意味している。表15のように，全学的に把捉しているのは全

体の約6割となっている。これを学部数との関係で見たのが表16である。1学部しかない

大学では8割の大学が使途別決算状況を把膣しているが，2～5学部の大学では約6割に減

少し，6学部以上になると25％にまで低下する。このように，使途別決算状況の把膣は学

部数・大学規模によって違いがあることが分かる。

表15　各部局での使途別決算状況の全学的把握の有無

a）把握している　　　　　　　　　　　　　　　　60．3％

も）把担していない　　　　　　　　　　　　　　39．7％

表16　各学部での使途別決算状況の全学的把握と学部数

学 部数

合計1学 部 2 ・－5学 部 6学 部 以上

各 部 局便 述 別 決 算 状　　 把 握 している 18 15 4 37

況 の 全学 的 把 握 8 1．8％ 62．5％ 25 ．0 ，‘ 5 9．7％

把 握 していない 4 9 12 25

18．2，i 3 7．5，i 75 ．0 ％ 40 ．3％

合 計 2 2 24 16 62

10 0．0％ 100 ．0％ 100 ．0 ％ 100 ．0％
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6．まとめ

以上，新規概算要求の発案・立案の開始方法からから予算の学内配分方法までアンケー

ト調査の結果について基づいて整理を行ってきた。新規概算要求の発案・立案は各部局か

ら要求を提出し，その上で全学的に審議する大学の割合が高かった。しかし，要求事項の

決定に際しては学長・副学長・学長補佐が大きな影響力を持っており，学内での必要性を

満たしていることはもちろんのこと，文部科学省・審議会の政策や社会の要求といった外

的な要素や，．大学の中・長期計画に一致していることが決定要素として重視されているこ

とが分かった。特に後者は既に中・長期計画を策定している大学ほどその傾向が強いこと

が明らかとなった。

また，予算配分については，評議会に附属する予算委員会の権限が最も大きく，学内で

の必要性を満たしていることに加えて，文部科学省・審議会などの意向と一致しているこ

とが決定要素として重要視されることが分かった。全学共通経費については単科大のよう

な小さな大学ほど控除割合が高いこと，使途については管理経費として使用される割合が

最も高いことが明らかとなった。さらに，学長裁量経費については施設整備費に占める割

合が高く，その使途は校費を財源とする学長裁量経費では教育・研究関連経費の割合が高

く，施設整備費を財源とする学長裁量経費では営繕費が高くなっていることが明らかにな

った。

最後に，予算の効率的な執行方法について見ていくと，契約・人札の本部集中化を行っ

ている大学の割合が最も高かった。また，使途別決算状況については6割の大学で把握し

ており，学部数・大学規模によって状況がかなり異なっていることが分かった0

今後は，次章で取り上げる各部局レベルの予算過程の状況も考慮しながら，学内におけ

る予算過程の特質について分析を進めていく予定である。

注

1予算編成過程については文教予算事務研究会隔（2001）に詳しい。
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1．はじめに

第2章　部局レベルの予算過程について

天野智水（長崎大学）

本章では，部局を対象とした調査結果の報告を行う。

一口に国立大学と言っても大学ごとに財政の実態は異なるが，部局によってもまた実態

は異なる。これを，主として表1に示した専門分野別に見ていく。また，場合によっては

大学レベルの特性も考慮に入れる。

表1　専門分野別部局数

度 数 八㌧セント 有 効 八°－セント 累 積 八㌧セント

有 効　　 人 文 ・社 会 5 9 2 0．3 20 ．3 2 0．3

理 ・エ ・農 学 11 2 3 8．6 38 ．6 5 9．0

保 健 5 1 17．6 1 7．6 76．6

教 員 養 成 3 2 11．0 1 1．0 8 7．6

そ の 他 3 6 ‘ 12．4 12 ．4 10 0．0

合 計 2 90 10 0．0 100 ．0

2．概算要求について

（1）新規概算要求の発案・立案

初めに，新規概算要求の発案・立案のプロセスについてであるが，表3に示すように「講

座等から要求を提出させ，これに基づいて部局全体で査定・審議する」というボトムアッ

プ型が半数近くを占める。しかし，「人文・社会科学」分野に限っては，5割の部局が「部

局全体の要求方針を定め，これに基づいて部局全体で査定・審議する」と回答している。

こうした違いの理由の一つには部局規模が考えられる。表3に示すように，今回のデータ

では「人文・社会科学」部局の教官数は比較的少なくなっている。規模の小さい部局では

全体方針を定めた後で講座等間の調整を行うことは比較的容易だが，規模が大きくなれば

ボトムアップ型でなければ調整は行い難いのだろう。

－20－



表2　新規概算の発案・立案

度 数 八㌧ セント 有 効 八°－セント 累積 八°－セント

有 効　　 部 局 全 体 の 要 求

方 針 を定 め る
8 5 2 9．3 30 ．2 3 0 ．2

先 に講 座 等 か ら

要 求 を提 出 す る
13 7 4 7．2 48 ．8 79 ．0

そ の 他 5 9 2 0．3 2 1．0 10 0 ．0

合 計 28 1 9 6．9 100 ．0

欠 損 値　 システム欠 損 値 9 3．1

合 計 29 0 10 0．0

表3　教官数の平均

教官数
専 門 分 野 平 均 値 度 数 標 準 偏 差

人 文 ・社 会 75 ．1 9 5 7 3 9 ．1 73

理 ・エ ・農 学 12 6 ．0 8 10 7 9 2 ．0 54

保 健 14 1．4 8 4 6 12 8 ．94 4

教 員 養 成 19 9 ．5 2 2 9 4 2 ．8 9 7

そ の 他 10 1．7 6 3 3 10 4 ．56 8

合 計 12 2 ．90 2 7 2 9 5 ．3 8 2

（2）中・長期計画

教育・研究・管理運営に関する包括的な中・長期計画の有無については，表4に示すよ

うに既に有している部局こそ2割程度にとどまったが，概ねその必要性が意識されている

ようで，「策定予定なし」とした部局はわずかであった。これを専門分野別に見ると，「保

健」は7割以上が「ある」ないしは「策定中」と答え，「人文・社会」「理・エ・農学」は6

割が「ある」ないしは「策定中」と答えているのに対し，「教員養成」は4割がそう答える

にとどまった。

表4　中・長期計画

度 数 八㌧セント 有 効 八°－セント 黒 檀 八㌧ セント

有 効　　 あ る 6 9 2 3 ．8 2 4 ．9 2 4 ．9

策 定 中 10 2 3 5．2 3 6 ．8 6 1．7

策 定 予 定 あ り 9 8 3 3 ．8 3 5 ．4 9 7 ．1

策 定 予 定 な し 8 2 ．8 2 ．9 10 0 ．0

合 計 2 7 7 9 5 ．5 10 0 ．0

欠 損 値　 システム欠 損 値 13 4 ．5

合 計 2 90 10 0 ．0

（3）新規概算要求における各機関の影響力
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新規概算要求の部局内での調整・決定に各機関がどの程度影響力を有しているかを尋ね

た結果が，図1である。最も影響力を有するのは「部局長」であり，「教授会」，「学科

長・講座主任会議等」と続く。

専門分野別に見ると，「理・工・農学」部局では「学科長・講座主任会議等」の影響力

が比較的大きく，7割以上が「大きな影響力を持つ」，「やや影響力を持つ」と回答してい

た。

図1新規概算要求における各機関の影響力

字科長・講座主任会議等

01　　　　　　　201　　　　　　　401　　　　　　　60篤　　　　　　　801　　　　　　1001

眉大きい

■やや持つ

巳どちらともいえない

ロあまり持たない

■全く持たない

（4）新規概算要求事項の決定要素

新規概算要求事項の決定に当たってどのような要素が重視されているかを示したものが

図2である。ほとんど全ての部局が，「部局内での必要性を満たしている」ことを重視し

ている。当然，「部局の中・長期計画に一致している」ことを重視する部局も多いが，一

方で「社会の要求に沿っている」こともかなり重視されている。「大学内での必要性を満

たしている」「大学の中・長期計画に一致している」よりも，「文部科学省・審議会の大

学政策に沿っている」ことの方がやや重視されており，大学としての一体性よりも部局の

独立性の高さがうかがえる。

専門分野別に見ると，「保健」は8割以上が業績評価を重視しており，「理・工・農学」は

7臥「人文・社会」が6割重視しているが，「教員養成」で業績評価を重視しているのは4割

にとどまった。
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図2　新規概算要求の決定要素

社会の要求

文科省の政策

部局内の必要性

大学内の必要性

部局の計画

大字の計画
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3．予算配分について

ロとても重複

■やや重視
ロどちらともいえない

□あまり重視しない

■全く重視しない

（1）予算配分の決定要素

予算配分の決定に当たってどのような要素が重視されているかを示したものが，図3で

ある。新規概算要求事項の決定と同じく，「部局内の必要性を満たしている」ことを重要

な要素としている部局が多い。しかし，「部局の中・長期計画に一致している」と比べる

と，「講座・教官間のバランス」を重視すると回答する部局が多い。なお，ここに挙げた7

要素について因子分析を行ったところ，「講座・教官間のバランス」，「前年度の予算執

行状況」からなる因子と，それ以外の5要素からなる因子の2つが抽出された（寄与率59・4％）0

機械的な予算配分と傾斜配分の2つの方式が存在しそうである。専門分野では2つの配分時

式の違いを見出すことはできなかった。
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講座・教官間のバランス

図3　予算配分の決定要素

01　　101　　　20％　　　301　　　401　　　501　　　601　　　701　　　801　　　901　　100％

四とても重視
1やや重視
□どちらともいえない

臼あまり重複しない
■全く重視しない

（2）部局共通経費の控除対象科目

教育研究基盤校費のうち，部局共通経費としてどれくらいの割合が控除されているのか

を示したものが，図4である。4～5割の控除が行われる部局が一番多い。基盤校費に係る

控除割合について，専門分野による差は見られない。

次に部局の当初予算全体に占める共通経費の割合について見ると，図5に示すように3～

5割程度の部局が多く，．平均は4割である。専門分野別に見ると（表5），「保健」の共通

経費割合が平均5割と高めである。また，図6に示すように，部局の共通経費割合は全学の

共通経費割合と負の相関関係にあることがうかがえる。

部局共通経費の控除原則としては，7割以上が「毎年度，必要額を査定して行う」と回答

し，「科目ごとに控除率を定めている」，「配布予算を一括して控除率を定めている」と

回答した部局がそれぞれ1割あった。専門分野別に見れば，「教員養成」では9割が毎年度

査定方式であるという特徴が見られた。

部局共通経費の使途割合については，表6に示すように，管理費（管理運営のために支

出した消耗品費・光熱水費・旅費・修繕費等）の割合が最も高いが，全学共通経費の使途

割合と比べると，教育研究費（教育研究に支出した消耗品費・光熱水費・旅費等）の割合

も高くなっている。専門分野別に見れば，「人文・社会科学」で図書購入費の割合が高く，

「理・工・農学」で人件費の割合がやや低いことが指摘できる。
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図4　共通経費控除割合

標準偏差＝23．64

平均＝46．7

有効数＝225．00

図5　当初予算に占める共通経費の割合
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部局共通経費の比率

表5　専門分野別共通経費の割合

専 門 分 野 平 均 値 度 数 標 準 偏 差

人 文 ・社 会 4 0．1 4 7 17 ．4

埋 ・工 ・農 学 3 8．8 9 6 17 ．6

保 健 4 9．6 4 5 18．7

教 員 養 成 4 6．3 2 6 16．3

そ の 他 3 3．8 2 9 1 8．6

合 計 4 1．2 2 4 3 1 8．3

図6　全学共通経費割合と部局共通経費割合の関係

部
局
共
通
経
費
の
比
率

0　　　　10　　　　　20　　　　　30

全学共通経費の比率

50　　　　　60

表6　部局共通経黄の使途構成比（平均値）

専門分野

人件費 等 教育 研究 管理費　 補助 活動 設備 備品 設備 備 品 図書購入 その他
貸　　　　　　　　 費　　　 貢 （教 育　 費 （教 育　 費

研究 用） 研究 以

外）
人文 ・社会 20　　　 20．8　　　 36．8　　　 1．6　　　　 5．4　　　　 4．1　　　 12　　　　 6．9
理 ・エ ・農学 13．9　　　 3 1．4　　　 49．8　　　　 1　　　 4．6　　　　 3．2　　　　 5．2　　　　 7．3
保健 16．3　　　 33．4　　　 47．1　　　 1．5　　　　 3．8　　　　 2．1　　　 7．5　　　　 6．2
教員養成 22．6　　　 24．6　　　 52　　 1．1　　　 2．6　　　 3．8　　 ．2．6　　　 4．1

その他 22．4　　　 26．3　　　 4 1．2　　　　 3．2　　　　 7．5　　　　 4．7　　　　 7．2　　　 14．5
合計 17．5　　　 28．2　　　　 4 6　　　 1．5　　 ・4．8　　　　 3．4　　　　 7．2　　　　 7．4
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（3）部局長留保分の経費

部局長留保経費があると回答したのは3割の部局であった。その目的は以下の通りである。

部局内の競争的環境の創出のためただし、年度によって配
分額は異なる
部局長事務連絡用経費
予備費として臨時的出費に充てる
予備費
予備費．所長歓孟経費
予備費
予備費
萌芽的研究と戦略的研究の育成
予備費
研究科長数量経費として
緊急経費．プロジェクト研究費
部局長厳重経費として重点課題に投入する。

学部の中期計画を実施するため

宇部の活性化のため
部局長のリーダーシップ促進の一環としての措置
学部充実等及び不測の事態に対する経費
部局長銀星分

‾特別プロジェクト部局共通

・科学研究費補助金新規採択者支援
・教育研究活性化経費の名目で、研究科長の鼓星経費とし
て、教官の研究実績算をもとに配分される。
・研究科長裁量経費とし、研究科全体で科長が必要とするも
のに充当する。

若手（助手）研究者への経費補助

・学部長厳重経費
・予備的経費（最終的には不足分への補填）
・教育管理運営を円滑に推進させるため研究の活性化をは
かるため
・学部の教育、研究の向上のため

・学部長の銀圭による重点整備のため

・工学部全体の活性化を図るため
・実験用設備充実のため、申請によるもので、審査を経て決
定する。
・教育基盤経費の2％を学部長リーダーシップ経費として配
分を受けている（5490千円）
・大学活性化支援経費（部局長教主経費）
・予備費
・執行部教主による経費
・若手教官への助成、教育研究設備の充実
・学舎改修に係る必要経費
・教育・研究環境充実
・専攻の研究用設備充実の経費
・特別設備の財源
・院長裁量分として
・学部長裁量経費として確保
・次年度以降の部局配分予算の増矧こつながる事項等に配
分する
・研究プロジェクト費．教育環境充実費
・学部長教主経費として学部全体の管理運営のために留
・学部長教主経費
・学部内の競争的環境を創出するため
・学部内での競争的環境の創出

・重点配分経費とする

・欠員充員時期に応した追加配分の財源及び予備費等
・緊急対応用
・学部教育・研究の活性化
・学部長教主経費
・学部の競争的環境を創出するため。
・政策的経費や競争的環境の創出のため
・学部長の銀星により配分する経費
・学部共通の経費の出費に充てるため
・予備費
・学部活性化の推進を図る
・部局内競争的資金の確保
・必要経費へ配分．3割こついては、赤字予算作成のため実
質的には予備費扱い。
・優れた研究・教育に対して重点的な支援を行う。
・部局長裁量軽費
・学部長銀星経費
・当初配分以降の採用者分として保留
・r学部調整費j配分した予算額が想定外の事情で超過した
場合や、臨時の用途に備えるため。
・不足が生じた場合の捕てん分

・学部長裁量

・学部改革経費

・研究院長裁量経費として所属教官に公募し、採択者に対し
て研究費を助成
・臨時経費的に保留
・リーダーシップの発揮

‘学部活性化

・学部長の裁量で執行する経費
・学部長リーダーシップ経費全学で控除、各学部に配分す
る。約600万、約2．5％対象はすべての費目に使用でき
・部局内整備・インセンティブ等

’学部長裁量経費

’学部長教主経費

・学部長銀主経費
・学部長裁量予算
・萌芽研究及び若手研究者研究支援
・部局共通の事業経費として
・予算の不足分に対する追加配分
・部局長リーダーシップ支援経費
・学部全体の事項について使用（特に、臨時的なもの）
・研究の活性化、設備更新費の確保
・研究科の円滑な運営を図る。
・高度先端教育・研究の特別奨励

’研究院全体にかかる部局長銀星

・当該年度に重点的に取り組むべき経費として留保してい
・学部等教育・研究推進経費
・学部長が必要と認めるものに、重点的に配分するため。
・研究院全体にかかる部局長銀圭
文工融合をめざした研究の促進に使用
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4．執行・決算について

（1）執　行

何か特別な仕組みを置いているか尋ねたところ，次のような事例が寄せられた。

早期執行、予備費の前脚用：光熱水料の敵脚増k授会の承認必要
校費の付摘記織田こつ′て、配分のあった数百力ち教所形班）成栗葬臨書を提出させる。
定期駅な教官等の＝聯口
現在、予算執行システム鏑議娼丁で各先生の／むコソ融訪戦か剥忠次あり、効率的
執行がでぎn塙出軋1ます
財務委員会已年数軋予卸瑚鄭刊戴テ荘訂喧し、赤辛を出抽蘭弓を目指いユ塙。

予算配の科目・講座等毎に予算管理封J謡刈、定期和潮i状男運組ズ効軸勺・目的的
な執行口山鍋ナnヽる

中間防禦堕し、残剣沸解）予算視乱．重点聯蜘塙。
競欄こユT口も使用輔隠提鰯酎ナnヽる。
配別紙貯約憾址より残蜘望じた場討ま予算委員会ぜ芳田全胞璃頸としズ使用。
学科良完蒜靴効率的執行創禄乱凡スrる。

学臥研究科予算委員会こ放て当該年度の重点的目標コ牡穴配楓学群長カら
の要望等も考慮する
予算靭行の久ケジンづレ封こ去ヒ軌n塙。
部局共通経喪につJ口よ1月r翻れ裾刊脾戒妨ち、必醸蹴所用見込絢の見直
u封孔1、その使途及び劫率的域蜘同封テブてし塙。

予算の効痺離船却抗斌ため、配分後早目早目r創〒醐胡乱
施12月及び月・2月に予算の使用伍運について、教授会で全教雇あてに協力依締及
Ln塙。
毎月の封扇風選毒予巽影汚馴乱、予瓢佃嘲苛二男抄説短はノてい
科学形頭補助金等相当鄭）共通経費へ璃眺甜刊粗さ寸瓜Jた留保節紺の依
契約・人札な碁の本部集中化
膿蒜卸）共同購入
契約・人利な爛集朝ヒ備品等の共同購入
全書悼虚か項醐謝ごユTC櫛瑚臥必要口芯ブヨ滅離配側臥．
孔ヽる。

予算施設委員会が予算締溺卜・括い：管理しCいも

脚馳こ紐醜拘～4匝軋、執行蛸置酎ふづ孔塙。特に指定事業分
に二九て且個別議桁にユてJ指世評わ孔ヽる。。
特別な仕組みはなし
定駒杓に予算差引指娃酉詐軋て、予知新刊拙速周知Ln塙。
主任会議及び学科等乱、朝子刊厨珪定期的に報告し適瑚相可凱塙。
2月l尋釦：予算酢乱ヽ瓦
共斎餐卸刺繍こより配如き急よう努力しn塙。
繍翻討テゴてい乳状翌年度（通萬6月勧受討l詔鞘ぬ決算報告封テ勇ユヽも
競豹的資金（受託研招乱委胞科研艶より、共通径乾はJ封鎖軸辞娃領収じn＼

l地境も
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極力まとめて発注してし塙。

料高紐備品に1ては描画研究室に設置し、共同手順を図って1塙0

繹蝦委員会を中心こ予算の執行こ当たっては節約頚打n暢机予算が目的通りに執
行封Ⅵユ咤かの監動は行ってし也＼。
12月分以乳毎月の教授会こお．嘲i状児捕浩Un塙

講密閉の貸借こより、執行甥捗討ヒ
予錮対脚コ討こて、申～2回椛改修田予算を組んで、効割！な予算の裾可部
適宜通知文章等こより周知ノn塙。
i劫晒改経実施
予算委員会霊訓、1月頃敦授会で決定し再配分
競争的資金の獲絹により部錮訪朝峡間競演は学部・研郊斗の研究環境の改善のた
め脚ことを決定しCおり、その隅十画l棉勘ちのアイデ苑地こ専攻昆・学組
長誹弱遠義で掛る。
多量に陵宙する毛の（コピ」朝敵フ日脚スク等L部局間で共通軸の（淵最ゴミ収

少額備品や消有税よ

集等）はづ乱ノて契組みヽる。

予知扮蜘助辞的・目的脚仰臥特召わてい乱㌔な敗教授討議丸て・
期執行を行うよ油圃Jn塙。
・年度後半コま定期柑朗嵯引簿脚瑠討寸
・塾抑軽舟鯛と栗の轄鰍塙。
・学部長鼓鼠経凱∝氾万円があり、教育研知乃方向付寸等杭あ誹畦可軟ある0
・雫隈裁劃頚類形札た有識て、報崇紅提出弱酎ける〇
・五虹で酎帆風相枢脚き、図書委員会で運用
・直接教育経費、5年プロ拗嘲こついてIも報告絵比簡告鄭）提出を球め‾n塙0
・経理委員会を中止して、道産委員会調軋、重点項目の策定及び劫率拇執行ごつとめでい
・会計事務処理ご1ては本学欄．た「会計朝路久テム」を導入し‾n塙0このシステム
により1回．／週、個人事にメ「ルにより予算執行携兄個人毎を発信してお肌そ爛溜ロ
メントをイポ己Lnヽる。

特別こ置．咄ヽ
目的胡虹て各委員会礪すする
当臥配分時に突発的な災害等瑚放て刊旨費を計上LCL塙。また・講蛮軌ち電力負担臨
胡乱ズし塙力併せて予備薗瑞腕組塙0予備動議折襟勤哩じた場合・予算配分部
会において剋瑞相荘立て制iしている
研究テーマに脚レう如し、目的封印宙こして裾も
予算情報照会システム（所内ホ「ムページ内l瑠研究室の予算裾爛訳きるシステ
を導入御用し周眈蜜鴎予算掛田勧電きる串はスいも＿　＿　　　　　＿．．　一　－　・．　　－　　　　　　　　　　′t f＿　ニ′tl▼　　　　　　一一ヽllll．　tJい′　　▼　－　t　－　l t．’－　▼▼1▼．’　　　　　　　　‾‾　’－．‾　．　　．　▼　▼‾‾▼　▼　　　　▼　　　‾　‾

年度途痺において、哺甜孔＼共討頭の見乱調数分里鍔経脚テ爪、
祁離持運営調整費（約旧．腑千円）萄謝王各部（施粉の運算脚諭班て・月l廟扮す
所膨費（予備費ほ遥紙緊急で、重要な研究テマ甜射る0
封要田詮お比聯授知哺副結露墓に所長半噺。

（2）決　算

使途別決算を行っているか尋ねたところ，6割が行っていると回答した0
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1．はじめに

第3章　概算要求と予算配分のプロセス

金子　勉（大阪教育大学）

国立大学の予算編成過程は，図1のように図式化することができる。そこには予算編成

に関与する機関間，つまり大学の学部，事務局，文部科学省，財務省及び国会の間に発生

する手続きが略記されている。

図1　予算編成全体の流れ

0予算の国会提出

衆蹟院先頭

善n堤（30日接遇自然成立）

（憲法第60．86兵、財政法第27．29．30粂）

0予算編成方什及び桂済見通しを

間涙決定（12月下旬〉
0概算要求額度額関頭了解

．（定員、鮒＃含む）（7月）

0枚雄要求査定（9月－12月）

0文部抒草笛よりヒヤリング（9月上旬）

0省頭等で基本方針及び重要事項を
事講決定する（8月）
0国立学校よりヒヤリング

（7月上旬）

0評決全等で基本方針及び重要事項
を審決決定する（6月）

0学部等よりヒヤリング（5月）

0教授会、干箕委員会等で鼓算要求
事項を審状決定する
（4月－5月）

干錐の濃決
（憲法第60桑）（1月－3月）

ii
財　　　　 務　　　　　 省

概 … ◎ ‥彿 … 巨
と 14算

財
活
析 ttl露

う　‾求 梼 折 ‾、の
′‾、 敢 ｛ 鐸
8 案 閣　 事
月 内 僚　 柿 10 干
3 1 示 折　 折 三 吉
日 ．．竺 ‥ 旬 日賢

文　　部　　科　　学　　省

喜葉

書蛋

基
準
轍

頚

要事

嘉牢
＝拉
61q
月－‾
中
tI

1象
霹！
求
掩
lu
I語
示

6

月

中

空

7

月
上

空

学　　　　部　　　　等

（出典）文教予算事務研究会『国立学校特別会計予算執務ハンドブック』平成13年度版，第一法規，2001

年，22員。
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本調査のQ4とQ7は，この図と関わる質問となっている。Q4は「学内における新規

概算要求の発案・査定・決定プロセス」を，またQ7は「学内における予算の配分方針作

成から最終的な配分額決定までのプロセス」を，それぞれ図示することを求めている。特

に，Q4は図1にある「②概等要求書提出（5月）」から「⑦概算要求書提出（7月上旬）」

に至るまでの過程に対応する。一方，Q7と関わるのは，図中の「⑰予算の示達」と「⑱

予算の配分」である。図1では，その過程を簡略に表記しているが，個別大学の学内運営

に関わる部分なので，実際には複雑な予算配分過程となっている。そめことについて，回

答の記述から全体像を明らかにすることとしたい。

なお，Q4及びQ7には67大学が回答している。ただし，記入の仕方に回答者の個人

差があり，回答が必ずしも同一の基準によりなされているとは限らないことを了解してお

く必要がある。

2．概算要求のプロセス・

（1）回答例

Q4では，各大学における概算要求プロセスの図式化を求めている。図2は，その記入

例である。これはA大学における概算要求のプロセスを示している。A大学は，表1など

において44番として表記している大学のことである。この大学では，3月下旬に事務局

が学部等に概算要求書の提出を依頼するときから，概算要求の手続きが開始する0各部局

では，教授会等において概算要求書について審議決定し事務局に提出する0これを受けて

学長等の出席するヒヤリングが行われ，学長は部局長会議と評議会における審議決定を進

める。最終的に7月上旬に，文部科学省へ概算要求書を提出することになる。
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図2　A大学（44番）の概算要求プロセス

部局等 事務局　　　　　　　　　 学内会議等

l 概算要求書提出依頼
1 I　 （3月下旬）

概算要求書を事務局へ提出l
（4月中旬）　 l 〕

学長，副学長，事務局
長，担当各部課長
ヒアリング（4月下旬）
↓

概算尋 曇 戸決定H 概学窯 了承

山　 一

概芸芸彙 禁 案H 概算要窯 案了承

↓
評議会

概算要求決定（6月中旬）

⑦文部科学省へ概算 し
要求書提出（7月上旬）「

（2）評議会の位置付け

概算要求のプロセスを見ていくときに，種々の視点を想定できるのであるが，ここでは

まず，評議会等の位置付けを取り上げたい。ここで言う「評議会等」とは，評議会を置か

ない大学の教授会のほか，一部の大学に置かれる運営評議会と，教授会の権限を委任され

ている代議員会を含むのであるが，単に「評議会」と言うときは，教授会及び代議員会を

除き，運営評議会を含む概念となっている。

衷1の右側に，概算要求事項について審議決定する主な機関を示している。この欄を見

ると，67大学のうち48大学では評議会が，また19大学において教授会が概算要求事項

のプロセスに関わっていることが分かる。つまり評議会等が概算要求に必ず関与している

のである。

ただし，国立学校設置法によると，評議会は「大学の予算の見積りの方針に関する事項」

について審議することになっているに過ぎない。方針という言葉は，かなり限定的に感じ

られるのであるが，実際には，そうではないらしい。表1の右欄にゴシック体で表記され

ている評議会等がある。これらの評議会等は，概算要求事項について決定または了承する

ことになっている。Q4の回答を見る限りでは，評議会は「概算要求事項決定」をする大
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学が多いようである。それに対して，明朝体の評議会等は概算要求事項について審議した

り．，報告を受けるにとどまっている。

また，同じ欄を見ると言平議会が審議決定した後に，さらに学長決定を経て文部科学省

へ概算要求書を提出する大学がある。この場合に学長の決定は実質的であるのか，それと

も形式的に過ぎないのか，本調査の回答から即断することはできない。とはいえ，評議会

が概算要求事項について学長へ一任していることが明らかな場合にあっては，学長の主導

性を推定してよいであろう。もちろん評議会が決定を行うことは，法律の趣旨との関係で

疑問がなくはないが，それは建て前と慣行の問題に過ぎないから，そのように評議会が位

置付くプロセスとなっている大学があっても意外ではない0ただし，国立大学の設置形態

が変更されると評議会の性格が変化するので，評議会が概算要求について最終埠な決定を

行っている大学では，従来の慣行からの転換を考慮しなければならないことになる0

表1概算要求のプロセス

大学 学　 内　 ヒ　 ヤ リ　 ン　 グ　 の　 聴　 取　 者 概 算要 求事 項 の審 議決 定機 関

1． 学長，副学長，事務局長，経理部長ほか
部局長会→評議会→学長

2． 学長，副学長，事務局長，各部長
部局長会議→評議会→学長 ‾

3． 学長，副学長，事務局長，各部長
教授会－＞学長

4．
総務委員会→教授会

5． 学長，副学長，事務局 ‾
評議会→学長

6． （聴取者の記載な し） 評議会

7． 財務委員会
財務委員会→教授会

8． 学長，副学長，事務局長等
運営会議→評議会

9． 学長，副学長，事務局長，各部長
財務委員会→評議会→学長

10． 学長，副学長，事務局長，会計課長 評議会

11． 事務局長，総務部長，経理部長
予算委員会→評議会→学長

12． 財務委員会
財務委員会→評議会→学長

13． 学長，副学長，事務局長，経理部長
評議会

14． 学長，副学長，・事務局長，経理部長
評議会→学長

15． 学長（その他記載なし）
部局長会議→評議会→学長

財務委員会→評議会→部局長会議16． 学長，副学長，事務局長，各部長

17．

18．

19．

20．

（聴取者の記載なし）

学長，副学長，学部主事，事務局良 各部長

学長，副学長，事務局長，会計課長等

評議会

代議員会→教授会

評言義会

学長，副学長，事務局長，会計課長 総務委員会→教授会

2 1． 学長，副学長，事務局長，会計 ・施設課長，予
予算委員会→学科長会議→教授会

算委員長
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22． 学長 ，副学長 ，事務局長，総務・会計 ・施 設各課 部局長会議→評議会

長

23． 事務局長 ，経理部長等 部局長会議→評議会

24． 学長 ，副学長 ，事務局長，経理部長等 評議会－＞学長

25． 学長（その他記載な し） 予算検討会議→総務会－＞教授会

26． 学長 ，副学長 ，事務局長 ，総務 部長 ，庶務 ・会 評議会

計 ・施設課長

27． 学長，副学長，事務局長 ，経理部長等 評議会－＞学長

28． 学長 （その他記載な し） 評議会一＞学長

29． 学長 （その他記載な し） 評議会（学長一任）

30． 評議会

31． 評議会（学長一任 ）→学長

32． 財政委員会→教授会

33． 予算委員会→教授会

34． 学長 ，副学長 ，事務局長，経理部長 部局長会議－＞評議会

35‘ （聴取者の記載 な し） 部局長会一＞評議会

36． 副学長，予算委員会 予算委員会→運営会議－＞教授会

37． 学長（その他記載な し） 部局長会－ナ評議会

38． 学長 ，副学長 ，事務局長，総務部長，経理部長 予算委員会→教授会 ’

ほか

39． 学長 ，副学長 ，事務局長，総務部長ほか 総務会－ナ学長

40． 学長 ，副学長，事務局長，経理部長等 評議会－＞学長

41． （聴取者の記載な し） 評議会

42． 学長，副学長，病院長，事務局長等 教授会

43． 運営会議→評議会

44． 学長，副学長，事務局長 ，担 当部課長 部局長会議－＞評議会

45． 企画委員会一＞運営会議－＞教授会

46． 副学長 ，事務局長 ，総務部長 評議会－＞学長

47． 学長 ，副学長 ，事務局長 ，庶務部長，経理部長 部局長会議一＞評議会→学長一任

48． 総務委員会一＞教授会

49． 企画委員会 企画委員会→教授会

50． 学長 ，副学長 ，事務局長 ，総務 ・会計 ・施 設課長 部局長会議－＞評議会－＞学長

51． （聴取者 の記載な し） 評議会

52． 局 長 ヒヤ リング（事務局 長 以外 の聴取者 記載 な 評議会→学長

し）

学長 ヒヤ リング（学長以外 の聴取者記載 な し）

53． 学長 ，副学長 ，事務局長 ，経理部長，施 設部長 評議会－＞学長一任
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54． 学長 ，事務局長→会計課長等 財務委員会→評議会

55． 学長 （その他聴取者の記載な し） 評議会一＞学長一任

56． 事務局長 ，経理部長ほか 部局長会議→評議会

57． 学長 ，副学長 ，事務局長，経理部長等 運 営会議→評議会→学長

58． 運 営会議→教授会

59． 事務局 ヒヤ リング ：総務 ・経理 ・施設部長 財務委員会→部局長会議→評議会

学長 ヒヤ リング ：学長・副学長・事務局長 ・各部

長

60． 学長，副学長，事務局長，総務課長 財務委員会→ 評議会

61． 第一次 ：学長，副学長 ，事務局長 ，総務部長 ， 教授会

会計課長等

第二次 ：学長，副学長 ，事務局長 ，総務部長 ，

会計課長等

62． 学長 ，副学長，事務局長，会計課長 ，施設課長 企画委員会→教授会

63． 学長 ，副学長，事務局長，経理部長ほか 評講会

64． 学長 ，副学長，事務局長，各部長等 邸局長会議→評議会→学長

65．＿学長 ，副学長，事務局長；経理部長 ほか 評議会→ 学長一任

66． 学長 ，副学長 ，事務局長 ，会計課長 ほか 評言義会

67． 執行部 予算委員会－＞教授会

（2）各種委員会

次に，評議会等における審議決定と関わって，その前段階の検討を行う機関を見ておき

たい。同じく表1の右欄を見ると，評議会において審議が行われる前に，各種の学内会議

が審議検討を行っていることが分かる。そのような機関を数えると，重複する分を含める

と，部局長会議が15大学，財務委員会が8大学，予算委員会が7大学，運営会議が6大

学，総務委員会が5大学，企画委員会が3大学などとなっている。なお，部局長会議は比

較的規模の大きい大学に置かれ，一方，総務委員会あるいは総務会は5大学に見られるが，

全て単科大学である。また，運営会議は学部数が1～2の小さな大学に多く見られる0

（3）ヒヤリング

ここでヒヤリングとしたものは，学内ヒヤリングとか部局要求ヒヤリングなどとと呼ば

れる。普通，中心となる聴取者が学長なので，学長ヒヤリングと呼ばれることが多い0学

長が聴取者に含まれないときは，例えば局長ヒヤリングなどと呼ばれているo

Q4の回答を見ると，学内ヒヤリングの存在が明記されていない大学が9校ある0この

中には，大学院大学が1校含まれているが，それ以外は学部数が1～2の大学である0小

規模大学であれば，あえてヒヤリングの機会を全学的に設定するまでもないのであろう0
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表1の左欄に示したように，学内ヒヤリングにおける聴取者の構成は，大同小異といっ

て差し支えない。しかし，いくつかの大学に特徴のあるヒヤリングを見ることができる。

学内ヒヤリングに学長が加わっていない大学が5校ある。それらのヒヤリングでは，副学

長または事務局長がヒヤリングの中心人物となる。また，学長ヒヤリングとは別に事務局

によるヒヤリングを設定している大学が2校ある。順序は事務局のヒヤリングが学長ヒヤ

リングに先行する。

このように聴取者の構成に特徴があるもののほか，学内の委員会がヒヤリングを行って

いる大学が3校ある。その委員会は，概算要求事項の審議を行う委員会である。そのよう

な委員会によってヒヤリングを実施している大学は，2校が単科大学で，1校は総合大学

であるから，大学の規模に着目して，そのことを説明することはできない。

（4）概算要求の基本構造

上記のように，概算要求の手続きに，各大学の個性が表れている。そのような概算要求

のプロセスを簡潔に説明することは可能であろうか。基本的な流れを捉えるために，次の

①から⑦の8段階に着目し，図3を作成した。

①事務局が部局に対して概算要求書の提出を依頼する。

②部局が教授会等で概算要求事項を審議決定する。

③部局の要求についてヒヤリングを行う。

④学長が原案を作成する。整理を含む。

◎学内会議で審議する。

⑤評議会が概算要求事項を決定する。

⑥学長が概算要求事項を決定する。

⑦文部科学省へ概算要求書を提出する。

図3　概算要求のプロセス

大学 12月以前 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7 月

1． （9 ② ③ ◎⑤ ⑥ ⑦

2． ① ② ③ ◎⑤⑥ ⑦

3． （9 ② ③ ⑤ ⑥ ⑦

4． ④ ◎⑤⑦

5． ① ②③ ⑤ ⑥ ⑦

6． ②　 ③ ⑤ ⑦

7． ①② ③ ⑤ ⑦

8． （9 ② ③ ④◎⑤ （9

9． ① ② ③◎ ⑤ ⑥ ⑦
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10． ① ② ◎③ ⑤ ⑦

11． ① ② ③ ’◎⑤⑥ ⑦

12． ①② ③ ⑤⑥

13． ① ② ③ ⑤ ⑦

14． ① ②③ ⑤ ⑥ ⑦

15． ①② ③ ④◎⑤⑥ ⑦

16． ① ②③ ⑤◎ ⑦

17． ③ ⑤ ⑦

18． ① ．② ③ ◎④ ◎⑤ ⑦

19． ① ②（診 ⑤ ⑥ ．．（9

20． ．①◎ ③ ④◎⑤ ⑦

21． ① ② ③ ◎⑤ ⑦

22． ①② ③◎ ◎ ④⑤ ⑦

23． （9 ②③ ④ ◎⑤ ⑦

24． （9 ②③ ⑤ ⑥ ⑦

25． （9 ② ③ ④ ◎ ◎⑤ ・．⑦

26． （9 ②③ ⑤⑦

27． ① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦

28． （り ② ③⑤ ⑥ ⑦

29． ①②③⑤ ⑦

30． ◎ ⑤ ⑥ （9

31． （9 ② ④ ⑤⑥ ⑦

32． （9 ③ ◎ ⑤ ㊦

33． 図 式 ④ ◎⑤ ⑥ ⑦

34． ① ② ③ ③ ④⑤ ⑦

35． （9 ②③ ④◎⑤ ⑦

36． ’①② ＿ ③ ◎ ◎ ⑤ ⑦

37． ①　 ②　 ③ ④◎⑤ ◎ ⑦

38． ① ② ③◎ ⑤ ‘‘．⑦

39． ①②③ ④⑤ ⑥ ．‾⑦

40． ① ② ③ ⑤‾ ⑥ ‥‾‾⑦

41． ① ② ③ ④ ⑤ ⑦

42． ① ③⑤ ⑥ ⑦

43． ◎⑤ ⑦

44． ① ②③ ④⑤ ⑦

45． ① ② ◎ ◎ ⑤ ⑦
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46． ① ②③ ④ ⑤⑥ ⑦

47． ①② ③ ◎⑤ ⑥ ⑦

48． （9 ② ◎⑤ ⑦

49． （9 ②③ ◎⑤ ⑥ ⑦

50． ① ②③ ◎（9⑥ ⑦

51． ③ ◎④⑤ ⑦

52． （9 ②③ ③ ⑤ ⑥ ⑦

53． ① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦

54． ① ② ③ ④◎（9 ⑦

55． ①② ⑤（診 ⑥ ⑦

56． （り ◎ ② ③ ④◎⑤ ⑦

57． （9 ② ③ ◎⑤（◎ ⑦

58． ② ④ ◎（9 ⑦

59． ② ③ ③ ◎⑤⑦

60． ① ② ③ ④ ◎ ⑤

61． ① ③ ③ ④⑤ ⑦

62． （9 ② ③ ◎ ④⑤ ⑦

63． ① ② ③ ⑤ ⑦

54． （9 ② ③ ◎⑤ ⑥ ⑦

65． （9 ② ③ ⑤ ⑥ ⑦

66． （9 ②③ ④⑤ ⑦

67． （9 ② ③ ④ ◎ ．⑤ ，⑦

上記の8段階は，基本的構造ではあるが，各大学がその全ての段階を行っているとは限

らない上に，順序が逆転することもある。特に，種々の学内会議は，本来どの段階にでも

設定できるから，あえて順序を示さずに記号◎で審議の時期を表記するにとどめた。もち

ろん，各学内機関の主たる性格は，表1の右欄を参照すれば分かる○

（5）学長と評議会の決定

既に，評議会の位置付けの項目で述べたように，概算要求事項の決定に評議会等が関わ

っている大学が多くある。そのことは，図3の中では記号⑤で表記されている。大学が文

部科学省へ概算要求書を提出する手続き（図3の記号⑦）は7月上旬なので，それから逆

．算すると，5月から6月にかけて評議会等による概算要求事項の決定が行われることにな

る。

評議会等における審議決定と，概算要求書を文部科学省へ提出するまでの間に，学長に
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よる決定について記載されている13大学には，記号⑥を表示してある。そのような大学

では，程度に差があるとはいえ，学長に裁星の余地が確保されていることを示していると

思われる。特に，29番，47番，49番，55番の4大学は，評議会による概算要求事項の審

議を12月から2月という早い時期に設定し，その後の取り運びを学長に一任していると

ころに特徴がある。B大学はその一例である。

図4　B大学（47番）の概算要求プロセス

部局等　　　　　　　　　 事務局　　　　　　　　　 学内会議等

学慧 慧慧 票 慧 ‡L H 概響 票 出依頼 l

」 学長ヒヤリング
1 （10～11月）

文部科学省へ　 lノ

J

評議会
学長一任 12月

概算要求書掟由（7月）「

（6）スケジュール

このように極端な事例があるので，概算要求のスケジュールに一般的な傾向を見出すの

ことは容易ではない。例えば，大規模な大学ほど，概算要求プロセスの開始が早いのかと

いう七，そうではないようである。大規模大学の例として，旧帝大について，記号②の時

期を見ると，回答のあった5大学は3月から4月にかけてとなっているので，むしろ遅い

方である。そこで全体的傾向を抽出するために表2を作成してみた。

表2　概算要求のスケジュール

12 月以前 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

① 概 算要求書提 出依頼 36 10 5 6

② 部局 の審議決定 8 16 7 11 13

③ 学内 ヒヤ リング 2　＿ 5 9 8 3 1 5

④ 学長の原案作 成 1 6 10 9

⑤ 評議会の審議決定 1 1 2 1 5 3 0 27

⑥ 学長の決定 2 2 5

⑦ 文部科学省へ提出 4 60
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この表は，①から⑦の各段階が何日に行われているのか，整理したものである。この表

から読みとれる平均的なスケジュールは，次の通りである。

①12月以前に事務局が各部局に概算要求書の提出を依頼する。

②1月から3月までの間に各部局の教授会等において審議決定する。

③4月にヒヤリングが実施される。

④5月から6月にかけて，評議会等を含む各種会議において，概算要求事項の審議決

定が行われる。

⑥大学によっては，最終的な学長の判断が6月になされる。

⑦7月上旬に文部科学省へ概算要求書が提出される。

2．予算の配分に関するプロセス

（1）予算配分プロセスの特徴

予算配分のプロセスは，廠算要求と同じように説明するのが難しいようである。その理

由は，「配分方針」と「配分額」を区分して審議決定する大学があって，その場合には意

思決定が二重の構造になるからである。もちろん，そのように「配分方針」と「配分額」

を区分しない大学があるし，両者を区分するけれども同時に会議に諮る大学もあるので，

これらが混在して複雑なものとなっている。

そこで，ここでは，いくつかの類型ごとに，配分決定のプロセスを概観することとした

い。表3は予算の「配分方針」と「配分額」について審議決定する機構を整理したもので

ある。「配分方針」について審議決定する機関が空欄になっている大学は，両者を分離し

ない大学である。「配分方針」の欄に機関の名称がある‾場合には，「配分方針」と「配分

額」について，別の審議決定プロセスが存在することを意味する。ここでも決定に強く関

与する評議会等はゴシック体で表記している。

表3　予算配分のプロセス

大 学 「配 分方針 」 の審 議決 定 機 関 「配 分額 」 の審 議 決 定機 関

1． 予算 配 分 委 員会

2． 部 局 長 会議 → 評 議会

3 ． 予 算委 員会 予算 委 員会 －＞教 授会

4 ． 総務 委 員会 → 教 授会 総 務 委 員会 → 教 授会

5 ． 評 議会 配 分 委 員会 → 評 議会

6．

ー40－



7． 財務委員会→教授会

8． 運営会誠一＞評議会

9． 学部長会議一＞財務 委員会 ‘ 財務委員会→評議会

10． 予算委 員会 予算委員会→評議会

11． 予算委員会 予算委員会→評議会

12． 財務委員会－＞評議会 財務委員会

13． 配分委員会－＞評議会 予算委員会－＞評議会

14． 評議会 評言義会

15． 部局長会議－＞評議会

16． 財務委員会→部局長会議

17． 評議会

18． 予算委員会う代議 員会 部局長会→施設委員会－＞代言義貞会

19． 評議会

20． 総務委員会－シ教授会

21． 予算委員会 予算委員会→学科長会議→教授会

22． W G →予算委員会－＞部局長会議 予算委員会

23． 財務委員会→部局長会議一＞評議会 （部局長会議→評議会 ）

24． 財務委員会 評言義会

25． 予算検討会議 予算検 討会議→総務会→ 教授会

26． 財務委員会→評議会 財務委員会－＞評議会

27． 評議会

28． 予算配分委員会 評議会

29． 評言義会

30． 予算委員会

31． 評言義会

32． 財政委員会→教授会

33． 予算委員会→教授会

34． 部局長会議→評議 会 部局長会議－＞評議会

35． 企画委員会→評議会

36． 予算委員会－＞教授会

37． 部局長会→ 評議会 部局長会－＞評議会

38． 予算委員会（→ 教授会→予算委員会 ） 教授会

39． 予算検討会議 予算検討会議→総務会→教授会

40． 予算委員会→評議会

41． 財務委員会→評議会 評言義会

42． 課程連絡会→教授会



4 3． 予算委員会→運営会議→評君義会

44． 部局長会議→評議会

45． 企画会議→運営会議一＞教授会

46． 評議会 評言義会

47． 部局長会議－＞評議会 財務委員会→部局長会議→評議会

48． 予算委員会→総務委 員会→教授会

49． 企画委員会 企画委員会→教授会

50． 予算打合会→評議会 予算打合会→部局 長会議→評議会

51． 予算配分検討会－＞評議会

52． 予算委員会→評議会

53． 予算配分委 員会→評議会 ・評言義会

54． 財務委員会 財務委員会→評議会

55． 財務委員会 財務委員会→評議会

56． 予算委員会 部局長会議→評言義会

57． 予算委員会－＞運営会議一＞評議会

58． 運営会議→教授会

59． 財務委員会 財務委員会→部局 長会議→評議会

60． 財務委員会→評議 会

51． 予算委員会 予算委員会

62． 企画委員会－＞教授会

63． 予算委員会 予算委員会→評議会

64． 部局長会議－＞評議会

65． 予算委員会→評議会 予算委員会→評議 会

66． 運営会議→評議会

67． 予算委員会→教授会

（2）「配分方針」と「配分額」を分離しない大学

まず，「配分方針」の審議決定と，「配分額」の審議決定を区別していない大学の場合

である。その例としてC大学の配分プロセスを図示したのが図5である。4月中旬に文部

科学省による予算当初配当説明会があり，それを受けて学長が配分原案を作成する0そし

て，その原案は部局長会議と評議会を経て決定される0この大学では評議会が配分決定に

関与していることが特徴となる。
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図5　C大学（2番）の予算配分プロセス

部局等　　　　　　　　　　　 事務局 学内会議等‘

文部科学省預 当初配当説明会 l

（4月中旬）
〕

学長
配分原案決定（5月下旬） 1

部局長会議→評議会
配分決定（6月上旬）

学部教授会等で配分決定　ノ

（7月上旬以降， l－

一方，同様に「配分方針」と「配分額」を区別してはないが，評議会等が決定に関与し

ていない大学もある。そのような例として図6に示したD大学が当てはまる。この大学で

は，全学財務委員会において予算配分の審議決定が行われ，評議会に対しては報告にとど

まっている。

図6　D大学（60番）の予算配分プロセス

部局等　　　　　　　　　 事務局　　　　　　　　　　 学内会議等

文部科学誓 言詔 ㌣当説明会 」 予算孟芸雷霊等荒 高，

↓

全学財務委員会
予算配分決定 （6月下旬）

J

学部教授会等で配分決定　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　 評議会

I 。7～1。月， 一一　　　　　　　 予純 分報告 。7月中旬，

（2）「配分方針」と「配分額」を分離して審議する大学

これに対して‾，「配分方針」と「配分額」を区別すると，図7のようになる。これは，さ

どちらかというと図4の変形と考えるとよい。ただしE大学は単科大学なので，全学にお

ける最終的な審議を教授会が行っており，「配分方針」と「配分額」をともに総務委員会

と教授会で審議決定する。
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図7　E大学（4番）の予算配分プロセス

部局等 事務局　　　　　　　　　　　　　　　　 学内会議等

l文部科学省予算配分説明会（4月中旬）l

I

学雷認 荒 票 票 禁 票 長日 予算配分票 欝 。5月中旬，
〕

l　　　 教授会
1　　　 序聞 分方針の承認（5月下旬）

学長も豊孟宗 雷雲漂票 器 局長兢 紺 分霊 欝 。。月上旬，

〕

教授会
予算配分原案の承認（6月中旬）

図8　F大学（5番）の予算配分プロセス

部局等 事務局　　　　　　　　　　　　　 学内会議等

文部科学省予算配分説明会 I l　　　 評議会
（4 月中旬）　　　 ［　 （配分方針承認 4月上旬）

l歳出予算学内配分委員会
l（配分原案決定 5 月下旬）

i

評議会
（配分決定 6月下旬）

学部教授会等 I

（配分決定 7月上旬）l

（4）「配分方針」を先行して決定する大学

上記の3大学は，予算配分プロセスの典型といえるが，それらから外れたプロセスとな

っている大学もある。その一つが「配分方針」を文部科学省による説明会以前に決定して

いるものである。「配分額」をも説明会以前に決定している大学はないが，「配分方針」

はあらかじめ決めておくことができる。その例がF大学である。F大学では，評議会が説

明会を待たずに「配分方針」を承認している。
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（5）予算配分が三重構造になっている大学

この利和ま，予算の「配分方針」と「配分額」のほかに「配分基準」について，別に審

議決定している大学である。「配分方針」は学長・事務局において決定されている。この

G大学では，それだけ審議決定のプロセスは複雑であるが，学長にとっては部局長会議や

評議会における審議の前に周到な準備ができるのかも知れない。

図9　G大学（34番）の予算配分プロセス

部局等．　　　　　　　 事務局　　　　　　　　　　　　　 学内会議等

学長，副学長，事務局長，経理部長
（配分方針決定2月下旬）

文部科学省予算配分説明会
（4月中旬）

i

（予算配分基芸孟 5月上旬， H 。予霊 悪認 諾荒 旬，
i

l。予算配分原芸是 。月上旬， H （予孟 票 認 諾雷 F旬，

学部教授会等
（配分決定7月上旬）

（6）事務局中心の予算配分プロセス

最後にH大学の図式は単純である。文部科学省による予算配分説明会の後，学内会議に

かけることなく配分を決定している。それを図示すると次のようになる。このような配分

プロセスがなぜ成立したのか不明である。なお，この大学は，いわゆる新構想大学ではな

い。旧帝大の一つである。
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図10　H大学（6番）の予算配分プロセス

部局等　　　　　　　　　　 事務局 学内会議等

文部科学省予算配分説明会

（4 月中旬）
l

l 配分原案決定 （5 月下旬） l

l

l 配分決定 （6 月上旬） l

学部教授会等にて配分決定 i

（7 月上旬）　　 i

4．法人型大学財務との関連

これまでに概観したように，現在の国立大学において，概算要求と予算配分のプロセス

は，多分に評議会等に見られる同僚制を尊重したものとなっている。そのことは，意義深

いことであるが，意思決定に時間を費やすなどの問題がある。しかし，国立大学の中にも，

概算要求と予算配分の異なるプロセスが存在することが明らかになった。このことは，法

人型大学財務への移行という国立大学にとって共通の課題と比較すると，取るに足らない

ほど小さな差異であるかも知れない。しかし，そのような概算要求と予算配分のプロセス

に，大学のいわば空気のようなものが反映しているとしたら，改革の展開を微妙に左右す

るのではないかと思われる。
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第4章　法人化後の大学財政をめぐる問題について

南部広孝（長崎大学）

1．はじめに

近年，国立大学の財政を取り巻く環境は大きく変化しつつある。とりわけ2004年4月

に予定されている法人への移行に当たっては，大学内外の状況が大きく変化することが予

想されており，各大学では既にその対策が検討され始めるとともに，可能なものは実施に

移されている。

このような状況を踏まえて，本研究で実施した「国立大学財政に関する全国調査」では，

全学レベル，部局レベルそれぞれで，①法人への移行に向けた準備状況，②法人化後に生

じることが予想される変化，③法人化後大学の使命を達成するために必要な取り組みにつ

いて尋ねた。本章は，全学レベルと部局レベルそれぞれの調査結果について概要を整理し

た上で，両者の比較を行い，意識の違いを明らかにしようとするものである。

なお，調査結果の整理に当たっては，大学類型にも注目した。ただし，調査対象数が多

くないため，本章では国立大学を「総合大学」，「複合大学」，「単科大学」の3つに再分

類した類型を使用している。

2．全学レベルでの対応と意識

それでは，全学レベルについて調査結果を整理することから始めよう。

まず法人への移行に向けてどのような準備をしているのかを尋ねたところ，既に行って

いるとの回答が最も多かったのは「法人への移行に備えて検討組織を設置している」で，

全体の76．8％が「あてはまる」と回答している。これに続くのは「会計手続きゐ簡素化

の検討を行っている」で，「あてはまる」と回答した大学は約半数だった。つまり，かな

りの大学では既に法人への移行に対応するための検討組織を設置するとともに，会計手続

きの簡素化の検討を進めている。それから，「教育研究の業績評価に基づいた予算配分を

検討している」と「教育研究の業績評価に基づいた予算配分を実施している」で「あては

まる」と回答したのはそれぞれ31．9％，20．3％となっており，両者を合わせると，半数

の大学で教育や研究の業績評価を基礎とした予算配分が即こ取り入れられているか，検討

が進められている。これらと比べると，「独自の収入を増やすための対策を実施している」

のは18．8％，「目標・計画に基づく財政運用方式について検討している」のは14．5％，そ
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して「業績評価に基づく給与体系の導入を検討している」のはわずか2．9％となっており，

こうした点については実施・検討を行っていないところが多い。

大学類型別に見ると，「法人への移行に備えて検討組織を設置している」では単科大学

で「あてはまる」と回答した比率が総合大学，複合大学に比べて低くなっているが，他の

項目では大きな違いは見られない。

次に，法人化した後，大学の管理運営や財政，評価と資源配分で生じることが予想され

る変化について見ると，以下のようになっている。

管理運営では，「学長のリーダーシップによる財政運用が強化される」という設問に肯

定的な回答（「そう思う」あるいは「ややそう思う」と回答。以下同じ）をした比率が最

も高くて92．1％であり，「管理運営の負担が増加する」が85．7％でこれに続いている。こ

れらに比べると，「各種の規制が緩和され，大学の運営が効率的になる」や「目標や計画

・評価によって大学の運営が効果的になる」はそれぞれ76．2％，79．4％で，肯定的な回

答ゐ比率が少し低い。これら4項目のうち「学長のリーダーシップによる財政運用が強化

される」は大学類型によって回容に違いが見られ，総合大学，複合大学では全ての大学が

肯定的な回答であるのに対して，単科大学では肯定的な回答は75．0％となっている。

財政については，「大学に対する政府の支出が減少する」，「授業料が大学によって多様

化するようになる」，「授業料が専門分野によって多様化するようになる」，「研究業績や

教育負担に応じた給与体系が導入される」の4項目いずれも，ほぼ3分の2の大学が肯定

的に回答している。

評価と資源配分では，「研究業績の評価による財政配分が進む」で93．7％，「教育業績

の評価による財政配分が進む」でも85．7％の大学が肯定的な回答をしている。既に見た

ように，現在まで全学レベルで教育研究の業績評価に基づいた予算配分を実施しているの

は20．3％であるが，多くの大学が，将来的にはそうした配分方法を導入することになる

と考えている。一方，「評価による財政配分の結果，大学の格差が拡大する」，「評価によ

る財政配分の結果，努力した大学が向上する」は，どちらも87．1％の大学が肯定的であ

る。

さらに，法人化後大学の使命を達成するために財政面で必要な取り組みについては以下

のような状況である。

財政方針や予算執行の権限の所在については，「全学的に財政方針や予算執行の権限を

集中化する必要がある」では肯定的な回答が85．7％なのに対して，「部局に財政方針や予

算執行の権限を分権化する必要がある」ではわずか10．0％にとどまっている。当然予想

されたことではあるが，全学的に集中化する必要があると考える方が部局に分権化する必

要があると考えるよりも非常に多い。大学運営の進め方については，「財政や経理の専門

家を大学運営に加える必要がある」は92．1％で，ほぼ全ての大学が肯定的であるが，「大

学外部者による大学運営を進める必要がある」は53．2‰「大学の自治による大学運営を

進める必要がある」は49．2％となっていて，どちらも車数程度の大学しか肯定的でない。
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大学の収入を確保する方策では，全ての大学が「運営費交付金など政府の支出を確保する

必要がある」と考えており，「大学の収入を増やすため外部資金の確保が必要である」と

いう点でも一致している。これに対して，「大学の収入を増やすために授業料の値上げが

必要である」と考える大学は少なく，肯定的な回答をしているのは17・5％にとどまって

いる。最後に，「予算執行手続きなどの簡素化を進める必要がある」という項目では，98・4

％の大学が肯定的である。

3．部局レベルでの意識

次に，部局レベルでの調査結果の概要をまとめよう0

部局レベルについても，まず法人への移行に向けた準備状況から確認する0部局に対し

ては，「法人への移行に備えて検討組織を設置している」，「独自の収入を増やすための対

策を実施している」，「教育研究の業績評価に基づいた予算配分を実施している」，「教育

研究の業績評価に基づいた予算配分を検討している」，「目標・計画に基づく財政運用方

式について検討している」の5項目を尋ねている0

この中で「あてはまる」と回答した比率が最も高いのは「法人への移行に備えて検討組

織を設置している」であるが，それでもほぼ3分の1にとどまっている0それから，「教

育研究の業績評価に基づいた予算配分を実施している」と回答したのは10・3％，「教育研

究の業績評価に基づいた予算配分を検討している」と回答したのは－26・9％であり，予算

配分の基準として教育研究の業績評価の導入を検討しているか，もしくは既に導入してい

る部局を合わせると，やはりおよそ3分の1となる0これに対して，「目標・計画に基づ

く財政運用方式について検討している」部局は努・2％，「独自の収入を増やすための対策

を実施している」部局は19．7％となっている0

なお，自由記述ではこれ以外の取り組みとして，7つの部局で，科学研究費補助金，公

募研究等の競争的資金や外部資金の獲得が挙げられていた0その一方で，「学部としては

本部の指示待ちである」とか「全学での方針が定まらないため，部局での検討は行ってい

ない」といった回答も見られた。

次に，法人化した後，大学の管理運営や財政，評価と資源配分で生じることが予想され

る変化について見ると，以下のようになっている0

管理運営では，「学長のリーダーシップによる財政運用が強化される」と「管理運営の

負担が増加する」という項目で肯定的に回答した比率がそれぞれ88・7％，84・3％と高く

なっている。これに対して，「各種の規制が緩和され，大学の運営が効率的になる」や「目

標や計画・評価によって大学の運営が効果的になる」は，ともに60％前後しか肯定的に

回答していない。
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財政については，「大学に対する政府の支出が減少する」，「授業料が大学によって多様

化するようになる」，「授業料が専門分野によって多様化するようになる」，「研究業績や

教育負担に応じた給与体系が導入される」のいずれの項目でも，ほぼ4分の3が肯定的に

回答している。

評価と資源配分ではまず，「研究業績の評価による財政配分が進む」と「教育業績の評

価による財政配分が進む」について肯定的に回答している比率はそれぞれ92．7％，79．2

％となっている。全学レベルと比較すると，「研究業績の評価による財政配分が進む」で

はほとんど違いがないが，「教育業績の評価による財政配分が進む」の方はやや低いとい

う結果になっている。また，97．1％の部局で「評価による財政配分の結果，大学の格差が

拡大する」と考えられており，「評価による財政配分の結果，努力した大学が向上する」

で肯定的に回答している比率は78．1％である。これらの項目のうち「評価による財政配

分の結果，大学の格差が拡大する」は大学類型によって回答に違いが見られ，総合大学に

ある部局と複合大学にある部局で肯定的な回答をしたのはそれぞれ97．7％，97．2％であ

るのに対して，単科大学にある部局では66．7％となっている。

さらに，法人化後，大学の使命を達成するために財政面で必要な取り組みについては以

下のような回答になっている。

財政方針や予算執行の権限の所在については，「全学的に財政方針や予算執行の権限を

集中化する必要がある」と考えているのは58．0％，「部局に財政方針や予算執行の権限を

分権化する必要がある」と考えているのは51．7％で，ほぼ同じ比率になっている。大学

類型によって意識に違いがあり，総合大学にある部局では全学的な集中化（肯定的回答は

48．0％）よりも部局への分権化（同60．6％）の方が多いのに対して，複合大学にある部

局では全学的な集中化（同66．0％）の方が部局への分権化（同44．7％）よりも高くなっ

ており，単科大学にある部局では全学的な集中化に肯定的な回答をしたところが全くない

一方で，部局への分権化では全てが肯定的な回答をしている。大学運営の進め方について

は，「財政や経理の専門家を大学運営に加える必要がある」で肯定的に回答しているのは

88．6％であるが，「大学外部者による大学運営を進める必要がある」では42．6％，「大学

の自治による大学運営を進める必要がある」では69．1％となっている。この「大学の自

治による大学運営を進める必要がある」では大学類型による相違が見られ，総合大学にあ

る部局では70．3％，複合大学にある部局では69．5％が肯定的なのに対して，単科大学に

ある部局では肯定的な回答が全くない。大学の収入を確保する方策では，「運営費交付金

など政府の支出を確保する必要がある」は98．2％，「大学の収入を増やすために外部資金

の確保が必要である」は98．9％が肯定的に回答している一方，「大学の収入を増やすため

に授業料の値上げが必要である」で肯定的に回答しているのは29．4％となっている。最

後に，「予算執行手続きなとの簡素化を進める必要がある」という項目では98．2％が肯定

的である。
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4．全学レベルと部局レベルにおける対応や意識の違い

続いて，全学レベルと部局レベルで法人への移行に向けた対応や法人化後の見通しがど

のように違うのかを見ることにする。

法人への移行に向けた準備ではまず，検討組織の設置状況が大きく異なっているよ全学

レベルでは元．8％が既に検討組織を設置しているのに対して，部局レベルで検討組織を

設置しているのは35．2％にとどまっている。また，教育研究の業績評価に基づいた予算

配分を実施もしくは検討しているのは，全学レベルでは52．2％と過半数に達しているが，

部局レベルでは37．2％と3分の1をやや超えた程度である。しかし，目標・計画に基づ

く財政運用方式の検討を行っているのは，全学レベルが14．5％なのに対して邸局レベル

は25．2％と高い。

次に，予想される法人化後の変化や法人化後大学の使命を達成するために必要だと考え

られる取り組みでは，以下のようになっている（図1参照）。

まず，管理運営について見ると，「管理運営の負担が増加する」と「学長のリーダーシ

ップによる財政運用が強化される」の2項目では，全学レベルでも部局レベルでも同じよ

うに，肯定的な回答が多い。しかし，「各種の規制が緩和され，大学の運営が効率的にな

る」や「目標や計画・評価によって大学の運営が効果的になる」では，全学レベルの方が

部局レベルよりもかなり高くなっている。相対的に言えば，全学レベルに比べると，部局

レベルでは法人化した後運営が効率的，効果的になるという見通しを持っているところが

少ない。財政面での変化では，どの項目でも，部局レベルの方が全学レベルよりも肯定的

に回答する比率が高くなっている。特に「大学に対する政府の支出が減少する」と「研究

業績や教育負担に応じた給与体系が導入される」の2つの項目で差が大きい。評価と資源

配分では，研究業績の評価による財政配分，教育業績の評価による財政配分は全学レベル，

部局レベルとも高い。ただし，評価による財政配分の結果に対する考え方には相違があり，

全学レベルと比べると，部局レベルの方が大学の格差が拡大すると考える比率は高く，努

力した大学が向上すると考える比率はやや低くなっている。
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図1法人化後の管理運営や財政に関する全学レベルと部局レベルの意識

0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　100（％）

管理運営の負担が増加する

各任の規制が絹和され．大学の運営が効率的になる

目標や計画・評価によって大学の運営が効果的になる

学長のリ一ダーシップによる財政運用が強化される

大学に対する政府の支出が減少する

授業料が大学によって多様化するようになる

授業料が専門分野によって多様化するようになる

研究業績や教育負担に応じた給与体系が導入される

研究業績の評価による財政配分が進む

教育業績の評価による財政配分が進む

評価による財政配分の結果，大字の格差が拡大する

評価による財政配分の結果．努力した大学が向上する

全学的に財政方針や予算執行の権限を集中化する必要があ
る

部局に財政方針や予算執行の権限を分権化する必要がある

財政や経理の専門家を大学運営に加える必要がある

大学外部者による大学運営を進める必要がある

大字の自治による大学運営を進める必要がある

運営費交付金など政府の支出を確保する必要がある

大学の収入を増やすために外部資金の確保が必要である

大学の収入を増やすために授業料の値上げが必要である

予算執行手続きなどの簡素化を進める必要がある

注）各項目に「そう思う」，「ややそう思う」と回答した比率。

全学レベルと部局レベルで意見が大きく異なるのは，財政方針や予算執行の権限の所在

についてである。全学レベルでは多くが全学的な権限の集中化が必要であると考え，部局

への権限の分権化が必要であると考えるところは少ないが，部局レベルでは全学的な権限

の集中化と部局レベルへの権限の分権化がほぼ同じ比率になっている。また，大学運営の

あり方でも，財政や経理の専門家を大学運営に加える必要があることは全学レベルでも部
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局レベルでも認識されているが，大学外部者による大学運営については全学レベルに比べ

ると部局レベルで低く，大学の自治による大学運営については逆に，部局レベルの方が全

学レベルよりも高くなっている。大学の収入に関しては，運営費交付金など政府の支出を

確保すること，外部資金を確保することはどちらのレベルでも必要だと考えられている。

収入確保策としての授業料の値上げが必要だとはどちらのレベルでもあまり考えられてい

ないものの，部局レベルでほぼ3割が肯定的に回答しており，全学レベルよりも高くなっ

ている。

「予算執行手続きなどの簡素化を進める必要がある」という項目は，全学レベルでも部

局レベルでも肯定的な回答の比率が高い。

以上のように全学レベルと部局レベルの比較を行った結果，法人化後の見通りこついて

いくつかの点で両者に相違があることが明らかになった。例えば，規制が緩和されて大学

運営が効率的になるか，目標や計画・評価によって大学運営が効果的に行われるかという

点では，部局レベルの方が全学レベルよりも肯定的に回答する比率が低い。それから，大

学の格差が拡大するという意見に対しては部局レベルの方が肯定的に回答する比率が高い

一方で，努力した大学が向上するという点では逆に部局レベルの方が低くなっている0こ

れらはいずれも程度の問題に過ぎないのかも知れないが，相対的に見ると，部局レベルの

方が全学レベルよりも法人化に対してやや慎重だという結果になっているといえる0

こうした見通し以上に大きな違いがあるのは，法人化後大学の使命を達成するために必

要な取り組みに対する考え方である。全学レベルでは多くが財政や予算執行の権限は全学

的に集中化する必要があると考えているのに対して，部局レベルではそのような考え方に

同意するのは半数程度であり，そうした権限は部局に与えて分権化すべきだという考え方

にも同じく半数程度が同意している。また，大学運営のあり方に関しても，財政や経理の

専門家を加えることにはどちらのレベルでも多数が同意しているものの，全学レベルでは

大学外部者を入れることへの賛意が多く，部局レベルでは大学の自治による運営が支持さ

れている。

5．まとめ

本章では，「国立大学財政に関する全国調査」において尋ねた，①法人への移行に向け

た準備状況，②法人化後に生じることが予想される変化③法人化後大学の使命を達成す

るために必要な取り組みの3点について，全学レベルと部局レベルでの結果の概要を整理

するとともに，全学レベルと部局レベルの相違について検討した0その結果を基に次の2

点を指摘し，本章のまとめとしたい。

第一に，法人に移行した後の大学においては，学長が，学内コンセンサスに留意しなが
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ら，強いリ一ダーシップを発揮することが求められている。しかし本章で明らかになった

ように，全学レベルと部局レベルでは財政方針や予算執行の権限の所在をはじめとする様

々な点で意識や考え方の相違がある。法人への移行に向けた検討の中で，そして法人化し

た後の運営において，そうした相違をどのように調整して学内コンセンサスを得ていくの

か，あるいはそのためにどのような体制をどのように作って運用していくのかといった点

が早急に検討されるべき課題であるように思われる。

第二に，法人化の議論が行政改革の一環として始まったという側面があることとも関係

していると思われるが，政府の支出が減少するのではないかという危惧は小さくない。大

学に対する政府の支出が減少するという見通しについては，全学レベルで3分の2，部局

レベルで4分の3程度が「そう思う」あるいは「ややそう思う」と回答しており，運営交

付金など政府の支出を確保する必要があると考えているのは全学レベルでは100％，部局

レベルでは98．2％に達している。大学運営を進めるのに必要な財源のうち，どの程度を

政府が負担すべきかについ七はさまざまな考え方があり得ると思われるが，財政的な見通

しがはっきりしないことは，大学の運営によって制約要因となりかねない。大学が長期的

視野に立って計画や戦略を立ててそれらを実施していくために，政府は少なくとも計画や

目標，基準に基づいた財政支出のあり方や見通しを明示する必要があるのではないだろう

か。
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国
立
大
学
財
政
に
関
す
る
全
国
調
査

21
世
紀
型
行
政
シ
ス
テ
ム
下
に
お
け
る
法
人
型
大
学
財
務
の
開
発
研
究
拡
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

※
亘
己
入
上
の
注
意

■
　
こ
の
調
査
は
．
国
立
大
学
財
政
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
改
善
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
，
全
国
99
国
立
大

学
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
す
．

■
　
回
答
は
，
該
当
す
る
記
号
を
○
で
囲
む
か
指
示
さ
れ
た
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．
ま
た
．
す
べ
て
平
成
13
年

度
の
実
且
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

■
　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
．
4月
30
日
（
火
）
ま
で
に
ご
返
信
く
だ
さ
い
．

8　
回
害
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
必
要
で
す
の
で
，
ご
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

TE
L　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
　
　
　
　
）

＿
l
　
概
算
要
求
に
つ
い
て

Ql
　
貴
大
学
で
は
．
毎
年
度
「
新
規
概
算
要
求
の
発
案
・
立
案
を
ど
の
よ
う
に
開
始
し
ま
す
か
・
あ
て
は
ま
る
も
の

に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

め
全
学
的
な
紆
算
方
針
を
定
め
．
こ
れ
に
基
づ
い
て
各
部
局
か
ら
の
要
求
を
提
出
さ
せ
る

b）
各
部
局
か
ら
の
要
求
を
提
出
さ
せ
，
こ
れ
に
基
づ
い
て
全
学
的
に
審
議
す
る

C）
そ
の
他
（
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

Q2
　
ql
で
a）
と
お
答
え
に
な
っ
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
全
学
的
な
概
算
要
求
方
針
の
作
成
貢
任
を
有
し
て
い
る

の
は
と
の
‡
且
践
で
す
か
。
具
体
的
に
名
称
及
び
構
成
員
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

Q3
　
貴
大
学
に
は
教
育
・
研
究
・
管
理
運
営
に
関
す
る
包
括
的
な
中
・
長
期
計
画
が
あ
り
ま
す
か
・
あ
て
は
ま
る
も

の
に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
き
い
。

ま
た
，
a）
と
お
答
え
に
な
っ
た
方
は
そ
の
計
画
名
を
回
答
欄
に
記
入
し
（
例
C沿
大
学
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
・
資
料

が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

a）
あ
る
　
　
　
　
　
計
画
名
【

b）
今
は
な
い
が
，
現
在
策
定
中
で
あ
る

C）
今
は
な
い
が
，
今
後
策
定
の
予
定
が
あ
る

d）
策
定
の
予
定
は
な
い

ー
1
－

Q4
　
学
内
に
お
け
る
新
規
概
算
要
求
の
発
案
一
査
定
一
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
12
頁
の
記
入
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

10
頁
に
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

Q5
　
新
規
概
算
要
求
の
宇
内
で
の
調
整
・
決
定
に
，
次
の
棲
矧
は
ど
の
程
度
影
誓
力
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
影
響
力
を
有
す
る

機
関
が
あ
れ
ば
．
そ
の
他
の
欄
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

，
を
大

．
持
き

抒
や
1
1
と
を
あ
持
ま
持
影
た
容

つ
や
ス
．

．
つ
な

影
な
ら
た
り
な
力

．　
影

鬱
い
と
な
影
い
せ

i　
蓉

力
も
い
曹

全

力
を

力
く

a
）
本
部
事
務
局

l
2

3
ヰ

5

b
）
学
長
．
副
学
長
，
学
長
補
佐

l
2

3
4

3

C
）
評
議
会

l
2

3
4

5

d
）
部
局
長
会
議

1
2

3
4

5

e
）
運
営
開
会
城

1
2

3
1

5

r
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

）
1

2

Q6
　
貴
大
学
で
は
，
新
規
概
算
要
求
事
項
の
決
定
に
あ
た
っ
て
以
下
の
要
素
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
ま
す
か
．
あ

て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
重
視
す
る
要
素
が
あ
れ
ば
，

そ
の
他
の
欄
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

て
と
い
や
い
と
て
あ
い
皇

い
て
る
や
え
ち
い
ま
な
く

る
も
重
な
ら
な
り
い
重

重
視
い
と
い
重

現

祝
し
も
況
し

し
て

し
て

a
）
大
学
の
中
・
長
期
十
画
に
一
致
し
て
い
る

1
2

3
1
5

，b
）
大
学
内
で
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

l
2

3
ヰ
○

C
）
業
績
評
価
を
筒
た
し
て
い
る

l
2
3
1
°

d
）
文
部
科
学
省
・
審
養
会
の
大
学
政
策
に
沿
っ
て
い
る

l
2
3
4

〇

e
）
社
会
の
要
求
こ
沿
っ
て
い
る

1
サ
3

1
5

r
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

）
1
2

－
2
－



lI
　
予
算
配
分
に
つ
い
て

q7
　
学
内
に
お
け
る
予
算
の
配
分
方
針
作
成
か
ら
茄
拝
的
な
配
分
肌
夫
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
．
12
貢
の
記
入
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
．
ll
fi
に
具
体
的
に
ご
妃
入
く
だ
さ
い
．

q8
　
文
部
科
学
省
よ
り
示
迂
さ
れ
た
予
算
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
貴
大
学
に
お
け
る
各
部
局
へ
の
予
算
配
分
に

あ
た
っ
て
．
次
の
段
間
は
ど
の
程
度
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ

れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
影
誓
力
を
有
す
る
機
関
が
あ
れ
ば
．
そ
の
他
の
欄
に

具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
．

を
大
持
き
持
・9
P
ど
を
あ
持
ま

つ
や
え

つ
な
影
な
ら
た
り

影
響
い
と
な
影

啓
力
も
い
響

力
を

力

a
）
本
部
事
務
局

1
z

b
）
学
長
．
副
学
長
，
学
長
補
佐

1
2

C
）
評
議
会

1
2

d
）
評
議
会
に
附
属
す
る
予
算
委
員
会

l
2

e
）
部
局
長
会
含羞

l
2

1）
そ
の
他
（具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

）
題
2

Q9
　
貴
大
学
で
は
予
算
配
分
の
決
定
に
あ
た
っ
て
，
以
下
の
要
素
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
重
視
し
て
い
る
要
素
が
あ
れ
ば
．
そ

の
他
の
掬
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
．

て
と
い
や
い
と
て
あ
い
宝

．
い
て
る
や
え
ち
い
ま
な
く

i
る
も
立
な
ら
な
り
い
乱

盃
視
い
と
い
立
現

視
し
も
視
し

し
て

し
て

a
）
大
学
の
中
・
長
期
†
画
に
一
致
し
て
い
る

1
2

3
4

5

b
）
大
学
内
で
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

l
2

3
4

5

C
）
業
績
評
価
を
満
た
し
て
い
る

1
2

3
4

5

d
）
部
局
間
の
バ
ラ
ン
ス

l
2

3
4

5

e
）
前
年
度
の
予
算
執
行
状
況

l
2

3
4

5

f
）
文
部
科
学
省
・
審
義
会
の
政
策
に
沿
っ
て
い
る

l
2

3
4

5

g
）
社
会
の
要
求
に
沿
っ
て
い
る

1
2

3
4

5

h
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

）
1

2

ー
3
－

Q1
0　
全
学
共
通
経
費
の
控
除
の
対
象
解
っ
て
い
る
科
目
を
あ
げ
，
平
成
13
年
度
の
控
除
の
割
合
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
．
な
お
，
関
連
資
料
を
添
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
．
回
答
は
概
略
の
み
で
結
構
で
す
．

全
学
共
通
経
費
の
控
除
対
象
科
目

控
除
の
割
合

a）
赦
育
研
究
基
盤
校
費

0′ ノ°

b）
％

C）
％

d）
％

e）
％

r）
％

g
）

％

当
初
予
算
全
体
に
占
め
る

全
字
共
通
経
費
の
割
合 0
／
ノ
0

Ql
l 
Ql
Oで
お
答
え
に
な
っ
た
全
学
共
通
経
費
の
控
除
に
つ
い
て
は
，
ど
の
よ
う
な
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
か
．
あ

て
は
ま
る
も
の
に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
配
付
予
算
を
一
括
し
て
控
除
率
を
定
め
て
い
る

b）
科
目
ご
と
に
控
除
率
を
定
め
て
い
る

C）
毎
年
度
，
必
要
横
を
査
定
し
て
行
う

d）
定
番
頁
方
式
を
と
っ
て
い
る

e）
そ
の
他

Q1
2　
全
学
共
通
経
費
の
使
途
に
う
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
使
途
を
回
答
欄
の
a）
－
h）
の
よ
う
に
分
現
し
た
場
合
．

そ
の
構
成
比
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

全
学
共
通
経
史
の
使
途

捕
成
比

a
）
会
！手
芸
謡
言
霊
浩
霊
等
1
非
常
勤
教
職
員
給

％

b
）
芸
讐
禁
費
慧
昔
に
支
出
し
た
消
耗
品

％

C）
冨
㌘
光
畏
汽
綜
㌻
景
品
た
消
托

′°

d）
雲
？
禁
書
莞
芸
等
f学
生
軍
船
・
訳
外
活
動

％

e）
設
備
・
備
品
費
（教
育
研
究
用
）

％

0　
設
備
・
備
品
焚
（上
記
以
外
）

°′ ′0

g）
図
書
捕
入
費

％

h）
そ
の
他　
（　
　　
　　
　　
　　
　　

）
0′ ノb

計
10
0　
％



q1
3　
教
育
研
究
基
盤
校
焚
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
各
部
局
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
か
．
配
分
基
準
・
方

法
を
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．
な
お
．
関
連
封
斗
を
対
寸
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
．
回
答
は
概
略
の
み
で

結
構
で
す
．

Q1
4　
学
長
裁
五
経
矧
こ
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
平
成
13
年
度
当
初
予
算
に
占
め
る
割
合
を
．
差
し
支
え
な
い
範

囲
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
．
対
象
科
目
の
う
ち
．
（
目
）
校
焚
と
く
日
）
施
設
整
備
費
に
含
ま
れ
る
学
長

戴
五
経
費
に
つ
い
て
は
．
そ
の
使
途
と
構
成
比
を
回
答
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

学
長
裁
丘
経
費
（校
費
）の
使
途

構
成
比

a）
　
教
育
関
連
経
費

％

b
）
研
究
関
連
経
費

％

C
）
課
外
活
動
助
成
費

％

d）
広
報
事
業
経
費

％

対
象
科　
目

学
長
私
立
経
狩
が

占
め
る
割
合

e）
事
柄
改
善
経
費

％

a）
校
費

％
r）
病
院
運
営
改
善
経
費

％

b）
施
設
整
備
費

％
g）
営
繕
焚

％

C）
職
員
旅
焚

％
h
）
そ
の
他

％

d）
錆
謝
金

％
計

川
0
％

e）
％

り
％

学
長
鼓
罠
経
費
（施
設
整
備
焚
）
の
使
途

構
成
比

g
）

％
a）
教
育
関
連
経
費

％

h）
％

b）
研
究
関
連
経
費

％

C）
営
繕
費

％

d）
そ
の
他

％

計
10
0
％

ー
5
－

‖
　
執
行
・
決
算
に
つ
い
て

Q1
5　
予
算
の
効
率
的
・
目
的
的
な
執
行
の
た
め
に
何
か
特
別
な
仕
組
み
を
お
い
て
い
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の

に
す
べ
て
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
契
約
・
人
札
な
ど
の
本
部
集
中
化

b）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
電
子
事
務
化

C）
予
算
執
行
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
手
続
き
の
導
入

d）
’
備
品
等
の
共
同
購
入

e）
そ
の
他
（
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

Q1
6　
貴
大
学
で
は
．
各
部
局
で
の
使
途
別
決
算
状
況
を
全
学
的
に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
ひ

と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
把
握
し
て
い
る

b）
把
握
し
て
い
な
い

Ⅳ
　
大
学
財
政
を
め
ぐ
る
同
題
に
つ
い
て

Q1
7　
現
在
，
国
立
大
学
の
法
人
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
財
政
面
に
つ
い
て
責
学
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

a）
法
人
へ
の
移
行
に
備
え
て
検
討
組
織
を
設
置
し
て
い
る

b）
独
自
の
収
入
を
増
や
す
た
め
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る

C）
教
育
研
究
の
業
績
評
価
に
基
づ
い
た
予
算
配
分
を
実
施
し
て
い
る

d）
教
育
研
究
の
業
続
評
価
に
基
づ
い
た
予
算
配
分
を
検
討
し
て
い
る

e）
会
計
手
続
き
の
簡
素
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

り
業
績
評
価
に
基
づ
く
給
与
体
系
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

g）
目
標
・
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
銅
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

h）
そ
の
他
　
（
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

ー
6
－



Q1
8　
国
立
大
学
が
法
人
化
し
た
場
合
．
大
学
の
管
理
運
営
と
財
政
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
想
定
さ
れ

る
変
化
に
つ
い
て
は
．
そ
の
他
の
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

ー
7
－

Ql
g　
国
立
大
学
が
法
人
化
し
た
場
合
，
大
学
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
財
政
面
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

そ
や
い
と
そ
あ
そ

う
や
え
ち
う
ま
う

思
そ
な
ら
．巴
り
思

う
う
い
と
わ

．b

思
も
な

な
う

い
い

a
）
全
学
的
に
財
政
方
針
や
予
算
執
行
の
権
限
を
集
中
化
す
る
必
要
が
あ
る

1
2
3
1
5

b
）
部
局
に
財
政
方
針
や
予
算
執
行
の
権
限
を
分
権
化
す
る
必
要
が
あ
る

l
2
3
4
5

C
〉
財
政
や
経
理
の
専
門
家
を
大
学
運
営
に
加
え
る
必
要
が
あ
る

l
2
3
1
〇

d
）
大
学
外
部
者
に
よ
る
大
学
運
営
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

l
2
3
1
5

e
）
大
学
の
自
治
に
よ
る
大
学
運
営
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

1
2
3
4
5

1
）
運
営
費
交
付
金
な
ど
政
府
の
支
出
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

l
2
3
4
3

g
）
大
学
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
外
部
資
金
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

l
2
3
4
3

h
）
大
学
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
授
業
料
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る

l
2
3
4
5

i
）
予
算
執
行
手
続
き
な
ど
の
冊
素
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

l
2
3
4
5

j
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

）
1
2

Q2
0　
国
立
大
学
財
政
に
つ
い
て
自
由
に
ご
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

一
8
一



Q2
1最
後
に
．
責
学
の
財
政
規
模
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
な
お
，
学
生
数
及
び
敦
職
員
数
は
平
成
13
年
5

月
1日
現
在
の
故
を
．
ま
た
，
歳
入
歳
出
状
況
に
つ
い
て
は
平
成
13
年
度
分
を
記
入
し
．
決
算
書
が
あ
れ

ば
恭
付
し
て
く
だ
さ
い
。

大
学
名

学
部
在
踊
番
数

名
大
学
院
在
捕

者
放

名
明
夕亡
生
・1
1日
筍
叫

の
他
の
学
生
数

名

教
官
数

名
職
員
数

名

（う
ち
附
属
学
校
節
）

（　
　　
　　
　　

名
）
（う
ち
附
属
学
校
部
）

（　
　　
　　
　　
　　
　　

名
）

会
計
名

歳
入

金
板
（千
円
）

国 立 学 校 特 別 A フi 計

附
属
病
院
収
入

千
円

授
業
料
及
び
入
学
検
定
料

千
円

学
校
財
産
処
分
収
入

千
円

正
字
逆
説
等
研
究
収
入

千
円

雑
収
入

千
円

そ
の
他
科
学
研
究
費
補
助
金

千
円

合　
　　
　

計
千
円

会
計
名

歳
出

金
額
（千
円
）

国 立 学 校 特

国
立
学
校

千
円

大
学
附
属
病
院

千
円

研
究
所

千
円

別 ノゝ コ＝ 計

在
学
連
携
等
研
究
費

千
円

施
設
整
備
費

千
円

般 会 計

文
部
科
学
本
省

千
円

生
涯
学
習
振
興
費

千
円

学
校
教
育
振
興
費

千
円

体
育
振
興
費

千
円

そ
の
他

千
円

合　
　　
　　

計
千
円

外
部
資
金
の
内
訳

件
数

金
枝
（千
円
）

．－ ．ヌし
研
究

件
千
円

民
司
等
と
の
共
同
研
究

件
千
円

奨
学
寄
附
金
受
入
れ

件
千
円

合　
　　
　

計
千
円

ー
9
－

Q4
　
学
内
に
お
け
る
新
規
概
算
要
求
の
発
案
一
査
定
一
決
定
プ
ロ
セ
ス

時
期

部
局
等

事
務
局

学
内
会
姐
等

1
月
以
前

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

－
1
0
－



Q7
　
学
内
に
お
け
る
予
算
の
配
分
方
針
作
成
か
ら
最
終
的
な
配
分
額
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

時
期

部
局
等

事
務
局

宇
内
会
Il
等

前
年
度

10
月
以

前 1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

1
月

8
月

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

－
1
1
－

ー
1
2
－



国
立
大
学
財
政
に
関
す
る
全
国
調
査

21
世
紀
型
行
政
シ
ス
テ
ム
下
に
お
け
る
法
人
型
大
学
財
務
の
開
発
研
究
拡
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

※
記
入
上
の
注
意

車
　
こ
の
調
査
は
．
国
立
大
学
財
政
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
改
善
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
，
全
国
99
国
立

大
学
の
部
局
に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
．

1
傘
お
．
質
問
用
紙
の
聯
局
」
に
は
・
単
軌
学
風
研
究
札
研
究
酎
研
究
院
・
苧
環
な
乱
大
学
附
旦

囲
軍
師
牽
含
み
ま
す
・
ま
た
・
「
捕
座
等
」
に
は
・
抹
程
・
酎
1な
ど
部
局
内
の
基
本
的
教
官
組
織
を
含
み
ま
す
・

■
回
害
は
．
該
当
す
る
記
号
を
○
で
囲
む
か
指
示
さ
れ
た
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
・
ま
た
・
す
べ
て
平
成
13
年

度
の
実
績
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

■
　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
．
4月
30
日
（
火
）
ま
で
に
ご
返
信
く
だ
さ
い
．

■
　
回
答
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
必
要
で
す
の
で
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
・

TE
L

（内
J

l
　
概
算
要
求
に
つ
い
て

ql
　
貴
部
局
で
は
．
毎
年
度
．
新
規
搾
芳
要
求
の
発
案
・
立
案
を
ど
の
よ
う
に
開
始
し
ま
す
か
・
あ
て
は
ま
る
も
の

に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
那
局
全
体
の
要
求
方
針
を
定
め
，
こ
れ
に
基
づ
い
て
講
座
等
か
ら
要
求
を
提
出
さ
せ
る

b）
講
座
等
か
ら
要
求
を
提
出
さ
せ
．
こ
れ
に
基
づ
い
て
部
局
全
体
で
査
定
・
審
議
す
る

C）
そ
の
他
（
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

－
1
－

Q2
　
ql
で
a）
と
お
貰
え
に
な
っ
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
．
即
局
全
体
の
概
算
方
汁
の
作
成
責
任
を
有
し
て
い
る
の

は
と
の
組
撞
で
す
か
。
名
称
及
び
構
成
員
を
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

Q3
　
責
部
局
に
は
教
育
・
研
究
・
管
理
運
営
に
関
す
る
劉
吉
的
な
中
・
長
期
計
画
が
あ
り
ま
す
れ
あ
て
は
ま
る
も

の
に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

ま
た
．
a）
と
お
答
え
に
な
っ
た
方
は
そ
の
計
画
名
を
回
答
欄
に
記
入
し
（
例
CO
学
部
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
．
資

料
が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く
だ
さ
い
．

a）
あ
る
　
　
　
　
　
計
画
名
【

b）
今
は
な
い
が
．
現
在
策
定
中
で
あ
る

C）
今
は
な
い
が
，
今
後
策
定
の
予
定
が
あ
る

d）
策
定
の
予
定
は
な
い

Q4
　
新
規
概
算
要
求
の
郡
局
内
で
の
調
整
・
決
定
に
，
次
の
機
関
は
ど
の
程
度
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
患
わ
れ
ま

す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
影
響
力
を
有
す

る
機
関
が
あ
れ
ば
．
そ
の
他
の
渦
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

を
大
持
き
持
や

つ
や

い
と
え
ち

を
あ

持
ま

持
影

た
督

つ
な

影
な
ら
た
り
な
力

い
な

い
薦
・

l
響

力
も
い
曹
J3
．

力
モ

力
く

a
）
部
局
長

1
Z

3
1

5

b
）
教
授
会

l
2

3
1

5

C
）
学
科
長
・
袴
座
主
任
会
義
等

1
2

3
4

5

d
）
予
算
委
員
会

l
2

3
4
3

e
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

）
l

2

＿
　
ワ
　
＿
－
・



Q5
　
真
部
局
で
は
，
新
規
概
算
要
求
事
項
の
決
定
に
あ
た
っ
て
以
下
の
要
素
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
ま
す
か
．
あ

て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
重
視
す
る
要
素
が
あ
れ
ば
．

そ
の
他
の
渦
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

て
と
い
や
い
と
て
あ
い
全

い
て
る
や
え
ち
い
ま
な
く

る
も
量
な
ら
な
り
い
査

凰
視
い
と
い
重

視
視

し
も
視

し
し
て

し
て

a
）
大
学
の
中
・
長
期
計
画
に
一
致
し
て
い
る

l
2

3
4

5

b
）
部
局
の
中
・
長
期
計
画
に
一
致
し
て
い
る

1
2

3
4

5

C
）
大
学
内
で
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

1
Z

3
4

5

d
）
部
局
内
で
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

I
2

3
4

5

e
）
業
績
評
価
を
満
た
し
て
い
る

I
2

3
4

5

り
文
部
科
学
省
・
審
議
会
の
大
学
政
策
に
沿
っ
て
い
る

1
2

3
4

5

g
）
社
会
の
要
求
に
沿
っ
て
い
る

l
．
Z

3
4

5

h
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

）
l

2

II
　
予
算
配
分
に
つ
い
て

Q6
　
部
局
に
配
分
さ
れ
た
予
算
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
真
部
局
に
お
け
る
予
算
配
分
の
原
案
を
作
成
す
る
の

は
ど
の
組
拭
で
す
か
．
ま
た
，
最
終
決
定
は
ど
の
‡
且
織
が
行
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
絶
頂
名
及
び
構
成
員
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
．

組
織
名

構
成
員

配
分
原
案
作
成
組
織

配
分
決
定
組
織

ー
3
－

Q7
　
責
部
局
で
は
予
算
配
分
の
決
定
に
あ
た
っ
て
．
以
下
の
要
素
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る

も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
こ
れ
以
外
に
重
視
し
て
い
る
要
素
が
あ
れ
は
　
そ

の
他
の
欄
に
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
．

て
と

．
い
て

い
や

る
や

い
と

え
ち
て
あ

い
ま

し
ま

て
つ

る
も

重
な
ら
な
り
い
た

重
視
い
と
い
立
な
く

視
し
も

視
い
重

し
て

し
視

a
）
部
局
の
中
・
長
期
†
画
に
一
致
し
て
い
る

l
2

3
1

5

b
）
部
局
内
で
の
必
要
性
を
満
た
し
て
い
る

I
2

3
4

5

C
）
業
績
評
価
を
満
た
し
て
い
る

1
Z

ユ
4

5

d
）
講
座
・
教
官
間
の
バ
ラ
ン
ス

l
2

3
4

5

e
）
前
年
度
の
予
算
執
行
状
況

1
2

3
4

5

り
文
部
科
学
省
・
審
最
会
の
政
策
に
沿
っ
て
い
る

1
2

3
1

5

g
）
社
会
の
要
求
に
沿
っ
て
い
る

1
2

3
4

5

h
）
そ
の
他
（
具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

）
l

2

Q8
　
部
局
共
通
経
費
の
控
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
科
目
を
あ
げ
．
平
成
13
年
度
の
控
除
の
割
合
を
ご
記
入
く
だ

・
さ
い
。
な
お
，
関
連
資
料
を
蕎
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
．
回
害
は
亀
崎
の
み
で
結
構
で
す
．

部
局
共
通
経
費
の
控
除
対
象
科
目

控
除
の
割
合

a
）
教
育
研
究
基
盤
校
費

％

b
）

0′ ′
0

C
）

％

d
）

％

e
）

q
′
ノ0

l
）

0ノ ノ0

g
）

0ノ ′
°

h
）

0
′
ノ
D

ー
4
－



Q9
　
q8
で
お
答
え
に
な
っ
た
部
局
共
退
任
劇
の
控
除
に
つ
い
て
は
，
ど
の
よ
う
な
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
か
。
あ
て

は
ま
る
も
の
に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
配
付
予
算
を
一
括
し
て
控
除
率
を
定
め
て
い
る

b）
科
日
ご
と
に
控
除
率
を
定
め
て
い
る

C）
毎
年
度
．
必
要
槌
を
査
定
し
て
行
う

d）
定
額
方
式
を
と
っ
て
い
る

e）
そ
の
他
　
（

Ql
O　
部
局
共
通
経
費
の
使
途
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
使
途
を
回
答
欄
の
aト
h）
の
よ
う
に
分
類
し
た
場
合
・

そ
の
構
成
比
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

ー
5
－

ql
l　
貴
部
局
で
は
．
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
予
算
を
各
講
座
等
に
配
分
し
て
い
ま
す
か
。
配
分
基
準
・
方

法
・
予
算
科
目
・
配
分
結
果
を
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．
な
お
，
配
分
基
準
及
び
平
成
13
年
度
配
分
予

算
資
料
（
教
授
会
等
で
配
布
）
を
添
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
．
回
答
は
結
構
で
す
。
添
付
し
て
い
た
だ
い
た
資

料
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
慎
重
を
期
し
ま
す
。

Q1
2　
部
局
長
留
保
分
の
経
費
の
有
無
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
．

ま
た
，
a）
と
お
答
え
に
な
っ
た
方
は
留
保
の
目
的
を
記
入
し
．
そ
の
対
象
I斗
目
と
割
合
．
郡
局
当
初
予
算

全
体
に
占
め
る
割
合
を
回
答
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

a）
部
局
長
冒
保
分
の
経
費
が
あ
る
　
　
日
的
（

b）
部
局
長
留
保
分
の
経
菅
は
な
い

a）
と
お
答
え
に
な
っ
た
方
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

対
象
科　
目

酢
局
長
留
保
社
費

が
占
め
る
割
合

a
）
校
費

％

b
）
施
設
整
備
費

％

C
）
職
員
旅
費

％

d
）
錆
謝
金

％

e
）

％

り
％

g）
％

h）
％

ー
6
－

部
局
当
初
予
算
に
占
め
る
餌

局
長
留
保
経
費
の
割
合

％



11
1執
行
・
決
算
に
つ
い
て

q1
3　
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
予
算
の
配
分
後
，
効
率
的
・
目
的
的
な
執
行
の
た
め
に
何
か
特
別

な
仕
組
み
を
お
い
て
い
ま
す
か
．
あ
れ
ば
そ
の
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

Q1
4　
決
算
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
貴
部
局
で
は
使
途
別
の
決
算
を
行
っ
て
い
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に

ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

a）
使
途
別
の
決
算
を
行
っ
て
い
る

b）
使
途
別
の
決
算
は
行
っ
て
い
な
い

Ⅳ
　
大
学
財
政
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

Q1
5　
現
在
．
国
立
大
学
の
法
人
へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
．
財
政
面
に
つ
い
て
責
部
局
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

a）
法
人
へ
の
移
行
に
備
え
て
検
討
組
接
を
設
置
し
て
い
る

b）
独
自
の
収
入
を
増
や
す
た
め
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る

C）
教
育
研
究
の
業
績
評
価
に
基
づ
い
た
予
算
配
分
を
実
施
し
て
い
る

d）
教
育
研
究
の
業
績
評
価
に
基
づ
い
た
予
算
配
分
を
検
討
し
て
い
る

e）
目
標
・
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
用
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

f）
そ
の
他
（
具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

ー
7
－

Q1
6　
国
立
大
学
が
法
人
化
し
た
場
合
，
大
学
の
管
理
運
営
と
財
政
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
か
．
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
．
こ
れ
以
外
に
想
定
さ

れ
る
変
化
に
つ
い
て
は
，
そ
の
他
の
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ー
8
－



q1
7国
立
大
学
が
法
人
化
し
た
場
合
．
大
学
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
財
政
面
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．

そ
や
い
と
そ
あ
そ

う
や
え
ち
う
ま
う

思
そ
．
思
り
忠

う
う
い
と
わ

わ
思

も
．

な

う
い

い

I
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

】
2
3
4
5

I
2
3
4
5

1
2
3
4
5

l
2
3
4
5

1
2
3
4
5

l
2

a）
全
学
的
に
財
政
方
針
や
予
算
執
行
の
権
限
を
集
中
化
す
る
必
要
が
あ
る

b）
部
局
に
財
政
方
針
や
予
算
執
行
の
権
限
を
分
権
化
す
る
必
要
が
あ
る

「 lc
）
財
政
や
経
理
の
専
門
家
を
大
学
運
営
に
加
え
る
必
要
が
あ
る

ld
）
大
学
外
部
者
に
よ
る
大
学
運
営
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

e）
大
学
の
自
治
に
よ
る
大
学
運
営
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

r）
運
営
費
交
付
金
な
ど
政
府
の
支
出
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

g
）
大
学
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
外
部
資
金
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

h）
大
学
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
授
業
料
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る

i）
予
算
執
行
手
続
き
な
ど
の
簡
素
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

j）
そ
の
他
（具
体
的
に　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

）

Q1
8　
国
立
大
学
財
政
に
つ
い
て
自
由
に
ご
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

－
9
－

Ql
g最
後
に
．
貴
部
局
の
財
政
規
模
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
．
責
部
局
の
該
当
閥
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い
．
な

お
，
学
生
数
及
び
敢
職
員
数
は
平
成
13
年
5月
1日
現
在
の
；
文
を
，
ま
た
．
歳
入
歳
出
状
況
に
つ
い
て
は
平

成
13
年
度
分
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
．

大
学
名

郡
局
名

学
部
在
籍
者
数

名
大
学
院
在
籍
者

数
名
研
穴
生
・
れ
日
等
廟

鱈
生
・
筍
攻
1ト
そ

の
他
の
芋
生
敷

名

教
官
数

名
職
員
数

名

（う
ち
醐
属
字
鞍
部
）

（　
　　
　　
　　

名
）
（う
ち
附
属
学
校
部
）

（　
　　
　　
　　
　

名
）

会
計
名

歳
入

金
領
（千
円
）

国 立 学 校 特 別 ノゝ 1i 計

附
属
病
院
収
入

千
円

授
業
料
及
び
入
学
検
定
料

千
円

学
校
財
産
処
分
収
入

千
円

産
学
連
携
等
研
究
収
入

千
円

雑
収
入

千
円

そ
の
他
科
学
研
究
費
補
助
金

千
円

合　
　　
　

計
千
円

会
計
名

歳
出

金
額
（千
円
）

国 j⊥ 学 校 特 別 ノゝ 1i 計

国
立
学
校

千
円

大
学
附
属
病
院

千
円

研
究
所

千
円

産
学
連
携
等
研
究
費

千
円

施
設
整
備
費

千
円

文
部
科
学
本
省

千
円

生
涯
学
習
振
興
費

千
円

股 ．血
．
丁て 計

学
校
教
育
振
興
費

千
円

体
育
振
興
費

千
円

そ
の
他

千
円

合　
　　
　　

計
千
円

外
部
資
金
の
内
訳

件
数
金
額
（千
円
）

受
託
研
究

件
千
円

民
間
等
と
の
共
同
研
究

件
千
円

奨
学
寄
附
金
受
入
れ

件
千
円

合　
　　
　

計
千
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー
1
0
－



クロス集計表



全学集計表（％）

質問・回答　　　　　総合大学3　総合大学b　複合大学a　複合大学b　単科大学a　単科大学b　大学院大学　合計

6．3％　　　　　　　　　4．5％

81．3％　　　50．0％　　　82．1％

12．5％　　　50．0％　　13．4，i

lOO．0％　100．0％　　100．0％

12．5％　　　50．0％　　　26．9，i

25．0％　　　　　　　　　26．9％

62．5，i　　　50．0％　　　44月％

1．5％

5．6％　　14．3％

83．3％　　　88．9％　　　71．4％

16．7％　　　5．6％　　14．3％

100．0％　　100．0％　　100．0％

・長舶十画がありますか
41．7，i　　　27．8，i

16．7，i　　　27．8％　　　42．9％

41．7，i　　　44．4％　　　42．9％

14．3％

各部局からの要求
その他

鎧大事両面
ある
現在策定中
今後策定の予定
策定の予定なし
合計

80．0％　　　85．7％

20．0％　　14．3％

100．0％　　100．0％

・研・管理口引こロ　る　ロ的な
60．0％　　　28．6，i

20．0，i　　　42．9，i

20．0％　　　28．6％

100．0％　　100．0％

に．次の求の学内での

100．0，i lOO．0％　100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

れますか（していると思
18．2％

81．3％　　　50．0％　　　48．5％

12．5％　　　50．0％　　　28．8％

6．3％　　　　　　　　　　3．0％

1．5，i

lOO．0，i lOO．0％　　100．0％

大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計

14．3，‘　　25，0％

60．0，i　　　42．9，i　　　41．7，‘

20．0％　　　42．9％　　　33．3％

20．0，i

lOO．0％　　100．0，i lOO．0％

33．3，i　　　33．3，i

27．8％　　　33．3，i

33．3％　　　33．3％

5．6％

100．0％　　100．0％

れますかしていると思整・決定に
87．5，i lOO．0％　　　93．9，i

6．3％　　　　　　　　　4．5％

6．3％　　　　　　　　　1．5，i

lOO．0，i lOO．0，i lOO．0％

）れま　か評議会）
54．5％　　　　　　　　　49．2％

36．4％　100．0％　　　34．49i

11．5，i

9．日i　　　　　　　　　3．3％

1．6％

100．0％　100．0％　　100．0％

）れま　か（郎局　会号ロ）
28．6，i　　　　　　　　24．0％

42．9，i lOO．0，i　　　38．0％

14．3％　　　　　　　　　28．0％

14．3％　　　　　　　　10．0％

100．0，‘　100．0％　100，0％

大きな影響力を
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

監新規桝要求の学内示の
大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計
Q5d新規概算要求の学内での
大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計

100．0％　　　85．7％

14．3，i

100．0％　　100．0％

・決定に．次の機傑
100．0％　　　28．6，i

28．6，i

28．6％

14．3％

100．0％　　100．0％

・決定に，次の機傑
40．0％　　　28．6％

60．0％　　14調
42．9％

14．3㌔

100，0％　　100．胱

100．0％　　　94．4，i lOO．0％

5．6，i

100．0％

していると思
16．7，i

50．0，i

16・7％

16．7，i

lOO．0％

していると思

100．0％

100．0％　　100．0％

はどの程度影響力を；
50．0％　　　55．梢

33．3，i　　　33．3％

16．7％　　11．1％

100．0％　　100．0％

はどの程度影響力を：
25．0％　　17．6％

25．0％　　　41．2％

41．7％　　　29．4％

8．3，i　　11．8％

100．0％　100．蛸　100．0％

れますか（運営していると思整・決定に．次の
7．9％

34．9％

31．7％

19．0％

6．3％

100．0％

8．3，i l1．8，i　　　20．0％

33．3％　　　35．3，i　　　20．0，i

50．0％　　17．6％　　　40．0％

29．4％

8．3，i　　　5．9％　　　20．0％

100．0％　100．0，‘　100．0％

暗どの程度影響力を有していると思
100．0％　　　　　　　　33．3％

100．0％　　　66．7％

20．0，i

60．0，i

71．4％

20．0％　　14．3％

14．3，i

100．0，i lOO．0％

に．次の梯
50．0％

100．0％　　　50．0％

100．0，‘　100．0％ 100．0，i lOO．0％　100．0％

40．0，i lOO．0，i

26．7，i

33．3％

100．0，i lOO．0％

l　ま　か　の）
83．3％　　　57．日i

16．7，i　　　42．9％

100．0％　100．0％

画と一致）

大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

思　　索の学内での
大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
計

たって以下の求 していま
63．6，i．　60．0％　　16．7％

18．2，i　　　33．3，i　　　83．3％

13．2％　　　6．7％

遥萱草視豊糧〒堪転
75．0％　　72．2，i　　66．禍

25．0，i　　27．8％　　33．3％

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない

欝醐概寅吏衰室
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない
合計

100．0％　　　66．7％

33．3％

100．0，i lOO．0％

の’ロ　に　たって以下のロ票
80．09i　　　85．7，i

20．0，i　　14．3％

33．3，i lOO．0％

33．3％

33．3％

100．0％　100．0％　100．0％

要）
75．0％　　　50．0％　　　74．2，i

25．0％　　　50．0％　　　25．8％

100．0，i lOO．0，i 100．0，‘　100．0％　100．0％
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質問・回答　　　　　　総合大字a　総合大字b　複合大字a　檀合大学b　線輪大字■・単科大字b　大学院大字　　合計

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない

60．0，G　　16．7％　　　33．3％　　　35．3，i　　　33．3％　　　6．3％　　　50．0％　　　28」％

20．0％　　　66．7％　　　41．7％　　　52．9，i　　16．7％　　　50．01i　　　50．0％　　　45．3％

20．0，‘　16．7％　　16．7，i ll．鍋　　　50．0％　　　37．5，i　　　　　　　　　23．4％

8．3，‘　　　　　　　　　　　　　　6．3，i　　　　　　　　　3．日i

重視していない

助班紆拙軸懇下薫話どよ買瑚懇す藁綿茄嘩慧）1芸
やや重視している　　　　　　　　　20．0％　　42．9％　　33．3％　　22．2％　　33．3，i　　43．8％　　　　　　　31．8％

どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．梢　　は8％　　　　　　　　6．1％
あまり重視していない
重視していない

転配票慧蜘決定にあく憲下薫話どよ買瑚憑す憩の環：：：：：1：：：
やや重視している　　　　　　　　　　　　　　42．9％　　41．7％　　2乞2，i　　66．7，i　　50．0％　　　　　　　36．4％
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．3，i l．5，i
あまり重視していない
重視していない

翫筋課脚御調‰1憲裡よ掛薫、る愚ま帯坤J踪1：：：
やや影響力を持つ
どちらともいえない　　　　　　　　　50．0％　　71．4，i
あまり影響力を持たない　　　　　　25．0％
影響力を持たない　　　　　　　　25．0％
合計　　　　　　　　　　　　　　100．0％　100．0％

簑㍑㌫謁野分にあたって▼次雪豊はど？盟
やや影響力を持つ　　　　　　　　25．0％　14．3％
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　14．3，i
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計　　　　　　　　　　　　　　100．0％　100．0％
08C各部局への予算配分にあたって．次の機関はどの程度
大きな影響力を持つ　　　　　　　　75．0％　　42．9％
やや影響力を持つ　　　　　　　　25．0％　　42．9％

56．3％　　　50．0％　　16．7％　　　60．0％　　　50．0％　　　422％

27．8，i　　　33．3％　　　33．3％　　　50．0％　　　31．3，i

5．6，i　　　　　　　　　　6．7，i　　　　　　　　　　4．7，i

16，7％　　　5．6，i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．3％

100．0％　100．0％　100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

力を有していると思われますか（学長・副学長・学長補佐）
66．7％　　　55．6％　　　50．0％　　　66．7，i　　　50．0％　　　62．5％

25．0％　　　38．9％　　　33．3，‘　　20．0％　　　50．0％　　　28．日i

8．3％　　　5．6％　　　　　　　　13．3％　　　　　　　　　7．即5

16．7％　　　　　　　　　　　　　　　1．6％

100．0％　100．0％‘100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

力を有していると思われますか（評議会）
66．7％　　　61．1％　　　50．0％　　　60．0％　　　50．0％　　　59．3％

25．0％　　　27．8％　　　33．3，‘　　30．0％　　　　　　　　28．8％

どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　14．3％　　　8．3％　　　5．6，i　　16．7，i lO．0，i　　50．0％　　10．2％
あまり影響力を持たない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．6，i　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7％
影響力を持たない
合計　　　　　　　　　　　　　　100．0％　100．0％　100．0％　100・0％　100・0％　100・0％　100・胱　100・0％

貰墓悪霊㌫謁野分にあた・つて▼次の脚はど？盟柑禁計てい鑑冒叫霊盈（開票㌘干1忌禁）85．4、75．0％　　　87．5％　　　90．9％　100．0％　　　90．9％　100．0，i　　　85．4％

やや影響力を持つ　　　　　　100．0％　　　　　12．5％　　9．1％　　　　　　　9・1％　　　　　12・2％
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない　　　　　　25．0％　　　　　　　　　　　　　2．4％

愚躍配示細って顎≡鯛1懇程聾を罵、る詣乳ま薫菜局品1ニ：：50．0％　　14．3，i　　　33．3％　　17．6，i　　　　　　　　14．3％　　　　　　　　22．4％

やや影響力を持つ　　　　　　　　50．0％　　28．6％　　25．0％　　41．2％　　　　　　　42．9，i　　　　　　　34．7％
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　28．6％　16．撒　　29．4％　100．0，i　14．3％　100．0％　　24．5％
あまり影響力を持たなし1　　　　　　　　　　　16．7％　　5朋　　　　　　28．6％　　　　　10．2％
影響力を持たない　　　　　　　　　　　　　28．6％　　　8．3％　　　5．9％　　　　　　　　　　　　　　　　　8．2％

一畳配票慧綱たってl以茂市を懇度茄いま懇印愚と－嬰：：：：：1：：：
やや重視している　　　　　　　　　33．3，i　　33．3％　　50．0％　　46．7，i　　33．3％　　23．6％　　　　　　　38．2％

どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．0％　　33．3％　　33．3％　　35．7％　　　　　　　27．3％
あまり重視していない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．7％　　　　　　　　7．1％　　　　　　　3．6％
全く重視していない　　　　33．3％　　　　　　　　　　　　　　　1．8％

鼠監糟粕たって・以蔓蓋耗懇度茄いま懲内還）1：：：1：：：1芸等
やや重視している　　　　　　　　50．0％　14．3％　　58．3％　　50．0％　16．7％　　26．7％　　50・胱　　39・1％
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．3％　　　5．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　3．1％
あまり重視していない

全く重視していない
合計 100．0％　100．0％　100．0％　100．0，i lOO．0％　100．0％　100．0％　100．0％
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質問個答　　　　　総合大字3，総合大字b　複合大字3　複合大学b　単科大学■・単科大学b　大学院大字　合計

50．0％　　　27．4，i

50．0％　　　38．7，‘

29．0％

3．2％

1．6，i

lOO．0％　　100．0％

局

16．7％23，5％50．0％33．3％

66．7，i16．7，i52．9％33．3％33．3，i
33．3％58．3％23，5％16．7，i26．7，‘
8．3％6．7％

100．0％100．0，6100．0％100，0，ilOO．0％
1L一＿1＿．一l＿＿‥11tJ－L＿一・1〃14．－．－1．．．－＿－ししていま重度

50．0％

25．0％

25．0％

100．0％

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない
合計

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない
合計

14．3％　　　　　　　　16．7％　　　20．0，i

42．9％　　　58．3％　　　50．0％　　　80．0％

75．0％　　　28．6％

25．0％　　14．3％

100．0％　　100．0％

33．3％　　　27．8％

8．3％　　　　5．6％

100，0％　100．0％　100．0％

度していま

14．3％　　　50．0％　　12．9，i

51．6，i

50．0，i　　　27．4％

4．8％

3．2，i

lOO．0％　　100．0％

64．3％

14．3％

7．1％

100．0％

配分の決
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

25．0％　　　57．用

75．0％　　14．3％

14．3，i

14．3％

100．0％　　100．0％

16．7％　　　33．3％

41．7％　　　44．4％　　　66．7％

58．3％　　　27．8％

11．1％

100．0％　100．0，i lOO．0％

66．7％

13．3％

20．0％

7．8％

50．0％　　　51．6％

50．0％　　　29．7％

6．3％

4．7％

100．0％　　100．0％　　100．0％

していま
26．7％　　　50．0％　　　31．3，i

40．0，i　　　　　　　　　43．8％

26．7，i　　　50．0％　　　20．3，‘

6．7％　　　　　　　　　　3．日i

1．6％

100．0％　　100．0％　　100．0％

33．3％　　　38．9％　　　33．3％

41．7，i　　　55．6％　　　33．3％

25．09i　　　5．6％　　　33．3％

100．0％　100．0％　100．0％

していま

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない
合計

25．0％　　14．3％

50．0，i　　　42．9％

28．6％

14．3％

25．0，i

100．0，i

の決定に
100．0％

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない
合計

25．0，i

25．0％

25．0％

25．0％

100．0，i

28．6％

28．6％

28．6％

14．3％

100．0％

目をあげ

25．0％　　　23．5％

25．0，i　　　64．7，i

50．0％　　11．8，‘

100．0％　　100．0％

13．3％　　　50．0％　　　23．8，i

50．0％　　　47．6，i

23．8％

3．2％

1．6％

100．0％　　100．0％

66．7％

20．0，i

100．0％

いく教育となっている
37．鍋
19．0，i

lOO．0％　　　43．1，i

lOO．0％　　100．0，i

14．3，i

7．日i

73．6％

100．0％

100．0％

100．0％

16．7％

、33．3％

50．0％

100．0％　　　60．0％

40．0％

66．7％　　　35．3％

16．7％　　　35．3％

16．7％　　　29．4％

100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

56．5％

24．2％

100．0％　　19．4％

40．0％

13．3％

46．7％

20％未満
20％以上40％未満
40％以上
合計

温初予算全体に占める全学共票盟の闘志．。、583、一頂雨10，‘未満　　　　　　　　　　　　100．0％　　83．3％

10，‘以上40％未満　　　　　　　　　　　　　16．7％　　33．3％　　35・3％

40％以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．3％
100．0％　　100．0％100．0％　　100．0％

．一‾二＿　．．＿　一　一－＿．1

100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

定めていま
10」2％

50．0％　　　7．1％　　　　　　　　15．3％

50．0％　　　78．6％　100．0％　　　62．7％

1．7％

14．3％　　　　　　　　10．2％

坤0．鍋　1∞・鍋　1∞・鍋　1∞・肌

25．0％　　15．4，i　　　　　　　　26．9％

50．0％　　　38．5，i lOO．0％　　57．7％

25．0％　　　46．2％　　　　　　　15．4％

1∞．肌　1∞・胱　100・肌　t∞・肌

75．0％　　　36．4，i lOO．0％　　‾59J2％

25．0％　　63．6，i　　　　　　　‾40．8％

16．7％　　　36．4％　　　5．9％

33．3％　　　9．1％　　　5．9％

33．3％　　　36．4％　　　76．5％

5．9，i

16．7，i　　18．2，i　　　5．9％

100．0％　100．0％　100．0％

25．0％　　　44．4％　　12．5％

75．0％　　　55．6％　　　81．3％

6．3％

100．0％　100．0％　100．0％
■ゝ　　　　　　‾

⊆】

80．0％　　　62．5％　　　52．9％

20．0％　　　37．5％　　　47．日i

科目ごとに控除率を規定
毎年度必要額を査定

25．0，i

75．0，i

定薗方式
その他

詰1　こめ学長裁量桂品冒
5％未満　　　　　　　　　　　　　80．0％
5％以上10％未満　　　　　　　　　20．0％
10％以上

会誌誌蜘如占める単螺琵
50％以上

100．0％　　100．0％ 100．0，i lOO．0％ 100．0，i lOO．0％ 100．0％　　100．0％

014－1－c

4％未満
4％以上

100．0，i lOO．0％　　　80．0％

20．0，i

lOO．0％　100．0％　100．0％

75．0，i

25．0％　100．0％

100．0％　　100．0％

50．0％　　　　　　　　　67．9，i

50．0％　100．0％　　　32．1％

100．0％　100．0％　100．0％

割Q14－トd

5％未満
5％以上10％未満
10％以上
合計

20．0％　　20．0％　　56．3％

60．0％　　　40．0％　　　37．5％

20．0％　　40．0％　　　6．3％　100．0％

100．0％　100．0％　100．0％　100．0％

－69－

61．5％　　　　　　　　　37．0％

38．5％　100．0％　　　42．6％

20．4％

100．0％　100．0％　100．0％



質問・回答　　　　　　総合大字a　総合大字b　複合大字a　複合大字b．単科大孝心・単科大字b　大学院大学　　合計

14．5％

85．5，i

lOO．0％．

60．99i

39．1％

100．0％

58．0％

42．0％

100．0，i

42．0％

58．0％

42．9％　　　29．4，i

lOO．0％　100．0％　　　57．1％　　　70．6，i l∞．0，i

lOO．0％　100．0％　100．0％　100．0，i lOO．0，；

組みをおいていますか（電子事務化）
75．0％　　　50．0％　　　85．7％　　　64．7％　　　50．0％

25．0，i　　50．0％　　14．3，i　　35．3，i　　50．0％

100．0，6　100．0％　100．0％　　100．0％　100．0，i

み　おいていま　かチェック　　き　入
83．3％　　　55．6％　　　23．6，i　　　64．7，i　　　50．0，i

16．7％　　　44．4％　　　71．4，i　　　35．3，i　　　50．0％

100．0，‘　100．0，i lOO．0％　100．0，i lOO．0％

日み　おいていま　か　ロロロ共同　口入
25．0％　　　22．2，i　　　71．4，i　　　70．6，‘　　50．0，i

75．0％　　　77．8％　　　28．6，i　　　29．4％　　　50．0％

行っている
行っていない

箆重夏蚕
行っている
行っていない

箆重臣
行っている
行っていない

箆亘夏蚕
行っている
行っていない

25．0％

100．0％　　　75．0％

100．0％　　100．0％

的な牧石のためにロか　lな
40．0％　　　50．0％

60．0％　　　50．0％

100．m　　100．0％

的な執行のために何か特別な
60．0％　　　37．5％

40．0％　　　62．5％

100．0％　　100．0％

的な執行のために何か特別な
20，0％　　　37．5％

80．0％　　　62．5％

詭甥の醐柵況を全懇把藁ます罵：1：：：：：：：1：：：：：：：1芸芸
把握していない　　　　　　　　　　75．0％　　71．4％　　58．3％　　35．3％　　　　　　　26．7％　　　　　　　39・7％

合計　　‘　　　　　　　　　100・0％　100・0％　100・肌　100・0％　100・0％　100・0％　100・0％　100・0％

全学調査集計表（度数）

質問・回答　　　　　　総合大学a．総合大学b　＝性合大学a　複合大学b　単科大学a」単科大学b　大学院大学　合計

3

55

9

67

18

18

30

1

67

1　　　　1

5　　　　13

1　　　　　2

7　　　　16

1

10　　　　16

2　　　　1

12　　　　18

書画力　しま　か
5　　　　　5

2　　　　　5

5　　　　　8

4　　　　　6

1　　　　1

5　　　　　　7

こ関する包括的な
3　　　　　2

1　　　　　3

1　　　　　2

針

各部局からの要求
その他

訂貴大学には教育．研酪管理運
ある
現在策定中
今後策定の予定
策定の予定なし

16　　　　　2

度 していると

大 力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない 1

5　　　　　7　　　　12　　　　18

13　　　　　1

2　　　　　1

1

12

32

19

2

1

66

造詣冒芸芸昌君での掴’決批次の雪肌どの積㌘脚力を訂ていると誓れ甲か（
やや影響力を持つ　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

62

3

1

鞄際宇内での腑決尋次の車どの革脚蓉路、車軸骨相車一昔
やや影響力を持つ　　　　　　　　　　　　　　2　　　　4　　　　6　　　　3　　　　4　　　　2　　　21
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2　　　　2　　　1　　　　　　　　　　　　7
あまり影響力を持たない　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　2
影誓力を持たない　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1

馳宇内での鵬・細…▼次の車どの尊影尊卑函壷っ牽く印華環
やや影響力を持つ　　　　　　　　　　3　　　1
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計

3

1

5　　　　　7

3　　　　7　　　　1　　　　3　　　　1

5　　　　5　　　　　　　　　1

1　　　　2　　　　　　　　　1

12　　　17　　　　1　　　　7　　　　1

－70－

19

14

5

50



質問・回答　　　　　総合大学a　総合大学b　複合大学3　複合大字b　単科大学a」単科大学b　大学院大学　合計

していると思

大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

1　　　　　2

4　　　　　6

6　　　　　3

5

1　　　　1　　　　1

5

2　　　　　22

20

12

4

蝕彿㌍宇内での酪細…▼次ヰど華堕遥戻いる享思われ華その牽［空
1　　　1　　　　　　　　1　　　　2　　　　1　　　　6

1　　3　　6

亘尋荷重どの程車車中き腑画華3　　　　4　　　　7　　　　　9　　　　1

2　　　　2　　　　5　　　　5　　　　5

2　　　　1　　　　　　　　　5

やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

鑑　　　の　に
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない

海野脚こ桝手下の声牟埜苧すか蜜必尋；芋蔓やや重視している　　　　　　　　1　　1　　　3　　　5　　　2　　　4
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない

詣画幅嘉に圃手簡車撃て苧すかヤ）1；二≒芸
宣豊霊霊、　　］†　芸　呈　去　3　　　15
あまり重視していない
重視していない

5　　　　　6 17　　　　　6　　　　16

たって以下の求 していま 文

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない

4　　　　　4

1　　　　　3

12 18 2　　　　　66

たって以下の求 していま

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
重視していない
計 12 18

41

24

1

66

度 していると思部局への
大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
計

2

1

1

4

10

27

20

3

4

64

部局への
大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

10

3

2

40

18

5

・1

憲壷壷轡にあたって尋車撃華華甲華［＝≒芸
2　　　　　3　　　　　　　　　17

1　　　　1　　　　1　　　　6

1

6　　　10　　　　　2　　　　59

1　　　　3　　　　3　　　　　5

1　　　1　　　　1

1

4　　　　　7　　　12　　　18

やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない
合計

質問・回答 総合大学一　総合大学b　複合大学3　複合大学b」単科大学■」単科大学b大学院大学　合計

していると思 れますか（

－71－



大きな影響力を持つ
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を持たない

7　　　　10

1　　　　1

4　　　　10　　　　　1　　　　35

1　　　　　　　　　　　5

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

為鮎抒配分にあ叫次三脚ど桓華有し舅、ると帥品か隼局側言　こ
やや影響力を持つ　　　　　　　　　　2　　　　2　　　　3　　　　7　　　　　　　　　3　　　　　　　　17
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2　　　　5　　　1　　　1　　　1　　12
あまり影響力を持たない　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　　5
影響力を持たない　　　　　　　　　　　　　　　2　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

4　　　　　7　　　12　　　17　　　　1　　　　7　　　　1　　　　49

していま 計画と一致）
重視している

やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

1　　　　　4　　　　　2

1　　　　　2　　　　　5

3

1

2　　　　　2

7　　　　　2

5　　　　　2

1

4

4

5

1

1　　　16

21

15

2

1

鮎監禁綱たって▼以下の車どの桓視薫います葎内必尋）：：：葦
やや重視している　　　　　　　　　　2　　　1　　　7　　　　9　　　1　　　4　　　1　　　25
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
あまり重視していない
全く重視していない

詰料欝l晰以下の車どの品瑚肯ます蕪輔1：：葦
やや重視している　　　　　　　　　　1　　　4　　　　2　　　　9　　　　2　　　　5　　　1　　　24
どちらともいえない　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　7　　　　4　　　1　　　4　　　　　　　　18
あまり重視していない　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　2
全く重視していない　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

4　　　　　6　　　　12　　　　17 15　　　　　2　　　　62

していま 局

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

1

3

3　　　　　2

1　　　　1

1　　　　　8

32

1　　　　17

3

2

愚躍票雪洞たって▼以下の競どの品圭競います燕年痺翻華：・‡
やや重視している　　　　　　　　　　1　　　4　　　　5　　　　8　　　　4　　　10　　　1　　　33
どちらともいえない　　　　　　　　　　3　　　1　　　7　　　　5　　　　　　　　　2　　　1　　19
あまり重視していない　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4
全く重視していない　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　3

4　　　　　7　　　　12　　　　18　　　　　6　　　　15 2　　　　　64

配 していま

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

4

5

3

12

7

10

1

18

4

6

4

1

20

28

13

2

1

64

配分の決 していま

重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない 1

4　　　　　7

3　　　　　4

3　　　　11

6　　　　　2

12　　　　17　　　　　6

2

10

3

15

15

30

15

2

1

63

の控除の となっている 目をあげ 3年度の控除の割合をご記入くだ

20％未満
20％以上40％未満
40，i以上
合計

3　　　　　8

2　　　　　2

2

3　　　　　5　　　　12

－72－

6

6

5

17

2

1

11

14

22

11

25

58



質問・回答　　　　　総合大竿。総合大学b　複合大学a　檀合大学b　阜科大学b・単科大学b大学院大字　合計

109も未満　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　5
10％以上40％未満　　　　　　　　　　　　　　　　1
40％以上

11　　　1　　　　6　　　　　　　　　35

6　　　　　2　　　　　2　　　　　　　　　15

3　　　　　7　　　　1　　　12

至泡については・ビラような剛！を攣、1；：1：－1二三
監星認諾≧禁見定　　　去　　芸　ま　，去　　3　，11　37

譜式　　　　　　　　－　　2　1　　　2　　　　と
14　　　　　1　　　　596　　　　11　　　17

014－1－a

5％未満
5％以上10％未満
10％以上

4

1

1　　　　4　　　　　2

3　　　　　5　　　　13

1

5　　　　　4　　　　　9　　　　16

2

5

6

13

14

1　　　　30

8

1　　　　52

014－1－b

50％未満　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　4 5　　　　　9

50％以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　3　　　　8
3　　　　　5　　　　　8　　　　17

4　　　　1　　　　29

7　　　　　　　　　　20

11　　　　1　　　　49

014－1－c

4％未満
4％以上

5　　　　　8

2

5　　　　10

014－1－d

5％未満
5％以上10％未満
10％以上

1　　　　　2

4　　　　3　　　　4

1　　　　1　　　　4

5　　　　　5　　　　10

9

6

1

16

8　　　　　　　　　　20

5　　　　1　　　　23

11

13　　　　1　　　　54

のために おいていま

行っている
行っていない

3

18　　　　　4

18　　　　　7

5

12

17

10

2．＿　　　59

2　　　　　69

おいていますか（ 子的

行っている
行っていない
計

11

6

17

1　　　　42

1　　　　27

2　　　　　69

おいていま か（チェック

行っている
行っていない

11

6

17

1　－　　40

1　　　　29

2　　　　　69

のために的

行っている
行っていない
合計

完雷豊富の使途別決纂柏
把握していない

1　　　　　3

4　　　　　5

5　　　　　8

．当的に　ロ　していま
1　　　　　2

3　　　　　5

4　　　　　　7

1　　　　29

1　　　　40

2　　　　　69

1　　　　38

25

1　　　　63

4　　　　　5

14　　　　　2

18　　　　　7

11　　　　　7

4

7　　　　15計

ー73－



教員養成　　　その他

6．5　　　　　　33，3

64，5　　　　　　48．5

29　　　　　　18．2

100（30　　　100（33）

要求の㌫．立稟請；讐こ餉鎧深　厚鐸r
30．2　　　　　50．9　　　　　25．2　　　　　30．6

48．8　　　　　26．3　　　　　53．2　　　　　55．1

21　　　　　22．8　　　　　21．6　　　　　14．3

100（281）　100（57）　100（111）　100（49）

Ql　貫部局では、毎年度、新規・
部局全体の要求方針を定める
先に講座等から要求を提出する
その他

ま十

03貫部局には教育・研究 る包括的な中・長期計画が
ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．9　　　　　21．1　　　　28．7　　　　　33．3
今はないが、現在策定中である　　　　　36．6　　　　38．6　　　　36．1　　　　43．8
今はないが、今後策定の予定がある　　35．4　　　　38．6　　　　32．4　　　　22．9
策定の予定はない　　　　　　　　　　2．9　　　　1．8　　　　　2．8　　　　　0

計　　　　　　　　　100（277）　100（57）　100（108）　100（48）

19．4　　　　　12．1

22．6　　　　　　39．4

54．8　　　　　　39．4

3．2　　　　　　9．1

10α31）　　100（33）

概算要求の郎局内での調整・決定に、次の機関はどの程度影響力を有している
a）部局長
大きな影響力がある
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を全く持たない

計
b）教授会
大きな影響力がある
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を全く持たない

ま十

C）学科長等
大きな影響力がある
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を全く持たない

訂予算委良会計
大きな影響力がある
やや影響力を持つ
どちらともいえない
あまり影響力を持たない
影響力を全く持たない

訂寸め他　計
大きな影響力がある
やや影響力を持つ

言十

78．8　　　　　　82．1　　　　　77．6

18．2　　　　　17．9　　　　　18．7

と思われますか。

83．3　　　　　　83．3

14．6　　　　　13．3

2．2　　　　　　0　　　　　　2．8　　　　　　2．1　　　　　　0

0．7　　　　　　0　　　　　　0．9　　　　　　0　　　　　　3．3

0　　　　　　　0

100（48）　　100（30）

66．7

27．3

5．1

0

0

100（33）

66．7

30．3

3

0

0

1毯迎

35．5

29

25．8

3．2

6．5

100（31）

54．8

35．5

9．7

0

0

1旦辿

18．5

37

14．8

18．5

11．1

65．3

28．6

6．1

0

0

100（49）

6．7

36．7

40

6．7

10

100（30） 10∝27）

0　　　　　　　0　　　　　　　0

100（274）　　100（56）　　1∞（107）

60．8　　　　　　71．9　　　　　　52．8

30．9　　　　　19．3　　　　　　37

6．5　　　　　　5．3　　　　　　7．4

1．1　　　　　　3．5　　　　　　0．9

0．7　　　　　　　0　　　　　　1．9

1∞（278）　1∞（57）　1∞（108）

31．5

46．1

15．7

5．6

1．1

100（89）

11．4

29．5

22．7

20．5

10．7　　　　　　26．1

21．4　　　　　　21．7

32．1　　　　　21．7

10．7　　　　　13

25　　　　　　17．4

100（28）　　100（23）

100　　　　　　60

0　　　　　　　40

100（7）　　1∞（10）

14．3

24．5

18．4

23．1

38

21．7

10

7．2

10α221）

14

24．8

24．3

17．1

19．8

100（222）

23．1

35．9

17．9

15．4



員養成

05貪部局では、新規杷
a）大学の中・長期針回
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

計
b）部局の計画
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない

あまり重視していない
全く重視していない

盲は宇内の必孟－
とても重視している
やや重視している
どちらともいえない
あまり重視していない
全く重視していない

青十

萎束義貞の決走品たってよお誤を器品乳満
34

39

19

2．

4．

100（

34．6

38，5

23．1

3．8

0

100（26）

その他

55．2

27．6

17．2

0

0

100（29）

69

24．1

6．9

0
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第1章米軍占領時代における琉球大学の管理運営機構と財務

高木英明（京都光華女子大学）

1．はじめに

第二次世界大戦の結果，我が国は連合国軍によって占領された後，1951年のサンフラン

シスコ条約によってその占領から解放されたが，沖縄は1945年から72年まで（約27年

間）の長きにわたってアメリカ軍により占領され続け，その支配下に置かれた。その占領

政策には，当然のことながらアメリカの政治・経済・社会の在り方が反映されるはずであ

り，沖縄における当時の高等教育ないし大学もアメリカ型の在り方をモデルにしていると

の予測の下に，占領時代における琉球大学の管理運営機構とその財務の在り方を調査したlo

琉球大学は最初首里城跡に建設されたが，1972年の祖国復帰後，現在地（首里城跡の北

方にある西原町千原近くの丘陵地帯）に移転したため，初期の原資料はほとんど失われて

おり，その後10年毎に刊行されてきた琉球大学記念誌（史）に記述されている以上のこ

とは明らかにすることができなかった。以下は，主にそれらの記念誌（史），僅かに入手で

きた原資料（大学案内，規程集等のコピー），並びに東江平之名桜大学学長（元琉球大学教

授）からの聴き取りを元にした調査報告である。

2．琉球大学初期概略史

（1）琉球大学の創設

①沖縄住民の悲願（高等教育機関・大学の設立）

戦前の沖縄県には，明治10年に設置された師範学校以外には，高等学校などの高等教

育機関は設置されなかった。昭和10年代の初め頃から県議会を中心に高等教育機関の設

立運動が熱心に展開されたが，戦争のため実現を見るには至らなかった。

戦後は，深刻な教員不足に対処するため，まず教員養成機関の設立が計画され，戦後間

もない1946年1月に沖縄文教学校が開設された。その後，沖縄の教育界が次第に軌道に

乗るに連れて，沖縄の各層（向学の志に燃える高校生沖縄の復興を教育の振興に託そう

とする保護者・住民，ハワイ在住の沖縄県人会・厚生会など）から大学設立の要望が沸き

起こり，大学設立の請願運動が全琉的に展開された2。

l参加者は，天野智水・金子勉・高木英明・羽田貴史・吉田香奈の5名0
2後掲参考資料『50年史』1頁及び1124－25頁。
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②米軍による大学設匿計画

こうした内外の動きに押されて，アメリカ軍政府は，1947年8月，大学設立の意思のあ

ることを表明した。その後，軍政府情報教育部長J．スチュアート中佐の下で計画が進めら

れ，1948年12月に古来琉球の政治と文化の中心であった首里城の跡地に大学を設立する

ことが決定された。1949年1月には大学敷地の造成工事が開始され，翌年の関学時には木

造9棟と石造り瓦屋根の建物1棟が竣工した3。1950年2月には，琉球大学学長代行（acting

president）として，安里源秀（沖縄民政府文教部成人教育課長）が任命され，大学の関学

に向けて，学部学科等の組織，教育課程の編成及び授業科目等の整備が進められた。

③琉球大学の発足

1950年4月には，学生募集要項を発表し，5月に入学試験を実施して，5月22日には

首里キャンパス本館で入学式が挙行された。関学時の学部は6学部（英語・教育・社会科

学・理・農・応用学芸）であり，1年次482名，2年次80名，計562名の学生，44人の

教職員によって組織された。発足と同時に2学年の学生を用意したのは，本土における学

校教育法に基づく新制大学の発足に合わせたのではないかと思われる。やがて同年11月

には，初代学長として当時の沖縄民政府知事であらた志書屋孝信博士が正式に任命された。

（2）「布令による大学」の展開（1950～65年）

関学当時の琉球大学は，琉球列島米国軍政府本部指令第22号（1949年10月19日）に

より軍政府情報教育部の所轄とされたが，1951年1月に公布された琉球列島米国民政府告

第30号「琉球大学基本法」によって，琉球大学の管理運営は民政副長官の監督・承認の

下に琉球大学理事会が行うことが明確にされた。翌年2月に出された布令第66号（琉球

教育法）は，琉球大学基本法の第14章「琉球大学」の部分をそのまま引き継いだので，

後に1966年に改訂されるまでの初期琉球大学は「布令による大学」と称される4。なお，

1952年には奄美大島に分校が開設されたが，翌年12月の奄美大島の日本復帰に伴い，同

分校は僅か2年足らずで閉鎖された。

1958年1月，琉球政府立法院において「学校教育法」（立法第3号）が制定され，琉球

教育法（布令第66号）は廃止されたが，第14章（琉球大学）の規定は，同法の枠外に置

かれ，琉球大学の基本法として存続することとなった。このため，いわゆる「布令による

大学」から「民立法による大学」への脱皮が長年にわたる住民の願いとなった。

1959年から，大学法案，いわゆる「琉大2法案」の作成が学内の最大の関心事となり，

そのための研究や検討が推進された。琉球大学法案研究委員会，各学部教授会，評議会，

及び理事会等の議論を経て3年後には一応の成案ができ，1963年1月19日の中央教育委

員会で一部修正の上，行政主席から立法院へ立法勧告が出されることになった。

3これらの木造建築は台風に耐え難く，後に次々とコンクリート造りに切り替えられていった。

4第30号は布告とも布令とも呼ばれている。
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（3）「琉球政府立大学」への発展（1966～72年）

行政主席は，1965年の定例立法院議会に琉大2法案を立法勧告した。同2法案は，立

法院文教社会委員会の審議を経て，同年7月23日の本会議において全会一致で可決され

た。それに基づき，8月25日には，琉球大学設置法（立法第102号）と琉球大学管理法

（立法第103号）が制定され，翌年7月1日に琉球大学は琉球政府に移管されて「琉球

政府立大学」となった。これに伴い，布令第66号（琉球教育法）の第14章（琉球大学）

は廃止された。これを機会に，大学の管理運営は理事会方式から大学委員会方式に切り替

えられた。

この時点では，琉球大学は文理・教育・農家政工の3学部23学科5課程と1教養部＋1

短期大学部（夜間3年課程）で構成されていたが，1967年4月には琉球大学設置法の改

正により，学部は法文・教育・理工・農の4学部となった。さらに，翌年には保健学部が

増設された。

1969年11月に，佐藤内閣総理大臣とニクソン大統領による日米共同声明により，沖縄

の本土復帰を1972年中に達成することが合意され，さらに70年11月には「琉球大学は，

国立大学とする。新那覇病院は，大学に附置する」ことが閣議決定された。やがて，沖縄

は日本に復帰し，1972年5月15日付けで琉球大学は国立学校設置法（昭和24年法律第

150号）による国立大学となった。

3．大学の法制と管理運営機構

（1）発足期の大学（布告第30号「琉球大学基本法」の時代：1950～52年）

1950年10月30日に公布された琉球列島米国軍政本部指令第13号によって，琉球情報

教育委員会は「琉球大学の理事会即ち評議委員会を兼ねる」ものとされたが，実質的な活

動は見られなかったという5。

関学当初の1年間は，米軍政府の所轄とはいえ，正式な管理機関もなく，その根拠とな

る法令も制定されていなかった。しかし，1951年2月12日の関学記念式典を機に，米軍

政府は琉球大学を琉球住民に譲渡するとともに，上記布告第30号「琉球大学基本法」を

制定・公布して，琉球大学の目的及びその管理運営に関する根拠を明確にした0

①大学の法的性格

同法の第1款総則では，「琉球大学と称する社会情報教育上の法人を創設すや」と述べ，

琉球大学が「法人」であることを明確に謳っている。

②理事会

理事会は，琉球情報教育委員会及びその後継者で構成され，布告，諸規程及び学内の細

5『20周年記念誌』29頁。
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別に従って事務を管理することが定められた。理事会は，民政副長官の承認を得て，大学

の不動産を処分することができ，また学長，副学長，事務局長及び各学部長を3年毎に任

命するとされた。会議は，定例的には，年2回開かれた。

創設期の理事すなわち琉球情報教育委員は，沖縄群島委員2名（沖縄群島副知事及び琉

球上訴裁判所判事），奄美大島群島委員（大島高等学校長），宮古群島委員（宮古女子高等

学校長），八重山群島委員（医師）の5名で構成され，全員が出席した初回理事会におい

て沖縄群島副知事の山城篤男氏が理事長に互選された。

（2）布令第66号「琉球教育法」の時代（1952～65年）

①大学の法的性格

布告第30号に代わって制定された「琉球教育法」（布令第66号）では，大学の法的定

義付けはなされなかったが，「琉球大学の法人組織は本章の規程に従って存続する」と規定

されているから，引き続き「法人」として把握されていたことが窺われる。

②理事会

法人組織はそのまま引き継がれ，大学の管理運営ゐ一切の責任は理事会（Boa∫dof

Directors）に与えられた。新布令による大学の理事は琉球生まれの男女7名とされ，2名

増員となったG。

初回理事の任期は2・4・6・8または10年とそれぞれずらしてあり，その後の理事の任

期は8年として同時交替が生じないように配慮し，また後任理事が任命されるまではその

職にとどまるものとして永続性の確保に配慮してある7。なお，理事の交替時期は全て会計

年度の7月1日に揃えてあった（補充後任理事の任期は残任期間）。

理事のうち6名は，USCAR（米国琉球列島民政府）の民政宮（CivilAdministrator）

の承認を得て，琉球政府の行政主席（ChiefExecutive）によって任命された。教育局長

（DirectorofEducation）は職権上のメンバーである。6名の被任命委員のうちの1名ま

たは2名は中央教育委員会のメンバーでなければならない。また，理事会には3つの主要

群島－沖縄，宮古及び八重山‾－の地域がそれぞれ代表されていなければならない。な

お，中央教育委員会及び文教局長の理事兼務を除き，教育機関，学校及び政府の有給職員

は理事を兼ねることができないとされており，これはアメリカの一般的な教育委員会制度

に見られる「民衆統制」ないし「素人支配」の原理の表れと見ることができよう。

理事会は，琉球大学のあらゆる面における管理運営の責任を負い，法律に別段の定めの

ある場合を除き，民政宮の承認を得て，その任務の遂行に当たる。理事会の権限は，いか

なる個人またはいかなる人々にも代行させてはならないことが明記されている。したがっ

て，理事会は，民政官の許可の下に，大学の政策，管理，財政，人事，動産・不動産，そ

の他大学に関わる全ての事柄に対する完全な管理権（plenarypower）を持った。予算・

G男女と規定されているが，その後実際に任命された理事は圧倒的に男性が多い。

7これは戦後我が国で発足した教育委員会の委員の在り方を想わせる。
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決算及び資産処理等に関しても，その活動に関する定期報告書を立法院に提出し，また次

期運用期間中に運用すべき所要教育歳出予算及び補助金の承認方を同院に要求することが

できた。また，理事会は，その事務局長を通じて，贈与，遺産，補助金を大学の名におい

て受納する権限があるが，委託金の性質を帯びるこの贈与，遺産，補助金は全て首里に事

務所を置く財団法人「琉球大学ファウンデーション」（後述）の管理下に置かれた。

理事長及び副理事長は，最初の会議で互選され，また琉球大学長，事務局長，その他の

必要な教職員は理事会によって任命された。その場合，教官の任命は，学長及び4名以上

の大学教官で組織する委員会の推薦に基づいて行われる，とされた。

③大学の管理運営組織

学長は3年の任期で理事会によって任命され，理事会の執行長官（幹事：eXeCutive

secretary）として，理事会の決めた政策方針に基づいて，大学の管理運営に責任を負う0

理事会の議決の際には，学長は表決権を持たない0

学長の下に事務局長（BusinessManager），3名の学部長，図書館長，登録官（Registrar），

学生部長及び3学部の教授団の代表各2名で構成される「管理運営協議会」

（AdministrativeCouncil）が置かれた。協議会は，学長の諮問に応じたり，進言をした

りして学長を補佐する機能を持ったが，後には「評議会」とな？た。なお，琉球大学の初

期の頃には，学長の下に副学長が置かれていた（1958年に廃止）。

各学部には教授会が置かれ，教育その他学部の組織運営に関する重要な事柄を審議し，

学部の運営が円滑に行われるようにするとともに，社会に奉仕する大学8としての機能が十

分に果せるよう意を注ぐ，‾とされた9。

（3）「琉球政府立大学」の時代（1966～72年）

（9大学の法的性格

琉球大学は，1965年8月に制定されて翌66年7月・1日から施行された「琉球大学設置

法」（1965年立法第102号）によって「学校教育法」（1958年立法第3号）第1条に定め

る学校として「琉球政府立大学」となり，教育委員会法（1958年立法第2号）第110条

の規定にかかわらず，「琉球大学委員会」が所管するとされたが，大学の法的地位（大学が

法人であるか否か）については何も触れていない。

②琉球大学委員会（「理事会」制から「大学委員会」制へ）

布令による大学の経営管理機関であった理事会も「琉球大学委員会」（以下，大学委員会）・

8琉球大学は，沖縄統治を担当したアメリカ陸軍の占領政策に基づき，創設当初からアメリカの大学の特
性である社会奉仕的大学を志向し，研究教育の「校外普及活動」（大学開放）を大きな柱とした・アメリ
カ教育審議会（Am。rict，nCouncilofEducation）の勧めで，アメリカの州立大学の中でも特にその機能
を重視していたミシガン州立大学（MSU：当時はカレッジ）の支援を受けることになり，同大学からは
創設後18年間にわたって毎年6名の教授が派遣された。後には学術交流協定も結ばれたが，これらにか
かる費用は全てアメリカ陸軍が負担した（UNIVERSITYofthe RYUKYUS PUBLICATION，No・2，
December2，1960，Pp．8－11他）。

91957年10月発行の『琉球大学』案内より。
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に変わった。大学委員会は，「琉球大学管理法」（1965年立法第103号）第二串によって

規定され，琉球政府内に置かれた（同法第3条）。

［委員］大学委員会は7名の委員をもって組織された。職権上の委員となる文教局長の

ほかは，中央教育委員会からの委員が1名と立法院の同意を得て任命される学識

経験者の5名である。いずれも行政主席が任命する。立法院が閉会中の場合は，

行政主席は，立法院の同意を得ないで学識経験者の委員を任命することができる

が，任命後最初の立法院議会で事後の承認を得なければならない。学識経験者の

委員の任期は4年で，再任も可能である。補欠の委員の任期は，前任者の残任期

間である。

委員は，立法院議員，市町村の長もしくは議会の議員，市町村の職員，文教局

長を除く政府の常勤職員，地方教育区の職員及び政府，市町村または教育区に執

行機関として置かれる委員会の委員（中央教育委員会の委員を除く）の職を兼ね

ることができない。また，委員は，4名以上が同一政党に所属することになって

はいけないし，政党その他の政治的団体の役員となったり，積極的に政治運動を

したりしてはならないことなど，我が国の「教育委員会」の委員の場合に類似し

．た禁止規定がなされている。委員は，非常勤であって給料は支給されないが，報

酬は支給される。職務を行うために要する費用の弁償を受けることもできる。

［職務権限］大学委員会は，法令に別段の定めのある場合を除き，学長の助言と推薦を

得て次のような事務を行う。

1．大学の管理に関する一般方針の決定

2．大学の設置及び管理に関する立法案を行政主席に提出すること

3．職員の任免その他人事に関すること

4．入学を許可すべき学生数の決定

5．予算見積もりの承認

6．授業料，登録料，検定料等の額の決定

7．財産の取得，管理及び処分

8．寄附募集の認可及び寄付金の受け入れ

9．その他法令によりその権限に属させられた事項など

大学委員会は，評議会の推薦に基づき，学長を任命する。また，大学委員会は，

法令に違反しない限りにおいて，その権限に属する事務に関し，琉球大学委員会

規則を制定することができる。

［会議］大学委員会には，定例会と臨時会があり，前者は少なくとも年6回隔月毎に召

集しなければならない。大学委員会は，委員のうちから委員長及び副委員長各1

名を委員の互選によって選出するが，．その任期は1年で，再選も可能である。会

議は原則として公開であるが，秘密会を開くこともできる。

要するに，大学委員会は，名称は変わっても，従前の理事会と機構上は大差が
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なく（米国民政府所属か，琉球政府所属かの違いは大きいが），ある意味で初等中

等教育を所管する教育委員会の大学版（「任命制大学教育委員会」）であると見な

すことができる。実際に任命された委員も，従来通り会社の社長や弁護士などの

「名士達」であった10。

③大学の管理運営組織

［学長］は，大学委員会によって決められた一般方針に従って校務を掌り，所属職員を

統督する。学長の任期は，大学委員会規則で定められる。

［評議会］大学運営に関する重要事項について学長の諮問に応じる。1．学長，2．学部長

3．附属病院長，4．各学部において教授もしくは教授会メンバーである助教授のう

ちから推薦された者各3名などで構成される。これらのほか，教養部長，事務局

．長，学生部長，附属図書館長及びその他重要な職にある者を評議員に加えること

ができる，とされた。

［部局長会］毎月1回会合を持つ評議会のほかに，毎週1回会合を持つ「部局長会」が

置かれた。部局長会は，学長・学部長・教養部長・事務局長・学生部長・附属図

書館長・附属病院長・短期大学部主事で組織され，学部及び部局館運営の連絡調

整に関すること，評議会その他重要会議の原案作成に関すること，などを審議す

るとされた。これは，従来我が国の国立大学に慣行的に置かれてきた「部局長会

議」に相当する。

4．大学財務

（1）会計制度の変遷11

①米国民政府の直接経理時代

設立当初の1950年度と51年度の2年間は，当時の米国民政府によって予算編成及び会

計執行が行われた時代であり，大学には出納代理宮という会計機関が設置され，米国民政

府から資金の交付を受けて支払業務をしていた。会計書類も全て英文の＿ものであったと言

われるが，予算額その他の記録は残されていない。

会計検査は，民政副長官の任命する会計検査員によって定期的に行われ，また随時特別

会計検査員会が設置されることもあった（布告第30号，第3款財務，第10条）0

②琉球政府による補助金時代

1951年4月には，臨時中央政府が設置され，行政機能の一部が民政に移管されたことに

伴い，1952年度の予算編成は，大学の予算についても臨時中央政府によって行われた0

101967年10年1日現在の琉球大学委員会の委員は，会社社長4名，弁護士1名，後は中央教育委員会
委員長と琉球政府文教局長であった（『琉球大学概要』1967～1968，4貢）・

11本項は，ほとんどを『琉球大学50年史』の記述に負う（『50年史』12貢）。
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日本がサンフランシスコ条約によって独立した1952年には，沖純にも琉球政府が設立

され，それによって53年度の予算からは大学において予算編成が行われるようになった。

その後，琉球大学が琉球政府に移管されるまでは琉球政府の補助金で大学を運営するとい

う，いわゆる補助金時代となった。この期間は琉球大学が布令によって存在していた時代

であり，琉球大学基本法（布告第30号）及び琉球教育法（布令第66号）による「法人」

でありながら，財政的には琉球政府の一機関（agency）として補助金を要求することが同

法によって認められていた。大学は毎年琉球政府に概算要求をして補助金の交付を受け，

それと授業料等の学内収入を財源にして，大学限りで予算編成をするという時代であった。

この次期の予算推移表をみると，前年度剰余金が計上されている12。

③琉球政府の一般会計時代・

その後，1966年7月1日に大学が「琉球政府立大学」に移管したことにより，1967年

度からは琉球政府の一般会計に属するようになり，大学予算も琉球政府によって編成され

ることになった。歳入歳出の予算執行も全て琉球政府を通して行われるようになり，大学

の設置上の位置付けが明確化した反面，予算執行は補助金時代に比べ，予算科目の細分化

や予算の流用等で弾力性が失われ，教育研究の推進上多くの問題が提起された，と言われ

る（『50年史』，p．12）。他方，当時の琉球大学管理法［1965年立法第103号白こおいて行

政主席は琉球大学予算の歳出見積を減額しようとする時は，予め大学委員会の意見を求め

なければならないという委員会の独立的位置付けもなされていた（同法第24条）。

（2）収支状況の変化

大学創設の1950年度から52年度にかけては大学独自の予算はなく，53年度に至って

初めて大学予算が計上された。当初25万ドル余りであった予算は，毎年の学生数の増加

とそれに伴う施設，設備の拡充などで膨張の一途を辿り，10周年を迎えた1961年度では

100余万ドルと，53年度の約4倍になっている。歳入は，学内収入のほかに，琉球政府，

米国民政府からの補助金を充てているが，その予算に対する比率は初期9年間を通算して，

琉球政府の補助金が約71％，米国民政府からのものが約17％，学内その他の収入が約12％

となっている13。

1954年度から67年度にかけての大学予算の推移は表1から窺われる。学内収入とは，

授業料その他の手数料，寄付金等であり，法人としての大学独自の収入はこれだけで，琉

球政府や民政府からの主要予算が「補助金」となっているところが面白い。これらの数値

の単位はドルであると思われるが，歳入欄の民政府からの補助金が全くない年度が3回も

あるのは何故なのか分からない。これが事実であるとすれば，その場合も総額があまり減

らないのは，琉球政府からの補助金が相対的に増えているからであろう。

12『琉球大学』1956，5貢。

13『写真集』28頁。1961年の額は，何故か後掲の統計表（表1）の数値とは異なる。
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表1大学予算の推移

（1966年8月1日現在）

歳

入

会 計

年 度

総　 額 補 助 金 内 訳 学 内 収 入

及 び そ の 他琉 球 政 府 民 政 府 計

19 5 4 3 1 9 ，6 7 8 ．3 8 2 1 6 ，6 6 6 ．6 7 6 5，0 0 0 ．0 0 2 8 1，6 6 6 ．6 7 3 8 ，0 1 1．7 1

5 5 3 8 2 ，3 2 2 ．5 0 2 5 3 ，7 5 0 ．0 0 9 0 ，0 0 0 ．0 0 3 4 3，7 5 0 ．0 0 3 8 ，5 7 2 ．5 0

5 6 4 8 9，3 1 7 ．6 7 3 7 5 ，0 0 0 ．0 0 5 8 ，3 3 3 ．3 3 4 3 3，3 3 3 ．3 3 5 6 ，0 3 8 ．3 4

5 7 6 0 0，5 6 0 ．0 0 4 9 1，6 6 6 ．6 7 2 5 ，0 0 0 ．0 0 5 1 6，6 6 6 ．6 7 8 3 ，8 9 3 ．3 3

5 8 5 9 9，3 8 4 ．1 7 5 1 2 ，8 3 3 ．3 3 1 0 ，0 0 0 ．0 0 5 2 2，8 3 3．3 3 7 6 ，5 5 0 ．8 4

5 9 8 6 5，3 7 2 ．0 0 5 2 9 ，1 6 7．0 0 19 0 ，0 0 0 ．0 0 7 1 9，1 6 7 ．0 0 1 4 6 ，2 0 5 ．0 0

6 0 7 6 7，7 0 4 ．0 0 6 4 5 ，0 0 0 ．0 0 0 6 4 5，0 0 0 ．0 0 1 2 2 ，7 0 4 ．0 0

6 1 9 9 4，6 3 3 ．0 0 6 9 7 ，6 7 0 ．0 0 2 2 5 ，0 0 0 ．0 0 9 2 2，6 7 0 ．0 0 7 1，9 6 3 ．0 0

6 2 1，1 0 1，7 5 6 ．0 0 6 2 1，1 5 3 ．0 0 3 9 5 ，4 2 2．0 0 1，0 1 6 ，5 7 5 ．0 0 8 5 ；1 8 1 ．0 0

6 3 1，1 9 8，4 3 3 ．0 0 7 8 4 ，5 6 2 ．0 0 3 1 5 ，0 0 0 ．0 0 1，0 9 9 ，5 6 2 ．0 0 9 8 ，8 8 1 ．0 0

6 4 1，2 0 5，7 3 1．0 0 1，0 9 6，2 1 5 ．0 0 0 1，0 9 6 ，2 1 5 ．0 0 1 0 9 ，5 1 5 ．0 0

6 5 1，3 3 8，0 8 4 ．0 0 1，2 0 6，8 2 5 ．0 0 0 1 ，2 0 6 ，8 2 5 ．0 0 1 3 1 ，2 5 9 ．0 0

6 6 1，7 7 8 ，9 0 4 ．0 0 1，3 0 9，8 7 6 ．0 0 3 2 5 ，0 0 0 ．0 0 1 ，6 3 4 ，8 7 6 ．0 0 1 4 4 ，0 2 8 ．0 0

6 7 2 ，3 4 9 ，9 2 2 ．0 0 1，8 4 9 ，9 2 2 ．0 0 5 0 0，0 0 0 ．0 0 2 ，3 4 9 ，9 2 2 ．0 0 －
歳

由

会 計

年 度

総　 額 運 営 費 内 訳 施 設 整 備 費

人 件 費 運 営 費 計

19 5 4 3 1 9 ，6 7 8 ．3 8 1 2 4 ，8 9 4 ．6 8 4 9，4 6 5 ．0 8 1 7 4 ，3 5 9 ．7 6 1 4 5，3 1 8 ．6 2

5 5 3 8 2 ，3 2 2 ．5 0 1 6 9 ，3 8 9 ．1 7 7 2，1 6 0 ．8 3 2 4 1，5 5 0 ．0 0 1 4 0，7 7 2 ．5 0 ．

5 6 4 8 9 ，3 1 7 ．6 7 1 8 5，8 8 5 ．0 0 9 6，9 2 9 ．1 7 2 8 2 ，8 1 4 ．1 7 2 0 6 ，5 5 7 ．5 0

5 7 6 0 0 ，5 6 0 ．0 0 2 2 6 ，1 2 8 ．3 3 1 0 1，1 3 4 ．1 7 3 2 7 ，2 6 2 ．5 0 2 7 3，2 9 7 ．5 0

5 8 5 9 9 ，3 8 4 ．1 7 2 6 9 ，4 8 0 ．8 3 1 0 4，5 5 9 ．1 7 3 7 4 ，0 4 0 ．0 0 2 2 5，3 4 4 ．1 7

5 9 8 6 5 ，3 7 2 ．0 0 3 0 6 ，4 0 4 ．0 0 1 1 7 ，2 5 8 ．0 0 4 2 3 ，8 6 2 ．0 0 4 4 1，5 1 0 ．0 0

6 0 ＿ 7 6 7 ，7 0 4 ．0 0 3 5 4 ，8 9 9 ．0 0 1 4 7，7 9 0 ．0 0 5 0 2 ，6 8 9 ．0 0 2 6 5，0 1 5 ．0 0

6 1 9 9 4 ，6 3 3 ．0 0 3 9 3 ，0 1 9 ．0 0 1 9 5，0 9 1．0 0 5 8 8 ，1 1 0 ．0 0 4 0 6 ，5 2 3 ．0 0

6 2 1 ，1 0 1，7 5 6 ．0 0 4 9 8 ，7 2 6 ．0 0 1 4 0 ，6 8 7 ．0 0 ‾ 6 3 9 ，4 1 3 二0 0 ・4 6 2 ，3 4 3 ．0 0

6 3 1 ，1 9 8 ，4 3 3 ．0 0 6 0 4 ，4 1 9 ．0 0 1 4 6，0 2 4 ．0 0 7 5 0 ，4 4 3 ．0 0 4 4 8 ，0 0 0 ．0 0

6 4 1 ，2 0 5 ，7 3 1 ．0 0 6 7 3 ，7 4 9 ．0 0 1 7 4 ，2 3 2 ．0 0 8 4 7 ，9 8 1 ．0 0 3 5 7，7 5 0 ．0 0

6 5 1，3 3 8 ，0 8 4 ．0 0 8 9 6 ，4 7 0 ．0 0 1 8 9，6 1 4 ．0 0 1，0 8 6 ，0 8 4 ．0 0 2 5 2 ，0 0 0 ．0 0

6 6 1 ，7 7 8 ，9 0 4 ．0 0 1 ，1 2 0 ，7 5 1 ．0 0 1 6 2，7 9 2 ．0 0 1，2 8 3 ，5 4 3 ．0 0 ° 4 9 5，3 6 1 ．0 0

6 7 2 ，3 4 9 ，9 2 2 ．0 0 1 ，2 4 4 ，8 9 4 ．0 0 2 8 8，8 6 8 ．0 0 1，5 3 3 ，7 6 2 ．0 0 8 1 6 ，1 6 0 ．0 0

（出典）『琉球大学概要』1966～1967，8真。

1966年度からは日本政府の援助が始まり，70年度から米国民政府の援助が全く消えて

日本政府の援助が増大していく。これは日本復帰への流れを示すものであり，特に1969

年度以降日本政府の援助が急速に増大するのは特別施策としての附属病院建設等に対す尋

復帰対策費の増大によるものとされる。また，歳出予算（使途別）においては，年度毎に

人件費が増大していくのに比べて，運営費（教育研究費及び管理費）や設備費が固定化さ

れており，これは当時の厳しい財政事情を反映していると言われる14。

こうした予算の編成や執行の過程において，大学は行政主席に対する概算要求の説明，

14『50年史』12真。
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行政主席が大学の歳出見頂を減額した場合の意見書の提出，立法院における予算審議の際

の答弁，米国民政府に対する援助要請及び毎年の予算の説明，日本政府に対する援助要請

などを直接行っており，このことは当時の琉球政府の機構の中にあって大学が独立した行

政機構の仕事もしていたことを示していると見なされている15。

その後沖縄の本土復帰が1972年5月15日と決まったことから，琉球政府の1972会計

年度は1972年5月14日で終了することになり，10．5カ月予算となった（会計年度はア

メリカ式の7月1日から6月30日まで）。

（3）琉球大学ファウンデーションによる援助

琉球大学ファウンデーションは，大学の支援機関として1951年に設置された琉球大学

後援基金財団であり，9名（後に10～11名）の理事で運営される16。1951年9月に民政

府令（第50号）によって設置された。

日米の民間人から寄附・贈与などを集め，奨学資金の創設や職員アパート，大学図書館

（志喜屋初代学長記念図書館）などの建設で，関学間もない大学の発展に多大の貢献をし

た。また，その後も教員の研究助成や学生の奨学金援助で大きく寄与した。

ファウンデーションは，法的条件に従って受領した全ての財産の運営・管理・売却，か

つ貸与の権限を持っており，また受領した寄付金もしくはファウンデーションの管理下に

ある財産から生じた利益金を投資または再投資することができる。こうして得た利益金を

大学の要請に応じて譲ったり，奨学金や貸与金を設定するなどして，大学や学生の便宜を

図ってきた。また，アジア財団，ロックフェラー財団などと密接な連携の下に，学術文化

の交流などをも進めてきた。このような財団を持つことは旧来の日本の国公立大学には見

られなかったことであり，アメリカ的な大学らしいやり方であった。

なお，今後全国の国立大学が法人化することについては，琉球大学はかつての法人時代

に戻るだけであり，何の問題もない，というのが東江博士の見解であった。

15同上，12－13頁。

16理事の多くは会社の社長，銀行・公団の総裁などである。

主要参考資料

【1】琉球大学関学50周年記念史編集専門委員会編『琉球大学50年史』及び『同50年史写真集』琉球大学，
2002年12月もその他，同大学発行『琉球大学10周年記念誌』‘1961年，『同創立20周年記念誌』1970
年，『同30周年記念誌』1980年など。

【2】『琉球大学便覧』1952年鼠『琉球大学』1955，1956，1957，1960，『琉球大学要覧』1965～1966，
『琉球大学概要』1966～1967，1967～1968など。

［3】一．CommencementProgramoftheUNrVERSITYoftheRYUKYUS’’，ACADEMICYEAR1953－54，

その他。
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第2章　カリフォルニア州における公立大学セクターの財務に関する考察

羽田積男(日本大学)

1.はじめに

本稿は,アメリカ合衆国の大学の最近の財務状況を理解するために,カリフォルニア州

を取り上げて,特に学生人口急増期における財務を分析してみようとするものである0

かノフォルニア州を分析の対象とすることは,必ずしもアメリカ全体を考察することに

はならないが,本稿で目指すのは,何もアメリカ全体の見取り図を描くことではなく,あ

くまで大学財務がどのように学生と結び付いているかを問うことである。そのために,州

の高等教育の簡単なスケッチをして,さらにそのスケッチを公立セクターに絞りたい。

よく知られているように,カリフォルニア州の高等教育は,公立セクターを欠いては存

立せず,その様態は強力であり強大であるといってよい。公立セクターは,コミュニティ「'

-カレッジ,州立大学,カリフォルニア大学からなるが,これらのセクター内の財務状況、'

を,それぞれが抱える学生人口の動態の変化を考えながら検討してみ'よう。

学生人口の急増は,それまで長らく減少していた18歳人口が, 1998年を境目としてそ

の流れを反転させ,一挙に急激な人口増となっていることによってもたらされている。

①　TidalWaveIIと呼ばれるベビー・ブーマーの第二世代がまだ学生適齢人口,つまり

18歳から25歳の層の中にあること。

②　ベトナム戦争後の移民の第二世代も学生適齢人口になっていること。

③　カリフォルニア州などのサンベルト地帯への人口流入が続いていること。

④　ハイスクール・ドロップアウト率が著しく低下して,現在では9%を下回るほどと

なり,そのため大学に進学する資格を得るものが多くなっていること。

これらの様々な理由によって学生人口が急増しているのである。

急増の内訳を, 2000年の全米セ

ンサスを基にした州の財務局

(Department ofFinance, DOF)

の示す資料で見れば,.右表のよう

である1。なお,数値は,州が高等

教育の計画や政策を立案する際に

年 齢 区 分 人 数 (万 人 ) 州 総人 口 (3 ,38 7 万 人 )

に占め る比率 (% )

2 2 ~ 2 4 歳 1 4 1 4 .2

2 0 ~ 2 1 歳 9 6 2 .8

1 8 ~ 1 9 歳 9 8 2 .9

1 5 ~ 1 7 歳 1 4 6 4 .3

使う基礎的なものであり,信頼に値する。

ここでは,人口を年齢別に詳細に見ることはしないが,州外から流入してきている人口

は州民の4人に1人,またアメリカへの移民の4人に1人はカリフォルニア州に住み若い
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ていることをまず理解しておきたい。また,人口の推移は,上から見てほぼ毎年約50万

人の集団が生まれ,そのうちの半数以上が大学へ進学する母集団となる。そして彼らが18

歳になった時,あるいは25歳までの間に,大学生となるのである。そのうち8割以上の

者が,ここで問題とする公立セクターの大学の門をくぐることになるo

2.公立セクターの概要

カリフォルニア州における高等教育は,ちょうど日本の高等教育と反対の構造を持つ。

つまり,.学生の8割以上を公立大学のセクターが担当し,私学のセクターは小さな学生人

口しか抱えていない。したがって今後見込ま.れる学生の増加には,何と言っても公立大学

が背負わなければならない責務が生ずるのである。

1960年にドナホ一高等教育法として成立した,高等教育のグランド・ゼサインである高

等教育マスタープラン2は, 3層からなる大学を成立させて,コミュニティ-カレッジ

(California Community College, CCC) ,州立大学(California State University, CSU) ,

カリフォルニア大学(UniversityofCalifornia, UC)の3つの・システムがそれぞれ下位,

中位,上位のように位置付けられ,それぞれが異なった高等教育の機能を付与されている。

つまり,コミュニティーカレッジは,オープン型の入学制度を持つ短期の大学であり,

ハイスクールを卒業していれば,あるいはCAHSEE (California High School Exit

Examination)などに合格しているなど,同程度の学力が証明できれば誰でも入学できる。

教育内容は,一般教育,専門教育・職業教育,成人継続教育などの広い教育分野を持って

いて,成人学生の比率が極めて高い。その結果,州内の大学就学者の半数以上はこのコミ

ュニティーカレッジに学んでいるのである。これは東部の諸州のように,その大学就学者

の大半が4年制大学に学んでいることに比べれば,全く異なる就学者の分布となる。

また,州立大学は4年制の大学であり,学士課程の教育を主としており,修士課程の大

学院を擁する。教員養成系の大学から発展した大学も多いが,州内のハイスクール卒業者

の学業成績の上位3分の1を入学させることが想定されている大学群である。

カリフォルニア大学は, 4年制の大学と規模の大きな大学院を持ち,またビジネスや法

学,医学などの専門大学院を持ち,博士号の授与件数でもアメリカ上位の大学に入り,世

界的な研究を達成している大学で,いわゆる研究大学である。

こうして,この3層からなる公立セクターの大学は,その分担する機能が相互に違うの

である。したがって,大学の財政を見る場合にも,これらの機能の違いが当然反映してい

るわけであり,この理解を抜いては十全には把握できない。しかし, 3層の大学は相互に

結んだ協定(通称IGETC : Intersegmental General Education Transfer Curriculum)

により,たやすく相互に編入学ができる仕組みであって,硬直した大学教育システムでは

ないのが優れた特質である。
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今,カリフォルニア中等後教育委員会(California Postsecondary Education Committee,

CPEC)がまとめている将来予測を含めて公立セクターと私立大学の私学セクターの概要

をまとめておこう3。

カリフォルニア州の大学概要

シ ス テ ム 名 キャ ンバス数 2002 年秋 の学生 数

(人)

2 0 10 年 の学生数

(人)

増加率 (% )

C C C 1 0 8 大 学 1,6 3 1 ,7 9 0 2 ,0 0 3 ,9 1 8 2 2 .8

C S U i) 2 3 大 学 38 8 ,0 3 9 4 7 9 ,4 8 5 2 3 .6

U C 2) 1 0 大 学 18 9 ,6 9 2 2 2 9 ,7 2 4 2 1 .1

私 立 大 学 3) 2 0 0 大 学 3 23 ,5 3 7 4 5 3 ,6 4 4 4 0 .2

総 計 2 ,5 3 3 ,0 5 8 3 ,1 6 6 ,7 7 1 2 5 .0

荏: 1) CSU Channel Islands校を含めてある. 2003年秋学期に関学予定。
2) UCMerced校を含めてある。マ-セッド校は、 2004年秋学期に関学予定。
3)私立大学の団体には　Association of Independent California Colleges and Universities
(AICCU)の参加大学は, 76大学。なお,約200大学はCPECに学生数などの統計を報
告しているという. ProvidingFor乃・ogress, pp.58-60。

州の中等後教育委員会と,州財務局の推計を合わせてでき上がった数字であるから,伝.

頼できるものであるが, 2010年の学生数は316万人ということになる　316万人の高等

教育人口は, 2002年度における日本の大学生数(2,786,032人)と短期大学学生数(267,086

人)の合計(3,053,118人) 4をはるかに超える驚くべき数字となる。

もちろんカリフォルニア州の推計は, 2010年の推計であり,日本の数字は現代の実数で

あるから単純に比較することは問題があろう。しかし,日本の数字は2010年までに大き

く変動する要因は少ないものと思われる。あるいは, CPECの推計も過去において, 3.15%

ほどの誤差があったことがあるが,長年の経験から推計の範囲としては確かなものである。

問題なのは,上に記したように, 2010年までに増加する見込みの学生をどのように大学

に収容するかということになる　253万人の学生が316万人になるのであるから,新しい

大学を設立するということが,当然,避けられない　2003年から2010年の間に63万人

を増員するような手立てが必要なのである。換言すれば,ほぼ毎年10万人の受け皿を公

立セクターの高等教育機関の中に創り出し,あるいは2万人規模の大学なら毎年5'大学を

創設しなければならないことに等しいのである。

州は,いかに財政が好調でもそれはできない。そこで,新規大学は,非伝統的な大学と

も言えるコミュニティーカレッジではなく,伝統的な大学教育が主として必要な州立大学,

カリフォルニア大学に焦点を合わせているようである。

もちろん108校のコミュニティーカレッジにも,コミュニティーカレッジのチャンセラ

ー(総長)室によれば, 45ヶ所のサテライトキャンパスが存在するという。それらは,

分校や,学習センターであり,また小さな教室の施設である。あるいは換言すればマルチ・

キャンパス化が進んでいるといってよい。大規模な分校は,独立して新コミュニティーカ
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レツジになるかも知れないが,それは州内72のコミュニティーカレッジ学区の判別こよ

るoちなみに,1980年以降に新設されたのは,アーバイン・ヴァレ-.カレッジ(Irvine

ValleyCollege,1986年),ロス・パジトス・カレッジ(LosPasitosCollege,1989年)

の2大学に過ぎない。両校ともに学区内の2番目のカレッジであり,大都市郊外の人口増

に対処したキャンパス立地となっている。つまり,州からの直接的な財政援助だけで成り

立っていないコミュニティーカレッジは,そのよって立つ基盤である地方に財政的な余裕

がなければ,大学の新設はできないのである。

他方,1995年に19大学であった州立大学は,サ・>マルコス校(CSUSanMarcos,1998

年),モントレーベイ校(CSUMontereyBay,1994年),マリタイム・アカデミー校(CSU

MaritimeAcademy,1995年),チャンネル・アイランズ校(CSUChannelIslands,2002

年)を加えて現在23大学体制になっている。サンマルコス校,モントレーベイ校,チャ

ンネル・アイランズ校は,ともに母体となった大規模な州立大学の分校を独立させて大学

となったのである。また,マリタイム・アカデミー校は,1926年創設の歴史ある州立専門

単科の大学であり,州立大学システムに統合されたのである。

カリフォルニア大学は,2004年の秋の新学期に関学するマ-セツド校(UCMerced)

を加えて10大学体制になる。サンディエゴ校(SanDiego,1959年),アーバイン校(Irvine,

1960年),サンタクルツ校(SantaCruz,1962年)などから実に40年以上の久しぶりの

新しいキャンパスは,州の内陸の中央部,サンホアキン・ヴァレ-の中心地の一つ,マ-

セツド市の郊外に完成する。この地は商業と農業の盛んな地であるが,農業に従事するヒ

スパニック系の人口が多く,これらの人々に配慮したキャンバス配置であるという。既に,

バークレー校,ロスアンジェルス校,リバーサイド校などには,アジア系の学生がqao/
ou/o以

上を占めるに至っており,人種・エスニシティ-のバランスの上からも当然の立地選択で

あったであろう。

私立大学の傾向についても簡単に触れておくべきであろう。かつて「驚きの10年」5と呼

ばれた1980年代には,なんと80大学が新たに設立されたG。いずれも小規模の大学で,

後に安定して学生を受け入れることになったのは数校にとどまる。つまり,新規の大学の

中にはAsianAmericanUniversity,AmericanUniversityofOrientalStudiesなどの

人種・エスニシティー向けの大学やITTのような企業系の大学,心理学や法乱芸術な

どの専門性を目指す大学などであるが,卒業生を出せず,アクレディテーシヨンを勝ち得

ず,消え去った大学が多いのである。

スタンフォード大学や南カリフォルニア大学など有力な大学も少なくない州であるが,

これらの新しい私立大学に関しては,州の私立大学協会(AssociationofIndependent

CaliforniaCollegesandUniversities,AICCU)でも完全には把握していないし,まして

アクレジテ-シヨン機関である,西部学校・大学協会(WesternAssociationofSchoolsand

Colleges,WASC)でもそのメンバーにはなっていない大学がほとんどであるo多くの大

学が叢生し,消えていくのが,まさにアメリカの大学なのであるo
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それでは,州当局や高等教育の当事者であるCPECは,これらの各セクターでどのよう

に大学の将来を財政的に保障し,マスタープランに描かれたように学生を受け入れようと

しているのか検討してみよう。

3.高等教育の州予算と将来

それでは,まず州における高等教育の予算はどのように編成され,学生の勉学を支接す

るのか見てみようIo州の高等教育の予算を検討することは,他ならぬ公立セクターの趨勢

を決するからである。

まず,高等教育の関する予算編成案は,知事の手元で原案が作成されて,ほぼ半年の審

議を経て,執行に移されるのである。社会変動の激しい現在では,その半年間に社会の状

況も変わり,また経済事情はさらに大きく変わることもある。

カリフォルニア州の高等教育予算は,次のようなスケジュールによって編成される。こ

こでは, 2002-03年度の実際に即して見てみよう7。

州予算編成スケジュール　　　　　　　　　　　　期限

①州知事の予算原案の州議会への提出　　　　　　毎年1月10日まで

②予算原案の議会への提案(予算委員会ヒアリングのため)

③州財務局の意見提出　修正意見など

④LAOの予算案分析結果を議会人提出8

修正・改正

⑤改正版予算

⑥議会の予算委員会ヒアリング

⑦5月改正版予算を上のヒアリングへ提出

⑧州議会上院へ最終案提出

⑨州議会下院へ最終案提出

⑬州議会両院予算協議会承認

⑬州議会上院と下院で承認　知事に送付

⑫州知事の概略・条項拒否権の発動・署名

⑬州議会による州知事事算拒否権の覆しセッション

⑱最終予算法の官房長官の法令番号付与

⑮予算法の発効

毎年4月1日まで

毎年2月下旬まで

毎年5月1日まで

毎年5月14日まで

毎年6月上旬まで

毎年6月15日まで

毎年6月30日まで

毎年7月1日から

1922年以降,カリフォルニア州の予算案の作成は,事実上,州知事が作成して予算の州

議会審議を経て,執行に移されるという。このプロセスは,通常バジェット・プロセス
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(BudgetProcess)と呼ばれるが,カリフォルニア州の会計年度は毎年7月1日に始まり,

翌年の6月30日に終わる。したがって学校や大学との始期との直接的な整合性はない。

新会計年度が始まる年の1月1日が知事による予算原案内示から始まり,会計年度が始ま

る7月1日までには,上のような過程を経て予算は執行できるように準備される。ただし,

知郵こよって拒否権が発動され,また議会でその拒否を覆す過程などに手間取れば,新予

算が新会計年度に間に合わないという事態も当然のことながらあり得る。カリフォルニア

州では不明であるが,ニューヨーク州では2001年会計年度にその事態が発生して,学校

や大学に混乱をもたらしたことがある。

ちなみにニューヨーク州の会計年度は4月1日からであり,合衆国連邦政府の会計年度

は10M1日からである。カリフォルニア州は他の45州と同じであり,テキサスは9月1

日,アラバマ,ミシガンの両州は合衆国と同様である。このように州によって会計年度が

違うことはアメリカの特質の一つであり,多様性を生み出す原点でもあろう。

さて,高等教育に関する予算案の編成は知事の手元で着手されるが, 2002-03年度の

州全体の予算案は,一般会計でその伸び率は0.5%でしかなかった。当然,その結果,敬

育全体への予算の伸びも小幅にとどまった。カリフォルニア州の予算全体の構造は以下の

ようになっている。これもまた,州知事の資金カテゴリL一別の予算案を示しておく。

州知事予算案　2002-03年度(単位:ドル)
資金 支出合計 1)

一般資金 特別資金 公 債

① 健康 . 人的サー ビス 27 7 .0 0 億 22 4 .4 1 4 7 .8 7 4 .7 2

② 青年 . 成人矯正 52 .9 4 億 52 .7 4 .2 0

③ K 一12 教育 36 1 .0 3 億 3 13 .16 4 7 .8 7

④ 高等教育 113 .78 億 99 .8 5 7 .4 5 6 .4 8

⑤ その他の政府 プログ ラム 2) 2 42 .8 1 億 9 7.9 0 1 3 4 .9 8 9 .9 3

注: l) Kevin G. Wool fork, Fiscal Policy and Analysis Committee, Highligh由ofGovernor's乃・oposed

2002-03State Budget, p.4, Chart l参照。

2)その他には, "Business, Transportation, Housing", "Technology, Trade, Commerce","Courts",
"Local Government Subventions", ``Resources", Environment Correction", "State and

Consumer Services, and other state programs and services.などである。

ここでは,教育予算を中心としているので,州の支出の大きな予算項目は, ⑤その他の

政府プログラムの中に統合されているが,ビジネス・交通・住宅,テクノロジー・貿易・

商業,裁判所,地方政府補助金,資源,環境調整,消費者サービスなどの項目を含んでい

る。いずれにしても,カリフォルニア州の1,047.56億ドルの総予算案の中で占める教育費

全体の割合は, K-12教育と高等教育の合計で約474.81億ドルで,その割合は予算の中の

約45.32%にもなる高い比率を持っているのである。なお,青年・成人矯正費は,教育費

とは言い難いが,それでも刑務所などにおける青年の矯正を教育費に含めれば,州の総予

算の約半分は教育費ということになるのである。

-94-



ここには示していない

が,資金収入で大きな収

入源は次のようである。

ここでは,一般会計分と

特別会計分を示す。

ここで見るように,個

人の所得税や消費税など

に大きく依存した会計で

あり,法人税などは世界

的な大企業が多く存在す

る割には低く抑えられて

いるように思われる。酒

類やタバコからの税収は

比較的には少叡である。

(単位:億ドル)
州 収 入費 目 (見磁 も り) 一般 会 計 特 別会 計

① 個 人所得 税 4 26 .0 5

② 消 費 .利 用税 2 28 .5 0 2 5 .3 1

③ 法 人税 5 8 .6 9

④ ハ イ ウ ェイ利 用 税 3 2 .4 4

⑤ 自動車 税 .16 3 9 .15

⑥ 保 険税 16 .5 6

⑦ 不 動産 税 6 .16

⑧ 酒税 2 .82

⑨ タバ コ税 1.22

⑬ その他 52 .9 0 4 8 .4 1

⑪ 繰越 金 14 .8 5

総 合 計 8 0 7 .9 0 15 5 .2 8

Committee ,注: Kevin G. Woolfork, Fiscal Policy and Analysis

Highligh由of Go vernor's Proposed 2002- 03 State Budget.

p.4. Chart2.

人口が毎年1%以上増加しているこの州では,その住民に課税することによって安定的な

税収が図れる税制であるが,また逆に増え続ける州民に向けて大きな支出が必要となるo

こうして知事の目論んだ収入は一般会計で807.90億ドル,特別会計で152.28億ドルで

あり,総合計で963.18億ドルと計上されているoその規模を理解するために,仮に計算

上で簡便な1ドルが100円と為替換算すれば,日本円で9兆6,318億円の収入ということ

になり,巨大な州の税制面での規模が分かるoちなみに, 2003年3月上旬の段階で,国会

審議中の日本の平成15年度(2003年度)の政府予算のうち,図の一般会計の予算額は約

81兆7,800億円である0 -般歳出予算は約47兆5,900億円であり,その差額は当然,国

債費などの借入金であるが,文部科学省所管の予算額は約6兆3,200億円となっていて,

その全体に占める割合は約7.7%である。カリフォルニア州の教育予算を日本円に換算す

れば,やがて日本の国の教育費にも追いつくほどの額となるo

さて,カリフォルニア州における高等教育予算の配分は以下のようになっており,その

上昇率も示したので,州の政策がどこに反映しているか理解できようoなお,この数字に

は,州政府,地方政札学生授業料等,宝くじ収益等の州によって裁決される資金が含ま

れており,事実上予算配分はここからなされるo
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知事予算案　2002-03年度　教育支出案

教育 システム 予算額 対前年度変化率

① K 一12 教 育 5 3 9 .2 2 億 ドル 9 10/ 上昇 一人 当た り 7 ,0 58 ドル

②高等教育 15 2 .52 億 ドル 2 .5 % 上昇 連邦政府資金を含 まず

C C C 62 .9 8 億 ドル 1.7 % 上昇 一人 当た り 3 ,6 16 ドル

C S U 34 .6 0 億 ドル 1.1% 上昇 一人 当た り 8 ,9 16 ドル

U C 4 4 .86 億 ドル 1.0 % 上昇 一人 当た り 23 ,6 4 8 ドル

C S A C 7 .3 4 億 ドル 2 8 .4 % 上 昇

その他の高等教育 2 .7 4 億 ドル 1 4 .0 % 上 昇

注: Kevin G. Woolfork, Fiscal Policy and Analysis Committee, HighlighおofGovernors Proposed

2002-03State Budget, p.4. Chart3.

ことで言うCSACとは,首府サクラメントの郊外の町ランチヨ・コルドバに本拠を持つ

California Student Aid Commissionの略であり,・ ,ハイスクールを修了した者に対して,

州,連邦政府,大学別の奨学金などの情報を持っており,各種のサービスを展開しているo

この部門が予算支出の面では伸び率が突出している。その他の高等教育には,サンフラン

シスコにある大学院大学,へイスティングズ法科大学院(Hastings College of the Law)

と高等教育の調整機関であるCPEC及びカリフォルニア大学,州立大学,ヘイスティング

ズ法科大学院のための一般債務債券の利子・償還費などを含んでいる。へイスティングズ

法科大学院は, 1878年の創設でカリフォルニア大学のオリジナルの一部門であるが,バー

クレー校に通称ボールト・ホール法科大学院(SchoolofLaw, BoaltHall)があるため,

独立の大学として扱われることが多い。またカリフォルニア大学とは別の独立した法人組

織があり,その理事会(BoardofDirectors, 7人制)も別であるところから特別な扱いに

なっている。

4.コミュニティーカレッジ(CCC)の財務

公立大学セクターの中で最も規模が大きく,また全ての州民に向かって開かれているの

はコミュニティーカレッジである。その意味において,カリフォルニアの高等教育マスタ

ープランを根本から支えているのがコミュニティーカレッジである。学生総数約174万人

を数える世界最大の短期の大学教育組織でもある。したがって,コミュニティーカレッジ

の財務の問題は,州の高等教育の動向を占う指数ともなっているo

まず,コミュニティーカレッジの予算の編成の起点は,サクラメントにおいて総長職と

も言うべきチャンセラー室における予算の編成である。それには,予算配分に関わる部署

(Allocations, 2課構成),財務基準の部署(Fiscal Standards, 3課構成),財務責任説

明の部署(FiscalAccountability, 3課構成)の合計8課3部署から部長(Director)へ原

案を上げる。さらにここから財務担当の副学長(ExecutiveVise President)へ上げて,さ

らにチャンセラー室を経て, CPECや州当局へ上程される。組織上は,チャンセラーの上
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には,理事会(BoardofGovernors)がある0

108にも上る各キャンパスの情報や予算関係の数字を操るのは大変な労力であるが,毎

年,チャンセラー室の予算が作られ,ワークショップを州の南と北の代表的なキャンパス

を使って開催して各キャンパスにその全容が伝えられる　2000-01年には,そのワーク

ショップの内容は, ①予算のハイライト, ②一般・カテゴリ一別分配, ③資本収入・レン

タル施設品目, ④予算の概要, ⑤エクセレンスのためのパートナーシップ報告, ⑥テクノ

ロジエー戦略プランIIの遂行,などの諸点であっていずれもコミュニティーカレッジの予

算に関わる項目である。

最も単純化した`コミュニティーカレッジの財務は,次にように理解される。

地方補助金収入(Local Assistance Revenues)  (単位:百万ドル)

19 9 9 - 20 0 0 2 0 0 0 - 2 0 0 1

承認済 チ ャンセ ラ一室予算 承認済 チャ ンセ ラ一室予算

州一般会計 2,307 2 ,4 06 2,6 7 7 2 ,6 7 7

地方収入 1,569 1,5 6 3 1,6 8 4 1,6 84

学生納付金 150 15 7 15 7 15 7

合計 4,02 6 4 ,1 26 4,5 18 4 ,5 1 8

注　California Community College, Chancellor's Office, 2000-01 Statewide Budget Information

Workshops. August, 2000. p.8.

地方収入とは,いわゆる固定資産掛こ相当する税金(1,683,047,000ドル)とERAF

(Educational Revenue Augmentation Fund,特別収入)が含まれ,さらにここでは連邦

オイル・ミネラル収入(1,153,000ドル)が含まれている。チャンセラー室の予算から見

る限り,全体の予算に占める州の負担と地方政府の負担の案分は,州の負担が59.25%で

あり,地方の負担は37.27%である。学生の納付金はわずかであり, 3.47%に過ぎないの

である。膨大な学生を効率良く教育する上で,州や地方の負担が欠かせないことがその収

入の構造から明確であり,まさにコミュニティーのカレッジなのである。

地方からの税収つまり固定資産税は, 1978年のプロポジション13号でおよそ半額に激

減しており,現在の収入を州民の人口で割れば,わずか一人50ドルに満たない将来性の

乏しい財源であるかも知れない。

ところで,高等教育のための予算は, 1999年時点の103億ドルは2003年には133億ド

ルに急増している10。ここにはもちろん,知事の個人的な意向は含まれているが,何より

州民の高等教育への期待も大きいのであり,何と言っても急増する学生を収容しなければ

ならないのである。そのためは,何と言ってもコミュニティーカレッジが州民の期待に応

えなければならないのである。

108校からなるコミュニティーカレッジのシステム長であるチャンセラー室によれば,

2002年春学期にコミュニティーカレッジに登録している学生の内訳は以下の通りであるO
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ここで見られる学生の姿は,新入

学生と新規の縮入学生が数の上では

括抗しているなど,あるいは在学生

の数の5分の1がその新入生である

が,これが短期の大学で起きている

事態であり,伝統的な大学のイメー

ジを変えるほどのものであろう。ま

さに多様性という語が当てはまる。

その多様性は,マスタープランの基

登録種別 学生数 (H eadcoun t)

(9 継続学生 966,675 名

②新入学生 205,269 名

③新編人生 155,743 名

④不明 94,105 名

(9 復帰学生 148,589 名

⑥復帰編入学生 74,344 名

⑦未徴収 .末報告学生 66,782 名

総合計 1,74 1,507 名

注: California Community Colleges, Chancellor's

Office, Home Pagesより。

本であり,州内の学生のほとんどを抱えるシステムになっているのである。まさにコミュ

ニティーカレッジは公立の大学であり,州民の身近な大学なのである。

・それでは,知事の予算案はどうなっていたのか0-,コミュニティーカレッジへは,プロポ

ジション98税収11の10.19%の分割分を支出する11.87億ドルを拠出して学生数の伸び

率3%に対応して31,864名分の増加予算を作る。非常勤講師を増やすため　5,700万ドル

を確保する。他方,減額する項目も設けており,学生のオリエンテーション,コース・カ

ウンセリング・サービスの費用など2,680万ドルを減額する,等々が基本的な財政計画で

ある。

コミュニティーカレッジの財政規模はまことに巨大であるが,一人ひとりの教育費を計

算すれば,実はコミュニティーカレッジは他のどの教育システムより,つまりK-12教育

7,058ドルよりはるかに割安な教育費である。つまり, 62.98億ドルを前出の学生数

1,741,507で割れば,一人の学生の年間教育費は3,616ドルでしかないことが分かるo　し

かも,コミュニティーカレッジの卒業要件は,セメスター学期毎に11ドルの登録料がか

かり,合計で44ドル,卒業単位数は120単位であり, 1単位の授業料は11ドルほどなの

で卒業に要する学費は約660ドルでしかない。つまり,合計すれば約700ドルで,つまり

日本円に換算しても10万円ほどで短期大学を卒業できるのである。このために,様々な

予算が計上されており,中でも大きな予算は学生が大学にアクセスするための予算である。

コミュニティーカレッジの予算の編成は, ①CCC予算請求, ②知事の5月改正版予算,

③予算委員会予算, ④知事の予算執行,という過程になるが, 2000-01年予算の実際で

は,その過程は,例えば学生のアクセスに要する予知ま,上の4段階のプロセスに重ねて

みると, ①140,956,000ドル, ②105,715,000ドル, ③140,956,000ドル, ④122,878,000

ドルとそれぞれ変っている。それらの段階で予算案は必ずしも減額されているわけではな

いが,予算執行段階では結果的にはバランス上からか減額となっているo
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5.州立大学(CSU)の財政

2002年の州立大学の予算を,その学生数で割れば,8,916ドルであり,コミュニティー

カレッジよりはるかに高額な教育費を要していることが計算できるが,K-12教育費の-人

当たりの額と比べれば,それほど高いわけではない。年間に要する学生の授業料は,州立

大学授業料としてセメスター毎に714ドルがかかり,その他に諸経費がかかり,合計で913

ドルというのがセメスターの経費であり,年間では約1,826ドルとなるOつまり,卒業ま

でにはその4倍,7,304ドルの学費が必要である。ここでも,州予算が大きく寄与してい

ることが見て取れる。

州立大学が,そのキャンパス数を拡大して学生を受け入れていこうとする様態は既に見

た通りである。その他,キャンパスをフル稼働させて学生を受け入れていこうとしている

ことも既に見た。州立大学の本部の作成している2000年4月の報告書「年間運営(YRO)

に関する実行可能性の研究」12によれば大学を年間フル稼働させることは必要な代替案で

あるという。例えば伝統的なセメスター学期は,4学期制に移行する。あるいは4-1-4

学期制に変更する,あるいはサマーセッションを導入して,2002-03年度6,771名のサ

マーセッション参加者は,2006-07年度には26,352名にしようとするなど,いわば教育

のソフト面での革新を断行することによって,キャンパスを年間でフル稼働させるという

計画である。盲の結果,修業年限を最大で1年間短縮する,より少ない費用で済むこと;

追加的な奨学金をYRO(Year-RoundOperations)プログラム参加者に支給する,という

ものである。こうすることで州は,5億ドルの予算を他の施設の拡充などに回せるという

こと,また43,000人の学生を追加的に受け入れることができるという。前述の推計では,

州立大学は2010年までに91,446人あるいはnoCO/zo.b/Oの増加が必要であるから,このYRO

プログラムだけで約半分の学生を受け入れることができるのである,YROプログラムは長

い年月の研究の末に,1999-2000年度に正式に予算化されて始まったが,いずれにせよ,

こうした学生人口と財政との不可分の関係が,州立大学にとっても財政問題の基本的な要

件である。

2002-03年の知事予算の原型では,基礎予算に一般予算から3,770万ドルを上乗せす

る。授業料は8年連続値上げをしない,学生人口の12,270名あるいは4%上昇に対して

7,810万ドルを支出するなど,総額では34.60億ドルの予算を提示している。中でも大き

いのは,州立大学とカリフォルニア大学のパートナーシップ協定のために1億1,790万ド

ルを支出する計画である。この協定とは,3層からなるカリフォルニア州の高等教育を.4

年制の大学を従来通りに今後も維持していくために協力をするためのものであるoつまり,

ハイスクールの成績によって進学先が,カリフォルニア大学か州立大学かが決まるシステ

ムであるが,この方針を守ること,コミュニティーカレッジからの編入学も年間6%に押

し上げること,教員の担当教育時間(TeachingWorkload)を弓悼上げること,学士号を

取得するまでの時間を短縮すること,K-12教育に専門的な立場から寄与すること,等々が
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その内容であるOなお,コミュニティーカレッジとのパートナーシップも結ばれていて,

こちらは「エクセレンスのためのパートナーシップ」と呼ばれている0

また, YROプログラムの設定は,この年はチコ州立大学(CSU-Chico)に適応になり,

110万ドルが予算化されている。

増親になる部門もあるが,他方では厳しい減額も避けられない。この年の予算の中では,

その総額は8,980億ドルに上り,その要因はエネルギーの低額化で2,000万ドル,機関奨

学金プログラムで1,450億ドル,教員トレーニングで650万ドル,教員のリクルート費の

カットで500万ドルなどとなっている。このように全体では州予算は厳しい状況に直面し

ている中で,教育を守ろうとする知事の立場は明確であるが,それも限界のある支援にな

らざるを得ないのである。

6.カリフォルニア大学(UC)の財政

カリフォルニア大学は10キャンパスを持つ巨大な研究大学の連合体であるが,総長を

頂点とする単一の理事会を持つ組織であり,従?て,その財政も基本的には大学単位であ

る　2010年までには約56,000人の増加分の学生を含めて　213,461人を受け入れること

が推計上,求められていたOその約半数を新設のマ-セツド校などで受け入れて,その他

は既存の大学をフル稼働させて受け入れようとするのがその準備体制であり,これはコミ

ュニティーカレッジや州立大学と同じ方策である。

一方でアメリカきっての名門州立大学であり,また他方では増加するハイスクール卒業

生の上位8分の1,つまり上位12.5%を受け入れることがこの大学の使命であるOそうし

なければ,例えば独占している博士課程の教育と巨大な研究機構は,他のセクターにも当

然のこと分け与えなければならないのである。

カリフォルニア大学は確かにアメリカを代表する公立セクターの大学であるが,その存

在は特異と言ってよい。それは研究大学としての優秀さが際立っており,新設のマ-セッ

ド校を除けば,いずれも公立セクターの優れた大学の中の一つなのである。卑近な例では,

US News & World Report誌の大学ランキング13では,公立大学の上位50位ランキング

に, 1位バークレー校, 3位ロスアンジェルス校, 7位サンディエゴ校, 11位デイビス校,

12位アーバイン校, 14位サンタバーバラ校, 36位リバーサイド校,同率36位サンタク

ルツ校となっている。ここでは,カリフォルニア大学8校が全て上位校であることを示し

ている。このランキングは,研究の内容を評価したものではなく,学士課程の教育に対す

る大学の現状を評価したものであり,サンフランシスコ校は医学系の大学院であるので,

ここには入る余地がない。ちなみに同誌の大学院医学系のランキングでは,サンフランシ

スコ校は上位6番目にランクされている。このように同じ大学の各校が極めて優秀である

ケースは,上位50位内の大学でも他に例がない。
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したがってカリフォルニア大学への進学は,賊烈を極め,結局進学者を他のキャンパス

へ誘導するか,州立大学へ向かわせるか,あるいはコミュニティーカレッジにおいて進学

熱を冷却するなどの施策が必要となり,前出のパートナーという方法が必要なのである。

それでは,財政はどうか。基本的には,州支出から4,750万ドルを増やし,授業料も州

立大学と同様に据え置き, 7,100名の増加する学生に対して　6,380万ドルを予算化し,マ

-セッド校の教授陣リクルートのために400万ドル等々を織り込んでいる。もちろん,減

額する部門もあり,その総額は1億25万ドルであり巨大な減額である。その内訳項目は

州立大学と同じようであるが,特にK-12教育のためのデジタル・カリフォルニア計画の

減額が注目を引く。

次に大学の財政状況を見ておきたい。ここでは全キャンパス別の統計は煩雑になるので

掲げない。 10キャンバスと,大学総長室関係の管理経費の全体を示している。ちなみに,

財政規模では,学生数にほぼ比例しており,管理経費支出で見れば,ロスアンジェルス,

サンフランシスコス,デイビス,サンディエゴ,バークレー,アーバイン,サンタバーバ

ラ,リバーサイド,

サンタクルツ,マ

-セヅドの順位に

なるが,これには

医学系の大学院,

大学病院が大きな

変動要因となって

いることは容易に

推察できよう。ま

た,ここには総額

では大きな大学退

職者関係の年金計

画の数字は含めて

いない。

U n iv e r sity o f C a lifo r n ia 2 0 0 2 年 2 0 0 1 年

① 学 部 学 生 数 (秩 ) 1 4 8 ,0 2 4 千 ドル 1 4 1 ,3 6 6 千 ドル

② 大 学 院 生 数 (秋 ) 4 3 ,8 7 9 千 ドル 4 1 ,9 8 9 千 ドル

③ 学 生 総 数 (秋 ) 1 9 1 ,9 0 3 千 ドル 1 8 3 ,3 5 5 千 下 ル

④ エ ク ス テ ン シ ョ ン学 生 数 3 8 9 ,3 6 1 千 ドル 4 4 4 ,1 0 2 千 下 ル

⑤ 教 職 員 総 数 1 1 4 ,2 8 2 千 ドル 1 0 8 ,8 2 7 千 ドル

⑥ 主 要 収 入 源

a . 学 生 納 付 金
1′0 1 4 ,1 2 4 ドル 9 8 3 ,1 9 8 ドル

ち. 基 金 . 契 約 金 3 ,2 0 9 ,6 6 9 ドル 2 ,8 8 6 ,5 0 1 ドル

C . 医 療 . 補 助 活 動 等 4 ,6 0 6 ,7 0 2 ドル 4 ,2 2 7 ,2 9 9 ドル .

d . 州 教 育 等 歳 出 予 算 3 ,4 4 9 ,8 5 1 ドル 3 ,2 5 8 ,0 6 7 ドル

e . 個 人 寄 付 金 3 5 8 ,3 1 5 ドル 5 2 7 ,0 2 6 ドル

∫. 資 本 寄 付 金 . 補 助 金 2 4 9 ,1 6 6 ドル 4 6 5 ,7 0 4 ドル

g . エ ネ ル ギ ー 研 究 所 部 門 3 ,5 9 3 ,3 7 4 ドル 3 ,1 0 1 ,4 9 7 ドル

注: University of California, Facts in I〕rief, wwvv.i】coD.edu/より.なお,

これらの数字をより詳細に理解するために, pniversity of California, A

Centuγ ofDiscovery, 1998/1999 Ann ual Financial Reportを参照した。

2001年から02年にかけて学生数,大学院生数など順調に伸びており,学生数の受け入

れに努力していることが分かる。上は大学の主な収入源のリストであるが, b.基金・契約

金には,連邦政府,州政府,地方政府,個人からの補助金収入を意味するOまた,エネル

ギー研究所部門とは,合衆国エネルギー庁(DOE)との契約によるもので, Lawrence

Livermore National Laboratory, Los Alamos National Laboratoryなどの研究所を実質

的に運営すること・に対する対価である。国家核安全保障などの国家的なエネルギー研究事

業に組み込まれているこれらの研究所からの収入の巨額であることは当然であろう。

こうして見ると,カリフォルニア大学は,州立大学とはいえ,実際に州の歳出予算から

の収入は全体の中で占める割合が4分の1程度の小さなものであることが分かる。キヤン
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パス別に見ればバークレー校などはさらに割合が低いのである。さらに,上からは個人か

らの寄付金や資本金からの寄付金収入が落ち込んでいることが分かるが,これらは当然の

こと国内や州内の経済状況を如実に反映しているものと思われる。

次に大学全体の支出を見てみよう。

ここで窺える　UniversityofCalifornia支也(単位:千ドル)

ことは,教育費に

匹敵する巨額な

研究のための支

出が計上されて

いることである。

この辺りに研究

大学としての存

在が明確になっ

分 野別 支 出 20 0 2 年 2 00 1 年

a . 2,6 0 3 ,9 7 3 ドル 2 ,5 5 4 ,4 50 ドル

b . 研 究 費 2 ,4 17 ,6 3 8 ドル 2 ,2 0 7 ,9 2 2 ドル

C. 社 会 サー ビス 4 4 4 ,9 3 2 ドル 3 8 8,18 8 ドル

a . 学 生 奨学 金 3 17,8 8 8 ドル 2 79 ,6 6 3 ドル

e . メデ ィカル . セ ンター 2 ,8 2 6 ,18 5 ドル 2,6 7 2 ,4 4 8 ドル

∫. 学術 支援 9 8 6 ,3 4 2 ドル 2 7 9,6 6 3 ドル

ど. その他 2 ,7 7 7 ,8 1 7 ドル 2 ,6 4 5 ,3 1 3 ドル

h . エ ネル ギ I 研究 所 部 門 .i 3 ,5 6 3,15 7 ドル 3,0 7 0 ′37 9 ドル

注　University of California, Berkeley, General Catalog, 2001-03, p. 71.

ている。 ど.その他

には,施設の維持費,減価償却費,機関支援,外部事業費,補助的事業乱学生サービス

などの項目が該当する。社会サービスや学生への奨学金も小さくない数字である。仮に全

学生の3人のうち1人が奨学金を受領するとして単純計算すれば,一人の受領額は約5,000

ドルにもなる数字である。また,エネルギー研究所部門も大学の会計上は最大の支出先で

あるが,差し引きの合計では3,000万ドル以上の余剰金を生み出していることが分かる。

このように世界的な存在感のあるカリフォルニア大学であるが,その財務内容は比較的

に少額とはいえ,州に依存していることが理解できるし,また他方で,自助努力が極めて

重要であることは,寄付金の額を見ただけで理解できるのである。ちなみに2001年の価

人からの寄付金だけでも,日本円に換算して約358億円余にも達するのである。これは主

要なキャンパスの寄付金収入額が多いためであり, 10キャンパス全てで順調な寄付金が集

まっているわけではない。

カリフォルニア大学の学生の要する年間の経費14は,大学寮に住む場合を想定した大学

の公式な見積りでは, ①部屋代と食事代10,046ドル, ②書籍代等1,072ドル, ③個人的

経費1,130ドル, ④交通費590ドル,合計生活費12,838ドル。これに, ⑤授業料3,628

ドル, ⑥健康保険460ドルとなっていて,州民の場合は年間15,272ドルとなり,かなり

格安で質の高い,設備の整った大学で教育を受けることが可能となる。他方,州民以外の

場合は26,346ドルという計算である。州民以外は,文字通りカリフォルニア州以外の学

生や留学生などが該当するが,有力な私立大学と肩を並べるほどのかなりな高額な勉学経

費となる。したがって,州外学生の授業料と州内学生の授業料との差額は,州や大学の自

助努力によって可能になるのであるO言うまでもなく,州からの全ての資金は,第一義的

に教育のための予算である。

これだけの授業料で,大学は学生-人当たり23,648もの予算を計上していることにな
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る。公立セクター内は言うまでもなく, K-12から見ても突出した予算である。ここに公立

大学の頂点に立つ大学としての使命が明確に確認できる。しかし,税金に大きく依存する

大学では,大学はその税収の多寡によって大学の命運が左右されることになる。特に現在

のような経済が下降を示している時は,しかも学生が急増するという時代は,まさに困難

な時代の始まりである。ミシガン大学が,この財政を健全化するめに-人当たり10,000

ドル以上も余分に収入の見込める州外の学生を20%以上も入学させているこの政策は,大

学にとっては背に腹はかえられないということであるが,州民の不満は当然のことである

が,噴出しよう。大学の優秀さを保つべく運営するのがよいのか,州民のために門戸を開

放することが重要なのか,公立大学セクターに課せられた問題は,財政問題一つとっても

重要な問題であることが指摘できよう。その意味で,カリフォルニア州の大学は,公立セ

クターの大学は,まことに現在の時代の抱える教育問題であり,また財政問題そのもので

もある。

7.おわりに

2003年1月,カリフォルニア州知事グレイ・デイビス氏(Gray Davis,民主党)は,

高等教育の予算獲得に全力投球し, Gray Davis's Sunny Californiaとして報道された彼の

知事予算原案を作り上げた。かくて,その予算案は史上最大規模の知事原案となって州民

を驚かせた。その教育予算の編成では,もちろん教育費全体が伸びており,州の予算の約

50%を確保しているのが売り物であるが,今,この予算は州議会で討議に付されている。

だが一方,最近の高等教育の専門誌「高等教育クロニクル」によれば15,全米の各州の

公立セクターの高等教育への予算案が極めて危機的な状況になってきたことを伝えている。

1980年にあった州の予算配分の全米平均9.8%の高等教育への投入は, 2000年には6.9%

に落ちているという。例えば,ペンシルベニア州立大学(PennStateU.)は,大学予算の

中の州からの配分は1990年の21%から2002年には13%へ落ち,ワシントン大学(UW)

は35%から28%へと急落しており,ウィスコンシン大学では36%から31%へと低下して

いるというのである。

他方,大学はその基盤とする州からの予算配分が十分になければ,大学は自助努力をす

る以外にないo授業料の値上げは,その即効性の奉る手段であるが,事実,上の3つの大

学ともこの10年間で約3-7%上昇しているO私学化(Privatization)の流れと,経費の

削減はこれからの大学財政の課題であろう。さらに,寄付金の収入が増加しており,州か

らの配分の不足分を補い助ける役割を担っている1990年に比較すれば,当時の3倍から

4倍の寄付金を集めることにこれらの大学では成功している。だが,その寄付金の総額は,

失った州からの予算配分の額から見れば,ケタ違いであることも明白である。つまり埋め

ることができないのである。
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今,アメリカ経済の状況は日ごとに厳しさを増している。大学を目指す若者は,多くの

州でまだまだ増え続けるという推計である。アメリカの高等教育の屋台骨である州立大学,

公立のセクターの大学は,新しい世紀の初めの10年間において今までに経験しなかった

ような試練の時代を迎えている。

カリフォルニアの大学もまた同様である。だが,高等教育マスタープランは守らねばな

らない。大学人の誰もがそう信じて,今,懸命に闘っている。

注

Census 2000 Summary File 1, www.census.gov/

2高等教育マスタープランに関しては,多くの研究書がある。 Neil J.Smelser&Gabriel Almond, ed.

Public Higher Education in California. Berkeley, University of California Press.は代表的なもの。

Sheld占n Rothblatt, ed. The OECD, the Master Plan and the California Dream: A Berkeley

Conversation, Center for Studies in Higher Education, University of California, Berkeley, 1992も参照。

California Postsecondary Education Commission, Providing For Progress, -California Higher

Education Enrollment Demand andResources into 21st Century, 2000, p. 21.
これらの数字は, CPECのBaselineという標準的な数字であり,他に数字を低めに推計したLew
Alternativeという推計があるが,ここでは標準の推計を採用しておきたい.
4文部省『文部統計要覧』 (平成13年版)平成12年　82-83頁.
5デイヴイッドW.プレネマン宮田敏近訳『リベラルアーツ・カレッジ』 (玉川大学出版部, 1996年),
46頁。なお,本書はもともと人口減少期の大学の財政的危機を扱っている。特に第2章は, 「財政小史」
という本稿の課題と直接に重なっていて参考となった.

John Audrey Douglass, The California Idea andA皿erican Higher Education, -1850 the 1960Master

Plan. Stan ford, Stanford University Press, 2000. pp.355-357.
7 Kevin Woolfork, CPEC, California聯er Education Budget Cycles: A Look at the伽amics of
Todays Budget Crisis. Apresentation to the Center for Studies in Higher Education, University of

California, Berkeley, January 29, 2002.

LAO (Legislative Analyst's Office)は, 16人のメンバーからなる州議会の両院委員会で,主に知事の
予算案を専門家によって分析し,そのレビューの結果を　2　月未までに公表する。
www lao.ca.eov/1月ofaots.htm　による.

9 california Ck⊃mmunity College, Chancellor's Office, 2000-01 Statewide Bu癖t Information
Workshops. August, 2000.
Chronicle ofHigher Education, October 18, 2002, pp.A24-26.
ll Proposition 98は　Classroom Instructional Improvement and Accountability Act.と呼ばれる1998
年に州民投票で成立した条例であり, K-12教育とコミュニティーカレッジも含む。州予算からこれらの

教育費の大幅な削減を防(・役割を果たす。

12 The California State University, Feasibility Study on Year-Iわund Operations, The California State

University, -A Report to the Joint Legislati摺Budget Committee, April 2000,

13 Us News & World Report, America 's Best Colleges, 2003 Editioq p.87.

u Chronicle ofHigher Education, February 28, 2003. pp.A.22-24
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e
n
t
o
f
th
e
C
o
m
m
o
n
w
e
a
lt
h
C
O
M
M
O
N
W
E
A
L
T
H
T
E
R
T
IA
R
Y
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
u
s
tr
al
ia
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a
N
o
v
.1
9
8
6
2
9
1

o
f 
A
u
st
ra
li
a

C
O
M
M
IS
S
IO
N
:
R
e
v
ie
w
o
f
E
庁
ic
ie
n
c
y
an
d

E
ff
e
c
ti
v
e
n
e
ss
in
H
ie
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n

P
u
b
li
s
h
in
g
S
e
rv
ic
e

N
o
.2

th
e
O
斤
"ic
e
o
f
L
e
g
is
la
ti
v
e
D
ra
ft
in
g
,
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
F
u
n
d
in
g
A
ct
1
9
8
8
‥
A
ct
N
o
.2
o
f
th
e
O
庁
ic
e
o
f
L
e
g
is
la
ti
v
e

C
a
n
b
e
rr
a

不
明

13
7

A
tt
o
rn
e
y
-
G
e
n
er
a
l
s
D
e
p
a
rt
m
e
n
t,

C
an
b
e
rr
a

19
8
9
a
s
a
m
e
n
d
e
d

D
ra
ft
in
g
,
A
tt
o
r
n
e
y
-
G
e
n
e
ra
l
s

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
,
C
an
b
er
ra

N
o
.3

A
u
st
ra
li
a
n
S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
e
c
h
n
o
lo
g
y
A
re
p
o
rt
to
th
e
P
ri
m
e
M
in
is
te
r
b
y
th
e
A
u
st
ra
li
a
n
C
o
m
m
o
n
w
e
a
lt
h
G
o
v
e
rn
m
e
n
t
C
a
n
b
e
rr
a
F
e
b
,1
9
8
7

7
2

C
o
u
n
c
il
(A
S
T
E
C
)

S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
e
ch
n
o
lo
g
y
C
o
u
n
c
il
:I
M
P
R
O
V
IN
G

T
H
E
R
E
S
E
A
R
C
H
P
E
R
F
O
R
M
A
N
C
E
O
F

A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
IE
S
A
N
D
O
T
H
E
R

H
IG
H
E
R
E
D
U
C
A
T
IO
N
IN
S
T
IT
U
T
IO
N
S

P
ri
n
te
r

N
o
.4

c
ir
c
u
la
te
d
b
y
T
h
e
H
o
n
.
J
S
D
aw
k
in
s

M
P
‥
M
in
is
te
r
fo
r
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
,

E
d
u
c
a
ti
o
n
a
n
d
T
ra
in
in
g

H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n
:
a
p
o
li
cy
d
is
c
u
ss
io
n
p
ap
e
r

A
u
st
ra
li
a
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

P
u
b
li
sh
in
g
S
er
v
ic
e

C
a
n
b
e
rr
a
D
e
c
,1
9
8
7
1
2
6

N
o
.5

c
ir
cu
la
te
d
b
y
T
h
e
H
o
n
.
J
S
D
a
w
k
in
s

M
P
‥
M
in
is
te
r
fo
r
E
m
p
lo
y
m
e
n
t,

E
d
u
c
at
io
n
a
n
d
T
ra
in
in
g

H
IG
H
E
R
E
D
U
C
A
T
IO
N
‥
a
p
o
li
cy
st
a
te
m
e
n
t

A
u
st
ra
li
a
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

P
u
b
li
s
h
in
g
S
e
rv
ic
e

C
a
n
b
e
rr
a
J
u
ly
,1
9
8
8
1
6
S

N
o
.6
T
h
e
H
o
n
.
D
r
D
.A
.
K
e
m
p
M
P

K
n
o
w
le
d
g
e
a
n
d
In
n
o
v
a
ti
o
n
:
A
p
o
li
c
y
st
at
e
m
e
n
t
o
n
M
in
is
te
r
fo
r
E
d
u
ca
ti
o
n
,
T
ra
in
in
g
不
明

D
e
c
,1
9
9
9

2
9

re
se
a
rc
h
a
n
d
re
se
ar
c
h
tr
a
in
in
g

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.7
T
h
e
H
o
n
.
D
r
K
e
m
p
M
P
‥
M
in
is
te
r
fo
r
K
n
o
w
le
d
g
e
a
n
d
In
n
o
v
at
io
n
:
A
p
o
li
cy
st
at
e
m
e
n
t
o
n
J
.S
M
c
M
il
la
n
P
ri
n
ti
n
g
G
ro
u
p
C
an
b
e
rr
a
D
e
c
,1
9
9
9

2
9

E
d
u
c
a
ti
o
n
,
T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s
r
e
se
a
rc
h
a
n
d
re
s
e
ar
ch
tr
a
in
in
g

N
o
.8
不
明

N
A
T
IO
N
A
L
P
R
O
T
O
C
O
L
S
F
O
R
H
IG
H
E
R

E
D
U
C
A
T
IO
N
A
P
P
R
O
V
A
L
P
R
O
C
E
S
S
E
S

不
明

不
明

M
a
r
,2
0
0
0

14

N
o
.9
C
o
m
m
o
n
w
e
al
th
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

B
A
C
K
IN
G
A
U
S
T
R
A
L
IA
S
A
B
IL
IT
Y
:
A
N

IN
N
O
V
A
T
IO
N
A
C
T
IO
N
P
L
A
N
F
O
R
T
H
E

P
a
ra
g
o
n
P
ri
n
te
rs
A
u
s
tr
a
la
si
a
不
明

2
0
0
1

2
4

教
育
省
(D
E
S
T
.D
E
E
T
.D
E
T
Y
A

N
o
.1
0
D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
m
p
lo
y
m
e
n
t,

N
a
ti
o
n
a
l
R
e
p
o
rt
o
n
A
u
st
ra
li
a
s
H
ig
h
e
r
E
d
u
ca
ti
o
n
A
u
st
ra
li
a
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a

19
9
3
4
0
0

E
d
u
c
at
io
n
a
n
d
T
ra
in
in
g
H
iE
h
e
r

S
e
c
to
r

P
u
b
li
sh
in
g
S
e
rv
ic
e

N
o
.l
l
T
h
e
H
o
n
.
P
e
te
r
B
a
ld
w
in
,
M
.P
.

A
ss
e
ss
m
e
n
t
o
f
th
e
R
e
la
ti
v
e
F
u
n
d
in
g
P
o
si
ti
o
n
o
f
M
in
is
te
r
fo
r
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n
不
明

A
u
g
,1
9
9
0

3
2

A
u
st
ra
li
a
s
H
ig
h
er
E
d
u
c
a
ti
o
n
In
st
it
u
ti
o
n
s

a
n
d
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
S
e
rv
ic
e
s
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資
料
番
号

著
者
名

タ
イ
ト
ル

発
行
所

発
行
場
所

発
行
年
ペ
ー
ジ

N
o
.1
2
N
A
T
IO
N
A
L
O
F
F
IC
E
O
F
O
V
E
R
S
E
A
S
C
O
U
N
T
R
Y
E
D
U
C
A
T
IO
N
P
R
O
F
IL
E
S
:

A
u
st
ra
li
an
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a
D
e
c
,1
9
9
1

3
8

S
K
IL
L
S
R
E
C
O
G
N
IT
IO
N
‥
D
e
p
a
rt
m
e
n
t

o
f 
E
m
p
lo
y
m
e
n
t,
E
d
u
ca
ti
o
n
a
n
d

A
U
S
T
R
A
L
IA

P
u
b
li
sh
in
g
S
e
rv
ic
e

N
o
.1
3
D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
T
ra
in
in
g
N
A
T
IO
N
A
L
P
R
O
T
O
C
O
L
S
F
O
R
H
IG
H
E
R

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
ca
ti
o
n
,

不
明

2
0
0
0

2
4

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

E
D
U
C
A
T
O
N
A
P
P
R
O
V
A
L
P
R
O
C
E
S
S
E
S

T
r
ai
n
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.1
4

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
In
d
u
s
tr
y
,
S
c
ie
n
c
e
a
n
d
A
u
s
tr
a
li
a
n
S
c
ie
n
c
e
&
T
e
c
h
n
o
lo
g
y
A
T
A
G
L
A
N
C
E
D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
In
d
u
s
tr
y
,
S
c
ie
n
c
e
不
明

Ja
n
,2
0
0
0

6
4

R
e
so
u
r
c
e
s
S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
e
c
h
n
o
lo
g
y

P
o
li
cy
B
ra
n
c
h

2
0
0
0

a
n
d
R
e
s
o
u
rc
e
s
S
c
ie
n
c
e
a
n
d

T
e
ch
n
o
lo
g
y
P
o
li
c
y
B
ra
n
c
h

N
o
.1
5
D
ep
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,
T
ra
in
in
g
N
A
T
IO
N
A
L
P
R
O
T
O
C
O
L
S
F
O
R
H
IG
H
E
R

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,

不
明

M
a
r,
2
0
0
0

1
3

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

E
D
U
C
A
T
O
N
A
P
P
R
O
V
A
L
P
R
O
C
E
S
S
E
S

T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.1
6
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,
T
ra
in
in
g
A
Q
u
a
li
ty
A
s
su
r
an
c
e
F
ra
m
e
w
o
rk
fo
r
A
u
st
ra
li
a
n
D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
.

不
明

O
c
t.
2
0
0
0

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

U
n
iv
e
r
si
ti
e
s

T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.1
7
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,
T
ra
in
in
g

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

T
h
e
E
IP
S
ty
le
G
u
id
e

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,

T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

不
明

O
c
t.
2
0
0
0

4
3

N
o
.1
8
D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
O
F
E
D
U
C
A
T
IO
N
,
E
d
u
c
a
ti
o
n
a
l
P
ro
fi
le
s
2
0
0
1
,
E
d
u
c
a
ti
o
n
a
l
P
r
o
fi
le
s
D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
O
F

不
明

2
0
0
1

5
9

T
R
A
N
N
G
A
N
D
Y
O
U
T
H
A
F
F
A
R
S
S
tu
d
e
n
t
L
o
a
d
D
a
ta
C
o
ll
e
c
ti
o
n
F
o
r
th
e
2
0
0
2
-
2
0
0
4
E
D
U
C
A
T
IO
N
,
T
R
A
IN
IN
G
A
N
D

T
n
e
n
n
iu
m

Y
O
U
T
H
A
F
F
A
IR
S

N
o
.1
9

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
S
c
ie
n
c
e
an
d
B
A
C
K
IN
G
A
U
S
T
R
A
L
IA
S
A
B
IL
IT
Y
:
R
e
a
l
R
e
su
lt
s
D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,

不
明

2
0
0
1

6
3

T
ra
in
in
g

R
e
a
l
J
o
b
s:
T
h
e
G
o
v
e
rn
m
e
n
t
s
In
n
o
v
a
ti
o
n
R
e
p
o
rt

2
0
0
1-
2
0
0
2

S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
r
ai
n
in
g

N
o
.2
0
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
S
ci
e
n
c
e
a
n
d

T
ra
in
in
g

B
A
C
K
IN
G
A
U
S
T
R
A
L
IA
S
A
B
IL
IT
Y

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,

S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
r
a
in
in
g

不
明

不
明

2
6

N
o
.2
1
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,
S
c
ie
n
c
e
a
n
d
S
y
st
e
m
p
la
n
n
in
g
a
n
d
fu
n
d
in
g
:
P
o
li
c
y
re
v
ie
w
a
n
d
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,

不
明

不
明

4
T
ra
in
in
g

b
u
d
g
e
t
d
e
c
is
io
n

S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
r
a
in
in
g

N
o
.2
2
T
h
e
H
o
n
ー
D
r
D
a
v
id
K
e
m
p
:
M
in
is
te
r
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
:
R
e
p
o
rt
fo
r
th
e
2
0
0
1
to
2
0
0
3
M
in
is
te
r
fo
r
E
d
u
c
at
io
n
,
T
ra
in
in
g
不
明

2
0
0
1
1
4
7
ー
2
5
0

fo
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
T
r
ai
n
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
tn
e
n
n
iu
m

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.2
3

T
h
e
H
o
n
.
D
r
B
r
e
n
d
an
N
el
s
o
n
M
r
:
H
ig
h
e
r
E
d
u
ca
ti
o
n
‥
R
e
p
o
rt
fo
r
th
e
2
0
0
2
to
2
0
0
4
J
.S
M
c
M
il
la
n
P
ri
n
ti
n
g
G
ro
u
p
C
a
n
b
e
rr
a
¥′
ta
r,
2
0
0
2
1
8
5

M
in
is
te
r
fo
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
S
c
ie
n
c
e
a
n
d

T
r
a
in
in
g

T
r
ie
n
n
iu
m

N
o
.2
4
h
ig
h
e
r
e
d
u
c
at
io
n
D
E
T
Y
A
A
U
S
T
R
A
L
IA
E
X
P
L
A
N
A
T
IO
N
O
F
T
H
E
R
E
L
A
T
IV
E
F
U
N
D
IN
G
h
ig
h
e
r
e
d
u
c
a
ti
o
n
D
E
T
Y
A

不
明

不
明

○
M
O
D
E
L
(R
F
M
)

A
U
S
T
R
A
L
IA

N
o
.2
5
A
U
S
T
R
A
LI
A
N
S
U
N
IV
E
R
S
T
IE
S

S
IX
T
H
R
E
P
O
R
T
O
F
T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

A
u
st
ra
ia
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a
M
ay
,1
9
7
5
1
-
4
7
4

C
O
M
M
S
S
IO
N

C
O
M
M
IS
S
IO
N

P
u
b
li
sh
in
g
S
er
v
ic
e

N
o
.2
6
T
E
R
T
IA
R
Y
E
D
U
C
A
T
IO
N

1
9
8
5
-
8
7
T
R
IE
N
N
IU
M
:
S
U
P
P
L
E
M
E
N
T
A
R
Y

A
u
s
tr
a
li
an
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a
M
a
r,
1
9
8
5

9
0

C
O
M
M
IS
S
IO
N

R
E
P
O
R
T
F
O
R
1
9
8
6
A
N
D
1
9
8
7

P
u
b
li
sh
in
g
S
er
v
ic
e

N
o
.2
7
H
ig
h
er
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
u
n
c
il

H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
:
T
h
e
C
h
a
ll
e
n
g
in
g
s
A
h
e
a
d

A
u
s
tr
al
ia
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

P
u
b
li
sh
in
g
S
e
rv
ic
e

C
a
n
b
e
rr
a
D
e
c
,1
9
9
0

∠1
8
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著
者
名

タ
イ
ト
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発
行
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発
行
場
所

発
行
年

、、
I

ペ
-
ニ/

N
o
.2
8

N
a
ti
o
n
al
B
o
a
rd
o
f
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
,

N
at
io
n
a
l
B
o
ar
d
o
f
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
,
E
d
u
c
at
io
n
a
n
d

A
u
st
ra
n
a
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

C
a
n
b
e
rr
a

1
9
9
0

12
6

E
d
u
c
at
io
n
a
n
d
T
ra
in
in
g

T
r
ai
n
in
g
‥
A
n
n
u
al
R
e
p
o
rt
19
8
9
-
9
0

P
u
b
li
s
h
in
g
S
e
rv
ic
e

N
o
.2
9

C
o
m
m
it
te
e
fo
r
In
te
rn
at
io
n
a
l
a
n
d

R
e
s
e
ar
c
h
In
fr
a
st
ru
ct
u
r
e
E
q
u
ip
m
e
n
t
a
n
d
F
a
c
il
it
ie
s

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,

不
明

不
明

1
5

N
a
ti
o
n
a
l
C
o
o
p
e
ra
ti
o
n
o
f
th
e

A
u
s
tr
a
li
an
R
e
se
a
rc
h
C
o
u
n
c
il

P
ro
g
ra
m
,
S
e
le
ct
io
n
R
e
p
o
rt
1
9
9
9
g
r
an
ts

T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.3
0

A
u
s
tr
a
li
an
R
e
se
a
rc
h
C
o
u
n
c
il
′

R
e
s
e
a
rc
h
In
丘~
a
st
ru
ct
u
r
e
E
q
u
ip
m
e
n
t
a
n
d
F
ac
il
it
ie
s

A
u
st
ra
li
a
n
R
e
se
a
rc
h
C
o
u
n
c
il
/

不
明

不
明

1
7

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
T
ra
in
in
g

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

S
c
h
e
m
e
,
G
u
id
e
li
n
e
s
fo
r
Y
e
a
r
2
0
0
1
G
r
a
n
ts

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
ca
ti
o
n
,

T
ra
in
in
g
an
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.3
1

H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
u
n
c
il

T
h
e
Q
u
a
li
ty
o
f
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n

A
u
st
ra
li
a
n
G
o
v
e
rn
m
e
n
t

P
u
b
li
sh
in
g
S
e
rv
ic
e

C
a
n
b
e
rr
a

F
e
b
,1
9
9
2

8
8

N
o
.3
2

H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
u
n
c
il

H
IG
H
E
R
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
c
h
ie
v
in
g
Q
u
a
li
ty

A
u
st
r
al
ia
n
G
o
v
er
n
m
e
n
t

P
u
b
li
sh
in
g
S
e
rv
ic
e

C
a
n
b
e
rr
a

O
c
t
.1
9
9
2

1
8
9

N
o
.3
3
′

A
N
N
IE
B
A
R
T
L
E
T
T
,
S
U
S
A
N
N
E

P
r
e
p
a
ri
n
g
S
tu
d
e
n
ts
fo
r
G
ra
d
u
a
te
S
tu
d
y
‥
to
h
it
th
e

S
o
u
th
w
o
o
d
P
r
e
s
s

不
明

1
9
9
9

14
5

H
O
L
Z
K
N
E
C
H
T
a
n
d
A
L
IS
O
N

C
U
M
M
IN
G
T
H
O
M

gr
o
u
n
d
r
u
n
n
in
g
a
g
u
id
e
fo
r
te
a
ch
e
rs

N
o
.3
4

ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

A
N
N
U
A
L
R
E
P
O
R
T
19
9
9

D
P
E
D
U
C
A
T
O
N
A
U
S
T
R
A
L
A

不
明

2
0
0
0

3
6

N
o
.3
5

ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

S
k
il
le
d
fo
r
S
U
C
C
E
S
S
:
A
g
u
id
e
to
v
o
c
at
io
n
al

e
d
u
c
at
io
n
a
n
d
tr
a
in
in
g
in
A
u
st
ra
li
a
2
0
0
0
ー
2
0
0
1

D
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
A

不
明

2
0
0
0

6
0

N
o
.3
6

ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

A
u
st
ra
li
a
n
st
u
d
y
O
p
p
o
rt
u
n
it
ie
s
2
0
0
1

ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

不
明

2
0
0
1

2
3
5

N
o
.3
7

ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

ID
P
E
d
u
c
a
ti
o
n
a
l
P
ro
m
o
ti
o
n
s
2
0
0
1
E
v
e
n
t
C
a
le
n
d
a
r
ID
P
E
D
U
C
A
T
IO
N
A
U
S
T
R
A
L
IA

不
明

2
0
0
1

4

N
o
.3
8

ID
P

ID
P
P
u
b
li
ca
ti
o
n
s
P
r
o
g
ra
m
2
0
0
1

ID
P

不
明

2
0
0
1

3

N
o
.3
9

A
u
st
ra
li
a
n
R
e
s
e
a
rc
h
C
o
u
n
c
il
′

R
e
se
ar
c
h
In
fr
a
s
tr
u
c
tu
re
E
q
u
ip
m
e
n
t
an
d
F
a
c
il
it
ie
s

A
u
st
ra
li
an
R
e
se
ar
c
h
C
o
u
n
c
il
′

不
明

不
明

14

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
,
T
r
a
in
in
g

a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
ai
rs

S
c
h
e
m
e
A
p
p
li
c
at
io
n
F
o
rm
fo
r
Y
e
ar
2
0
0
1
G
ra
n
ts

D
e
p
ar
tm
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,

T
r
ai
n
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
私
ir
S

そ
の
他
省
庁

N
o
.4
0

C
IR
C
U
L
A
T
E
D
B
Y
S
E
N
A
T
O
R
T
H
E

S
C
IE
N
C
E
A
N
D
T
E
C
H
N
O
L
O
G
Y
B
U
D
G
E
T

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
O
F
IN
D
U
S
T
R
Y
,
C
A
N
B
E
R
R

A

2
0
0
0
1
.1
】
6
.8
2

H
O
N
O
U
R
A
B
L
E
N
IC
K
M
IN
C
H
IN

M
IN
IS
T
E
R
F
O
R
IN
D
U
S
T
R
Y
,

S
C
IE
N
C
E
A
N
D
R
E
S
O
U
R
C
E
S

S
T
A
T
E
M
E
N
T
2
0
0
0
-
2
0
0
1

S
C
E
N
C
E
A
N
D
R
E
S
O
U
R
C
E
S

A
U
Q
A

N
o
.4
1

D
a
v
id
W
o
o
d
h
o
u
s
e

A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
IE
S
Q
U
A
L
IT
Y

A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
er
si
ti
e
s
Q
u
a
li
ty

不
明

Iu
ly
,2
0
0
1

1
1
5

A
G
E
N
C
Y
:
A
U
D
IT
M
A
N
U
A
L
V
er
s
io
n
0

A
ge
n
c
y

N
o
.4
2

A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
Q
u
a
li
ty

A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
IE
S
Q
U
A
L
IT
Y

A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
er
si
ti
e
s
Q
u
a
li
ty

不
明

Ja
n
.2
0
0
2

4
1

A
g
e
n
cy

A
G
E
N
C
Y
:
R
e
p
o
rt
o
f
a
n
A
u
d
it
o
f
th
e
A
c
cr
e
d
it
a
ti
o
n

F
u
n
c
ti
o
n
o
f
th
e
Q
u
e
e
n
sl
an
d
O
鰯
c
e
o
f
H
ig
h
e
r

A
g
e
n
c
y



I

J
-
'

く
⊃

0
0 1

資
料
番
号

著
者
名
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発
行
所

互
豆
Jl
'.叶

発
行
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へ
-
ン

N
o
.4
3

A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
Q
u
a
li
ty

W
O
R
K
IN
G
D
R
A
F
T
-
V
E
R
S
IO
N
1
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
A
u
s
tr
a
li
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
Q
u
a
li
ty
不
明

F
e
b
,2
0
0
2

9
0

A
g
e
n
c
y

U
N
IV
E
R
S
IT
IE
S
Q
U
A
L
IT
Y
A
G
E
N
C
Y
:
A
U
D
IT

M
A
N
U
A
L

A
g
e
n
cy

N
o
.4
4
A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
er
s
it
ie
s
Q
u
a
li
ty

A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
IE
S
Q
U
A
L
IT
Y

A
u
s
tr
al
ia
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
Q
u
a
li
ty
不
明

M
a
y
,2
0
0
2
10
1

A
g
e
n
cy

A
G
E
N
C
Y
:
A
U
D
IT
M
A
N
U
A
L
V
e
rs
io
n
1

A
g
e
n
cy

A
V
C
C

N
o
.4
5
A
V
一
c
c

A
V
-
C
C
P
u
b
ic
a
ti
o
n
s

A
V
-
C
C

不
明

M
a
y
,1
9
9
7

7

N
o
.4
6

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
O
D
E
O
F
E
T
H
IC
A
L
P
R
A
C
T
IC
E
in
th
e
p
ro
v
is
io
n
A
u
s
tr
al
ia
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

A
u
g
,1
9
9
8

1
3

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
s
tr
a
li
a
s
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n
to
In
te
rn
at
io
n
al
S
tu
d
e
n
ts
b
y

C
o
m
m
it
te
e
,
t
h
e
c
o
u
n
c
il
o
f

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

N
o
.4
7

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
ce
ll
o
rs

O
u
r
U
n
iv
er
si
ti
e
s
‥
O
u
r
F
u
tu
re
A
n
A
V
C
C
d
is
c
u
s
si
o
n
A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
r
s
不
明

D
e
c
,2
0
0
0

2
2

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
ci
l
o
f
A
u
s
tr
a
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

p
ap
e
r

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
a
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

N
o
.4
8
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
r
s
C
o
m
m
it
te
e
K
E
Y
A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

J
u
l,
2
0
0
0

5
3

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
s
tr
a
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
r
e
si
d
e
n
ts

S
T
A
T
IS
T
IC
S
o
n
A
u
st
ra
li
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
Ju
ly
2
0
0
0
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

N
o
.4
9
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

A
V
ー
C
C
S
T
A
F
F
D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T
&
T
R
A
IN
IN
G
A
u
s
tr
al
ia
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
r、
S
,
不
明

2
0
0
1

1
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
co
u
n
c
il
o
f
A
u
s
tr
al
ia
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
r
e
si
d
e
n
ts

P
R
O
G
R
A
M
,
N
o
m
in
at
io
n
F
o
rm
2
0
0
1
P
ro
g
ra
m
s
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
a
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

N
o
.5
0

A
u
st
ra
li
an
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
er
si
ty
p
re
s
id
en
ts

D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
B
u
ll
e
ti
n
2
0
0
0
D
E
C
E
M
B
E
R

A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
an
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

不
明

D
e
c
,2
0
0
1

4

N
o
.5
1
A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

A
V
ー
C
C
S
T
A
F
F
D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T
&
T
R
A
IN
IN
G
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

2
0
0
1

o
C
o
m
m
it
t
e
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
r
e
si
d
e
n
ts

P
R
O
G
R
A
M
,
E
汀
e
c
ti
v
e
U
n
iv
e
rs
it
y
L
ea
d
e
rs
h
ip

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
co
u
n
c
il
o
f

A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
er
si
ty
p
re
si
d
e
n
ts

N
o
.5
2

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
an
c
e
ll
o
r
s

A
V
-
C
C
S
T
A
F
F
D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T
&
T
R
A
IN
IN
G
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

2
0
0
1

o
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
s
tr
al
ia
s
P
R
O
G
R
A
M
,
L
e
a
d
e
rs
h
ip
P
ro
g
r
am
fo
r
M
id
d
le

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
si
d
e
n
ts

M
a
n
a
g
e
rs

A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
si
d
e
n
ts

N
o
.5
3

A
u
st
ra
li
an
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

A
V
-
C
C
S
T
A
F
F
D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T
&
T
R
A
N
N
G
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

2
0
0
1

o

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
e
r
si
ty
p
re
s
id
e
n
ts

P
R
O
G
R
A
M
,
W
o
m
e
n
in
L
e
a
d
er
sh
ip

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
si
d
e
n
ts

N
o
.5
4

A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
V
IC
E
-
C
H
A
N
C
E
L
L
O
R
S

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
ce
ll
o
rs
不
明

不
明

2
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s
C
O
M
M
IT
T
E
E
(t
h
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
er
si
ty
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

p
re
s
id
e
n
ts
)

A
u
st
ra
li
a
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
r
e
si
d
e
n
ts

N
o
.5
5

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
ce
ll
o
rs

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
U
N
V
E
R
S
T
Y
S
Y
S
T
E
M
A
n
A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
ce
ll
o
r
s
不
明

不
明

5
C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
si
d
e
n
ts

O
v
e
rv
ie
w

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts
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N
o
.5
6

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
r
s

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

A
V
C
C
F
U
N
D
IN
G
T
A
B
L
E

A
u
st
r
al
ia
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
co
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
er
si
ty
p
re
s
id
e
n
ts

不
明

不
明

6

N
o
.5
7

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
an
c
e
ll
o
r
s

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
s
tr
al
ia
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
re
s
id
e
n
ts

A
b
o
u
t
A
V
C
C

A
u
s
tr
al
ia
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
co
u
n
c
il
o
f

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
er
si
ty
p
re
s
id
e
n
ts

不
明

不
明

6

N
o
.5
8

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
ra
li
a
s

u
n
iv
e
rs
it
y
p
r
e
si
d
e
n
ts

A
V
-
C
C
S
ta
ff
L
is
t

A
u
s
tr
al
ia
n
V
ic
e
ー
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e
,
th
e
c
o
u
n
ci
l
o
f

A
u
s
tr
al
ia
s
u
n
iv
er
si
ty
p
re
s
id
e
n
ts

不
Fy
J

ノト
明

I

N
o
.5
9

A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e
-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

A
U
S
T
R
A
L
A
N
C
A
P
IT
A
L
T
E
R
R
T
O
R
Y

A
u
s
tr
a
li
a
n
V
ic
e-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs
不
明

/l
;明

∴
t

C
o
m
m
it
te
e

C
O
R
P
O
R
A
T
IO
N
S
L
A
W
,
A
C
o
m
p
a
n
y
L
im
it
e
d
b
y

G
u
a
ra
n
te
e
a
n
d
n
o
t
h
a
v
in
g
a
s
h
a
re
C
a
p
it
al
.

M
E
M
O
R
A
N
D
U
M
A
N
D
A
R
T
IC
L
E
S
O
F

A
S
S
O
C
IA
T
IO
N
o
f
A
u
st
ra
li
a
n
V
ic
e-
C
h
a
n
c
e
ll
o
rs

C
o
m
m
it
te
e

そ
の
他
全
国
組
紙

N
o
.6
0
G
ra
d
h
n
k

G
r
a
d
S
ta
ts
N
u
m
b
e
r4
,
D
e
c
e
m
b
e
r
1
9
9
9

G
ra
d
li
n
k

不
明

D
e
c
,1
9
9
9

s
N
o
.6
1
G
ra
d
h
n
k

G
r
a
d
u
a
te
C
ar
e
er
s
C
o
u
n
c
il
o
f
A
u
st
r
al
ia

G
r
a
d
h
n
k

不
明

不
明

1
N
o
.6
2
G
ra
d
h
n
k

T
in
s
fo
r
G
ra
d
u
a
te
R
e
cr
u
it
e
rs

G
r
a
d
li
n
k

不
明

不
明

り

N
o
.6
3
N
T
E
U

T
h
e
A
u
st
r
al
ia
n
U
n
iv
er
s
it
ie
s
R
e
v
ie
w
,
V
o
l.
3
8
1
9
9
5
,

N
0
1

N
T
E
U

不
明

19
9
5
表
紙
と
目

次
の
み

N
o
.6
4

N
at
io
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
at
io
n
U
n
io
n
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
R
E
V
IE
W

N
a
ti
o
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

19
9
9

8
0

V
o
lu
m
e
4
2
,4
3
D
o
u
b
le
Is
su
e
,
In
te
rn
a
ti
o
n
a
l
H
ig
h
e
r

E
d
u
c
at
io
n
U
n
iv
er
si
ty
G
o
v
e
rn
a
n
c
e

U
n
io
n

N
o
.6
5
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
R
E
V
IE
W
V
o
lu
m
e
4
3
N
a
ti
o
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

2
0
0
0

4
0

.P
o
s
tg
ra
d
u
at
e
E
d
u
c
a
ti
o
n

U
n
io
n

N
o
.6
6
N
a
ti
o
n
a
l
T
er
ti
a
ry
E
d
u
ca
ti
o
n
U
n
io
n
U
n
h
e
a
lt
h
y
P
la
c
e
s
o
f
L
e
a
rn
in
g
‥
W
o
rk
in
g
in

N
at
io
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a
ju
ly
,2
0
0
0

4
8

A
u
s
tr
a
b
a
n
U
n
iv
e
rs
it
ie
s

U
n
io
n

N
o
.6
7

S
u
b
m
is
s
io
n
fo
r
a
n
d
o
n
b
e
h
a
lf
o
f
th
e
S
e
n
a
te
E
m
p
lo
y
m
e
n
t,
W
o
rk
p
la
c
e
R
e
la
ti
o
n
s
.
S
m
al
l
N
at
io
n
a
l
T
e
r
ti
a
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a
M
ay
,2
0
0
1

9

N
T
E
U
W
o
m
e
n
s
A
c
ti
o
n
C
o
m
m
it
te
e
B
u
s
in
e
ss
a
n
d
E
d
u
c
at
io
n
R
e
fe
re
n
c
e
s
C
o
m
m
it
te
e

In
q
u
ir
y
in
t
o
th
e
c
a
p
a
c
it
y
o
f
p
u
b
li
c
u
n
iv
er
s
it
ie
s
to

m
e
e
t
A
u
st
ra
li
a
s
h
ig
h
e
r
e
d
u
c
a
ti
o
n
n
e
e
d
s

u
n
io
n

N
o
.6
8

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
S
e
n
a
te
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
,
W
o
rk
p
la
ce
R
e
la
t
io
n
s
,
S
m
al
l
N
at
io
n
a
l
T
e
r
ti
a
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a
M
ay
,2
0
0
1

9
3

B
u
s
in
e
s
s
a
n
d
E
d
u
c
a
ti
o
n
R
e
fe
r
e
n
c
e
s
C
o
m
m
it
te
e

in
q
u
ir
y
in
to
T
h
e
C
a
p
a
c
it
y
o
f
P
u
b
li
c
U
n
iv
e
rs
it
ie
s
to

M
e
e
t
A
u
st
ra
li
a
s
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n
N
e
e
d
s

U
n
io
n

I
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N
o
.6
9

S
u
b
m
is
si
o
n
fo
r
a
n
d
o
n
b
e
h
a
lf
o
f
th
e
S
e
n
a
te
E
m
p
lo
y
m
e
n
t
,
W
o
rk
p
la
c
e
R
e
la
ti
o
n
s,
S
m
a
ll
N
a
ti
o
n
a
l
T
er
ti
a
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a
M
ay
,2
0
0
1

2
5

N
T
E
U
In
d
ig
e
n
o
u
s
T
e
r
ti
a
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
B
u
si
n
e
s
s
a
n
d
E
d
u
c
a
ti
o
n
R
e
fe
r
e
n
c
e
s
C
o
m
m
it
te
e
U
n
io
n

P
o
li
cy
C
o
m
m
it
te
e

In
q
u
ir
y
in
to
th
e
c
ap
a
c
it
y
o
f
p
u
b
li
c
u
n
iv
e
rs
it
ie
s
to

m
e
e
t
A
u
s
tr
a
li
a
s
h
ig
h
e
r
e
d
u
c
a
ti
o
n
n
e
e
d
s

N
o
.7
0
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
E
le
c
ti
o
n
2
0
0
1
:
W
h
a
t
w
il
l
u
n
iv
e
rs
it
y
b
e
li
k
e
fo
r

th
e
m
?

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a
N
o
v
.2
0
0
1

3
2

U
n
io
n

N
o
.7
1
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
In
d
u
s
tr
ia
l,
re
s
e
a
rc
h
a
n
d
p
o
li
cy
a
d
v
ic
e
a
n
d

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

不
明

1

a
ss
is
ta
n
c
e

U
n
io
n

N
o
.7
2
N
at
io
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
D
e
c
is
io
n
m
a
k
in
g
in
th
e
N
T
E
U

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n

U
n
io
n

V
ic
to
ri
a

不
明

1

N
o
.7
3
N
at
io
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
E
n
te
r
p
ri
se
b
a
rg
a
in
in
g
-
a
s
u
c
c
e
s
s
st
o
ry
fo
r
th
e

N
T
E
U

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

不
明

1
U
n
io
n

N
o
.7
4
N
at
io
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
M
e
m
b
e
rs
h
ip
b
e
n
e
fi
ts
,
d
is
c
o
u
n
ts
an
d
m
e
m
b
e
r
sh
ip

fe
e
s

N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

不
明

1
U
n
io
n

N
o
.7
5
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
N
T
E
U
T
ra
in
in
g
an
d
p
u
b
li
c
a
ti
o
n
s
-
e
x
c
lu
si
v
e
ly
 f
o
r
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

不
明

1
m
e
m
b
e
rs

U
n
io
n

N
o
.7
6
N
a
ti
o
n
a
l
T
er
ti
a
ry
E
d
u
c
at
io
n
U
n
io
n
A
sp
e
c
ia
li
s
t
u
n
io
n
w
o
rk
in
g
ex
c
lu
si
v
e
ly
in
te
rt
ia
ry
N
at
io
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
V
ic
to
ri
a

不
明

1
e
d
u
c
a
ti
o
n

U
n
io
n

N
o
.7
7
N
a
ti
o
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
at
io
n
U
n
io
n
N
e
w
s
a
n
d
c
u
rr
e
n
t
is
s
u
e
s

N
at
io
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n

U
n
io
n

V
ic
to
ri
a

不
明

1

N
o
.7
8
N
at
io
n
al
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
U
n
io
n
M
e
d
ia
B
ri
e
fi
n
g
:
W
o
r
k
lo
a
d
s
a
n
d
S
tr
e
ss

N
at
io
n
a
l
T
e
rt
ia
ry
E
d
u
ca
ti
o
n

U
n
io
n

V
ic
to
ri
a

不
明

4

N
o
.7
9

T
h
e
In
st
it
u
te
o
f
C
h
a
rt
e
re
d

C
a
re
e
r
A
h
e
a
d
in
A
si
a
-
O
p
p
o
rt
u
n
it
ie
s
a
n
d

In
te
rn
a
ti
o
n
al
G
ra
d
u
a
te

不
明

M
a
y
.2
0
0
0

1
2

A
c
c
o
u
n
ta
n
ts
in
A
u
st
r
al
ia
(I
C
A
A
)

In
fo
rm
at
io
n
fo
r
In
te
rn
a
ti
o
n
a
l
S
tu
d
e
n
ts
st
u
d
y
in
g
in

A
u
st
ra
li
a
,
2
0
0
0

R
e
c
ru
it
m
e
n
t
C
e
n
tr
e
V
ic
to
ri
a

個
別
大
学

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Eg
立
大
学

N
o
.8
0
G
r
a
n
t
N
ih
il
l
a
n
d
P
e
te
r
C
o
tt
o
n

A
n
a
c
c
e
s
s
g
u
id
e
to
th
e
A
u
st
ra
li
a
n
N
at
io
n
al

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
b
o
u
rn
e

19
9
3

4
8

U
n
iv
e
rs
it
y
:
F
o
r
st
u
d
e
n
ts
w
it
h
d
is
ab
il
it
ie
s

M
e
lb
o
u
r
n
e

N
o
.8
1
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L
T
h
e
N
o
e
l
B
u
t
in
A
rc
h
iv
e
s
C
e
n
tr
e
A
u
st
ra
ia

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L
C
a
n
b
e
rr
a
M
ay
,1
9
9
5

4
1

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

N
a
ti
o
n
a
l
U
n
iv
e
r
si
ty
L
is
t
O
f
H
o
ld
in
g
s
a
s
at

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

N
o
.8
2
T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
O
F
A
U
S
T
R
A
L
IA
T
H
E
U
N
V
E
R
S
IT
Y
O
F
A
U
S
T
R
A
L
IA

不
明

不
明

M
a
r,
1
9
9
8

o

N
o
.8
3
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

19
9
9
A
N
N
U
A
L
R
E
P
O
R
T

P
u
b
li
c
A
ff
a
ir
s
D
iv
is
io
n
:
T
h
e

A
u
st
ra
li
a
n
N
at
io
n
a
l
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

A
p
r
il
,1
9
9
9
1
5
6

N
o
.8
4
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
O
N
A
L

U
N
V
E
R
S
T
Y

N
A
T
IO
N
A
L
G
R
A
D
U
A
T
E
T
H
E
A
N
U
S
O
C
E
T
Y
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
N
A
T
O
N
A
L

U
N
V
E
R
S
T
Y

不
明

2
0
0
0

1
6
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N
o
.8
5
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

19
9
9
A
N
N
U
A
L
R
E
V
IE
W

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

C
a
n
b
er
ra

2
0
0
0

2
4

N
o
.8
6

T
h
e
A
u
st
ra
li
a
n
N
a
ti
o
n
a
l
U
n
iv
er
s
it
y
A
c
a
d
e
m
ic
S
k
il
ls
a
n
d
L
e
a
rn
in
g
C
e
n
tr
e
‥
A
n
n
u
a
l
T
h
e
A
u
st
ra
li
an
N
a
ti
o
n
a
l

不
明

2
0
0
0

1
3

D
iv
is
io
n
o
f
S
tu
d
e
n
t
A
d
m
in
is
tr
a
ti
o
n

a
n
d
S
u
p
p
o
rt
S
e
rv
ic
e
s

R
e
p
o
rt
2
0
0
0

U
n
iv
er
si
ty
D
iv
is
io
n
o
f
S
tu
d
e
n
t

A
d
m
in
is
tr
a
ti
o
n
a
n
d
S
u
p
p
o
rt

S
er
v
ic
e
s

N
o
.8
7
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

S
c
h
o
la
rs
h
ip
s
fo
r
u
n
d
er
g
ra
d
u
a
te
st
u
d
e
n
ts
2
0
0
1
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
V
E
R
S
T
Y

不
明

2
0
0
1

N
o
.8
8
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

T
H
E
G
ra
d
u
a
te
S
c
h
o
o
l
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S
2
0
0
1

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
rr
lO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
T
Y

不
明

2
0
0
1

5
2

N
o
.8
9
S
c
h
o
o
l
o
f
H
u
m
a
n
it
ie
s
O
ff
ic
e

A
u
st
r
a
li
a
n
N
a
ti
o
n
a
l
U
n
iv
e
rs
it
y
S
ch
o
o
l
o
f

H
u
m
a
n
it
ie
s
H
IS
T
O
R
Y
2
0
0
1
C
O
U
R
S
E
O
F
F
E
R
IN
G
S

S
c
h
o
o
l
o
f
H
u
m
an
it
ie
s
O
ff
ic
e
不
明

2
0
0
1

N
o
.9
0
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

O
N
L
IN
E
IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
L
IT
E
R
A
C
Y
T
U
T
O
R
IA
L
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
O
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

不
明

不
明

2

N
o
.9
1
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
T
Y

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
N
A
T
O
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
T
Y

C
a
n
b
e
rr
a

不
LL,
ー

1

N
o
.9
2
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
IT
Y
H
O
U
S
E
‥
T
H
E
H
O
T
E
L
A
T
T
H
E
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
A
N
N
A
T
IO
N
A
L
C
a
n
b
e
rr
a

不
w
¥

U
N
IV
E
R
S
IT
Y

A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

U
N
V
E
R
S
T
Y

N
0
ー9
3
T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
IV
E
R
S
T
Y

A
N
U
L
ib
ra
ry
IN
F
O

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
N
A
T
IO
N
A
L

U
N
V
E
R
S
T
Y

C
a
n
b
er
r
a

不
明

リ

メル
ボル
ン大
学

■-
-
-

N
o
.9
4
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e

M
ap
o
f
th
e
P
a
rk
v
il
le
C
a
m
p
u
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
rn
e
u
n
,1
9
9
4

N
o
.9
5
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E

E
N
S
U
R
IN
G
A
C
C
O
U
N
T
A
B
IL
IT
Y

T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E
M
e
b
o
u
rn
e

19
9
8

12

N
o
.9
6
T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E

S
T
R
A
T
E
G
IC
P
L
A
N
P
E
R
S
P
E
C
T
IV
E
2
0
0
0

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E
M
e
lb
o
u
rn
e

2
0
0
0

5
6

N
o
.9
7
U
n
iv
e
rs
it
y
P
la
n
n
in
g
O
ff
ic
e

S
T
A
T
IS
T
IC
S
2
0
0
0

U
n
iv
e
rs
it
y
P
la
n
n
in
g
O
ff
ic
e
T
h
e

U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
r
n
e

M
e
lb
o
u
r
n
e

2
0
0
0
2
7
0

N
o
.9
8
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e

U
N
I
N
E
W
S
2
7
M
ar
c
h
2
0
0
0

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
r
n
e
M
a
r,
2
0
0
0

N
o
.9
9
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e

S
T
R
A
T
E
G
IC
P
L
A
N
P
E
R
S
P
E
C
T
IV
E
2
0
0
0

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
r
n
e
M
e
lb
o
u
r
n
e
A
p
r
,2
0
0
0

0
5

N
o
.1
0
0
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E

O
P
E
R
A
T
IO
N
A
L
P
L
A
N
2
0
0
1

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E
M
e
lb
o
u
r
n
e

2
0
0
1

2
4

N
o
.1
0
1

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
el
b
o
u
rn
e
F
a
c
u
lt
y
Y
o
u
r
In
v
it
at
io
n
T
o
T
h
e
F
a
c
u
lt
y
s
P
o
st
g
ra
d
u
a
te
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
r
n
e
不
明

不
明

4

o
f 
E
d
u
c
at
io
n

R
e
se
a
rc
h
O
ri
e
n
ta
ti
o
n
a
n
d
In
fo
r
m
a
ti
o
n
D
ay
(P
R
O

2
0
0
1
)

F
a
c
u
lt
y
o
f
E
d
u
c
a
ti
o
n

N
o
.1
0
2
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
2
0
0
1
B
U
D
G
E
T

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
E
L
B
O
U
R
N
E
M
e
lb
o
u
rn
e

不
明

5
1

N
o
.1
0
3
T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
O
F
M
E
L
B
O
U
R
N
E
st
u
d
e
n
t
d
ia
ry
2
0
0
0

T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
O
F

M
E
L
B
O
U
R
N
E

M
e
lb
o
u
rn
e

不
明

2
7
2

N
o
.1
0
4
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e

S
ta
r
ti
n
g
U
n
iv
e
rs
it
y
,
T
h
e
T
ra
n
s
it
io
n
P
ro
g
ra
m

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
rn
e

不
明

5

N
o
.1
0
5
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e

fr
e
e
p
u
b
li
c
le
c
tu
re
s
e
ri
e
s

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
rn
e

不
明
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ノヾ
-
ニ/

N
o
.1
0
6
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t
u
n
io
n

In
c
.

T
h
e
S
tu
d
e
n
t
C
o
m
p
u
ti
n
g
C
e
n
tr
e

M
e
lb
o
u
r
n
e
U
n
iv
e
r
si
ty
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n
In
c
.

M
e
b
o
u
rn
e
A
u
g
,1
9
9
9

3

N
o
.1
0
7
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

In
c
.

J
o
in
th
e
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n
,
E
n
ri
c
h
y
o
u
r
u
n
i

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty
S
tu
d
e
n
t
M
e
b
o
u
rn
e
J
a
n
,2
0
0
0

1

e
x
p
e
r
ie
n
c
e

U
n
io
n
In
c
.

N
o
.1
0
8
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

In
c
.

S
tu
d
e
n
t
u
n
io
n
L
e
g
a
l
S
e
rv
ic
e

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n
In
c
.

M
e
b
o
u
rn
e
J
a
n
,2
0
0
0

5

N
o
.1
0
9
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

In
c
.

th
is
D
A
Y

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n
In
c
.

M
e
b
o
u
rn
e
J
a
n
,2
0
0
0

1

N
o
.1
1
0
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
r
si
ty
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

In
c
.

S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n
D
e
n
ta
S
er
v
ic
e

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n
In
c
.

M
e
b
o
u
rn
e
Ju
n
,1
9
9
9

3

N
o
.l
l
l
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

In
c
.

S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n
A
d
v
is
o
ry
S
er
v
ic
e

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n
n
c
.

M
e
lb
o
u
rn
e
O
c
t,
19
9
9

3

N
o
.1
1
2
T
h
e
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
r
si
ty
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n

S
H
O
R
T
C
O
U
R
S
E
S
G
U
ID
E
‥
S
e
m
e
st
e
r
1
,
2
0
0
0
T
h
e
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty

S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

M
e
lb
o
u
rn
e

2
0
0
0

7

N
o
.1
1
3
T
h
e
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n

S
H
O
R
T
C
O
U
R
S
E
S
G
U
ID
E
‥
S
e
m
e
st
e
r
1
,
2
0
0
0
T
h
e
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y

S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n

M
e
b
o
u
rn
e

不
明

8

N
o
.1
1
4
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t
U
n
io
n
C
a
le
n
d
a
r
o
f
E
v
e
n
ts
se
m
e
st
e
r
#
1′
2
0
0
0

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
tu
d
e
n
t

U
n
io
n

M
e
b
o
u
rn
e

不
明

ワ

N
o
.1
1
5
C
S
H
E

T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
s
C
o
d
e
o
f
G
o
o
d
T
e
a
c
h
in
g
P
ra
c
ti
c
e
C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
el
b
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
rn
e

2
0
0
0

9

N
o
.1
1
6
M
a
rt
in
C
o
ll
e
g
e

M
ar
ti
n
C
o
ll
e
g
e
‥
B
u
s
in
e
ss
e
d
u
c
a
ti
o
n
a
n
d
u
n
iv
er
s
it
y

p
at
h
w
a
y
s

M
ar
ti
n
C
o
ll
e
g
e

不
明

2
0
0
1

3
4

N
0
一1
17
P
a
u
l
R
a
m
s
d
e
n
a
n
d
A
g
n
e
s
D
o
d
d
s

IM
P
R
O
V
IN
G
T
E
A
C
H
IN
G
A
N
D
C
O
U
R
S
E
S
-
A
C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
b
o
u
rn
e

1
9
S
9

6
こ1

G
U
ID
E
T
O
E
V
A
L
U
A
T
IO
N

M
e
lb
o
u
rn
e

N
o
.1
18
D
is
a
b
il
it
y
L
ia
is
o
n

E
N
A
B
L
IN
G
S
U
C
C
E
S
S
,
A
G
u
id
e
fo
r
S
tu
d
e
n
ts
W
it
h

A
D
is
a
b
il
it
y
o
r
L
o
n
g
T
e
rm
M
e
d
ic
a
l
C
o
n
d
it
io
n

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
b
o
u
rn
e
A
p
r
,1
9
9
S

こi
S

N
o
.1
1
9
不
明

W
E
L
C
O
M
E
T
O
U
N
IF
R
E
N
D
S

不
明

不
明

不
明

蝣1

N
o
.1
2
0
C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
S
k
il
ls
a
n
d

E
n
g
li
s
h
a
s
a
S
e
co
n
d
L
a
n
g
u
a
g
e

In
fo
rm
at
io
n
P
a
c
k
fo
r
E
S
L
S
tu
d
e
n
ts

C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
S
k
il
ls

an
d
E
n
g
li
sh
a
s
a
S
e
c
o
n
d

不
明

F
e
b
,2
0
0
0

3

N
o
.1
2
1
C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
S
k
il
ls
a
n
d

E
n
g
li
sh
a
s
a
S
e
c
o
n
d
L
a
n
g
u
a
g
e

S
h
o
rt
C
o
u
rs
e
s
a
n
d
W
o
rk
sh
o
p
s
S
e
m
e
st
e
r
1
.
2
0
0
0
C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
S
k
il
ls

a
n
d
E
n
g
li
sh
a
s
a
S
e
c
o
n
d

不
明

F
e
b
,2
0
0
0

il

N
o
.1
2
2
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
O
v
e
rs
e
as

S
tu
d
e
n
ts
S
e
rv
ic
e

In
te
rn
at
io
n
al
C
ar
e
er
s
W
e
ek
,
3
ー
7
A
p
ri
l
2
0
0
0

M
e
lb
o
u
r
n
e
U
n
iv
e
rs
it
y
O
v
e
rs
e
as

S
tu
d
e
n
ts
S
er
v
ic
e

M
e
b
o
u
rn
e

不
明

○

N
o
.1
2
3
C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
at
io
n
S
k
il
ls
an
d

E
n
g
li
sh
a
s
a
S
e
c
o
n
d
L
a
n
g
u
a
g
e

In
fo
rm
a
ti
o
n
P
a
ck
fo
r
E
S
L
S
tu
d
e
n
ts

C
e
n
tr
e
fo
r
C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
S
k
il
ls

a
n
d
E
n
R
li
s
h
a
s
a
S
e
c
o
n
d

M
e
b
o
u
rn
e
F
e
b
,2
0
0
0

3
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N
o
.1
2
4

S
tu
d
e
n
t
S
u
p
p
o
rt
S
e
rv
ic
e
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
A
rr
iv
al
&
H
o
u
si
n
g

S
er
v
ic
e
s
fo
r
R
u
ra
l
a
n
d
In
te
rs
ta
te
S
tu
d
e
n
ts
in
1
9
9
8
-

1
9
9
9

T
h
e
u
n
iv
er
si
ty
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
rn
e
J
u
n
.1
9
9
8

2
0

N
o
.1
2
5
M
e
lb
o
u
rn
e
S
ch
o
la
rs
h
ip
s
O
斤
iC
e

P
o
st
g
ra
d
u
a
te
s
tu
d
ie
s
2
0
0
0

M
e
lb
o
u
rn
e
S
ch
o
la
rs
h
ip
s
O
汗
ic
e
M
e
lb
o
u
rn
e
A
u
c
,1
9
9
9

○

N
o
.1
2
6
M
E
L
B
O
U
R
N
E
T
I」
E
A
T
R
E
C
O
M
P
A
N
Y
M
E
L
B
O
U
R
N
E
T
H
E
A
T
R
E
C
O
M
P
A
N
Y
S
E
A
S
O
N
M
E
L
B
O
U
R
N
E
T
H
E
A
T
R
E

M
e
lb
o
u
rn
占

不
例

L

2
0
0
0
A
T
T
H
E
V
IC
T
O
R
IA
N
A
R
T
S
C
E
N
T
R
E

C
O
M
P
A
N
Y

N
o
.1
2
7
R
e
cr
u
it
m
e
n
t
a
n
d
A
d
m
is
s
io
n
s

th
e
u
n
iv
e
rs
it
y
o
f
m
e
lb
o
u
rn
e
u
n
d
er
gr
a
d
u
a
te
c
o
u
rs
e

R
U
id
e

R
e
c
r
u
it
m
e
n
t
a
n
d
A
d
m
is
si
o
n
s
M
e
lb
o
u
rn
e

19
9
9

S
b

N
o
.1
2
8
R
e
cr
u
it
m
e
n
t
a
n
d
A
d
m
is
si
o
n
s

T
e
rt
ia
ry
E
n
tr
a
n
c
e
R
e
q
u
ir
e
m
e
n
ts
2
0
0
2

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
e
lb
o
u
rn
e
M
e
lb
o
u
rn
e
Ju
l,
19
9
9

1
9

N
o
.1
2
9
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
p
o
rt
s

C
L
U
B
S
C
O
N
T
A
C
T
L
IS
T

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
S
p
o
rt
s
M
e
lb
o
u
rn
e
F
e
b
,1
9
9
9

A
ss
o
c
ia
ti
o
n

A
s
so
c
ia
ti
o
n

N
o
.1
3
0
N
A
T
IO
N
A
L
C
R
IM
E
P
R
E
V
E
N
T
IO
N
S
E
X
V
IO
L
E
N
C
E

N
A
T
IO
N
A
L
C
R
IM
E

不
明

不
明

2

N
o
.1
3
1
M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
e
rs
it
y
A
L
P
C
lu
b

M
e
lb
o
u
rn
e
U
n
iv
er
si
ty
A
L
P
C
lu
b

不
明

不
明

不
明

2

N
o
.1
3
2
不
明

B
r
o
a
d
L
eft

不
明

不
明

不
明

2

N
o
.1
3
3
不
明

c
ri
ti
c
a
l
la
b
o
r
st
u
d
e
n
ts

不
明

不
明

不
明

5

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学

■
"
"
"
"
"
"
■■
"
"
-

-
■
"
"
蝣
蝣
蝣
蝣
蝣

N
o
.1
3
4
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
a
t
a
R
la
n
c
e

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e、
v
E
n
e
la
n
d
N
S
VV

D
e
c
,1
9
9
8

N
o
.1
3
5
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
E
W
E
N
G
L
A
N
D
tU
N
E
u
p
,
U
n
iv
e
rs
it
y
P
re
p
ar
a
ti
o
n
C
o
u
rs
e

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
E
W

N
S
㌧

1
9
9
9
C
D
-

E
N
G
L
A
N
D

R
O
M

N
o
.1
3
6
T
h
e
U
n
iv
er
s
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

A
g
u
id
e
to
B
o
o
lo
o
m
in
b
a
h

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

lu
l,
1
9
9
9

N
o
.1
3
7
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
O
F
N
E
W
E
N
G
L
A
N
D

th
e
P
u
b
li
c
a
ti
o
n
s
O
庁
ic
e
,
T
h
e
N
S
VV

不
明

7
9
1

H
A
N
D
B
O
O
K
2
0
0
0

U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

N
o
.1
3
8
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

O
o
ra
la
A
b
o
ri
g
in
a
l
C
e
n
tr
e

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
、′V

不
明

2

N
o
.1
3
9
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

W
e
lc
o
m
e
to
th
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d
,

S
tu
d
e
n
t
O
rg
a
n
is
a
ti
o
n
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

5

N
o
.1
4
0

C
e
n
tr
e
fo
r
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n

C
H
E
M
P
A
n
n
u
a
l
R
e
p
o
rt
1
9
9
9

S
ch
o
o
l
o
f
A
d
m
in
is
tr
a
ti
o
n
a
n
d
N
S
W

不
明

2
5

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
a
n
d
P
o
li
cy
,
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

T
ra
in
in
g
,
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
、V

N
ew
E
n
g
la
n
d

E
n
g
la
n
d

N
o
.1
4
1
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

L
A
N
G
U
A
G
E
T
R
A
IN
IN
G
C
E
N
T
R
E

T
h
e
U
n
iv
er
s
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

1
7

N
o
.1
4
2
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

U
N
E
S
tr
at
e
g
ic
P
la
n
1
9
9
7
-
2
0
0
2

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d
N
S
、V

不
明

1
1
2

N
o
.1
4
3
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

U
N
E
C
O
U
N
T
R
Y
S
C
H
O
L
A
R
S
H
IP
P
R
O
G
R
A
M

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d
N
S
、V

.不
明

3

N
o
.1
4
4
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
gl
a
n
d

U
N
E
-
In
te
r
n
a
ti
o
n
a
l
S
tu
d
e
n
ts

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

1

N
o
.1
4
5
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
N
E
一
D
is
c
o
v
e
r
U
N
E
!

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

2

N
o
.1
4
6
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
N
E
-
In
fo
rm
at
io
n
fo
r
S
tu
d
e
n
ts

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

2

N
o
.1
4
7
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
N
E
-
F
a
c
u
lt
ie
s
a
n
d
D
iv
is
io
n
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

3

N
o
.1
4
8
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
N
E
-
R
e
s
e
ar
c
h

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

2

N
o
.1
4
9
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

2
0
0
0
U
N
E
P
ri
n
c
ip
a
l
D
at
e
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

1
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ト
・
一

ド
.・
J

J
l [

資
料
番
号

著
者
名

タ
イ
ト
ル

発
行
所

発
行
場
所

発
行
年
ペ
ー
ジ

N
o
.1
5
0
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
e
la
n
d
-
In
d
e
x
to
U
N
E
W
e
b
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

○

N
o
.1
5
1
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

1
9
9
9
S
ta
ti
s
ti
c
s
at
a
d
a
n
c
e

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

6

N
o
.1
5
2
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

R
E
S
E
A
R
C
H
c
ap
a
b
il
it
y

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
、o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

5

N
o
.1
5
3
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

L
A
N
G
U
A
G
E
T
R
A
N
N
G
C
E
N
T
R
E

T
h
e
U
n
v
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

1
5

N
o
.1
5
4
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

U
N
D
E
R
G
R
A
D
U
A
T
E
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S

T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

1
9
9
7

3
2

N
o
.1
5
5
T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

S
T
R
A
T
E
G
C
P
L
A
N
1
9
9
7
-
2
0
0
2

T
h
e
U
n
v
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

不
明

8

N
o
.1
5
6
T
h
e
U
n
iv
er
s
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
T
h
e
W
o
rl
d
o
n

C
a
m
p
u
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

2

N
o
.1
5
7
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

S
T
U
D
Y
A
B
R
O
A
D
N
A
U
S
T
R
A
L
A

T
h
e
U
n
v
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

19
9
7

1
2

N
o
.1
5
8
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

P
O
S
T
G
R
A
D
U
A
T
E
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S
F
a
c
u
lt
v
o
f
A
rt
s
T
h
e
U
n
v
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
R
la
n
d
N
S
VV

19
9
7

2
4

N
o
.1
5
9
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

P
O
S
T
G
R
A
D
U
A
T
E
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S
F
a
c
u
lt
y
o
f

E
d
u
c
a
ti
o
n
,
H
e
a
lt
h
a
n
d
P
r
o
fe
s
si
o
n
al
S
tu
d
ie
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

19
9
7

3
2

N
o
.1
6
0
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

P
O
ST
G
R
A
D
U
A
T
E
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S
F
a
c
u
lt
y
o
f

E
c
o
n
o
m
ic
s
,
B
u
s
in
e
ss
&
L
aw

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
、

19
9
7

2
4

N
o
.1
6
1
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

P
O
S
T
G
R
A
D
U
A
T
E
P
R
O
S
P
E
C
T
U
S
F
a
c
u
lt
y
o
f
T
h
e

S
c
ie
n
c
e
s

T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
、v
E
n
g
la
n
d
N
S
VV

19
9
7

3
1

N
o
.1
6
2
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d

O
p
e
n
d
a
y
U
N
E

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f
N
e
w
E
n
g
la
n
d
N
S
W

不
明

1

N
o
.1
6
3

T
h
e
T
e
a
c
h
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g
C
e
n
tr
e
,
T
e
a
c
h
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g
c
e
n
tr
e
A
n
n
u
a
l
R
e
p
o
rt
19
9
9
T
h
e
T
e
ac
h
in
g
a
n
d
L
e
ar
n
in
g
N
S
VV

F
e
b
.2
0
0
0

4
2

U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

C
e
n
tr
e
,
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
w

E
n
g
la
n
d

N
o
.1
6
4
R
o
b
y
n
M
u
ld
o
o
n
e
d
.

t
U
N
E
u
p
,
U
n
iv
er
s
it
y
P
re
p
a
ra
t
io
n
C
o
u
rs
e
,
S
tu
d
y
th
e
T
e
a
ch
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g

N
S
VV

J
a
n
,2
0
0
0
10
3

s
k
il
ls

C
e
n
tr
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
、V

N
o
.1
6
5
R
o
b
y
n
M
u
ld
o
o
n
e
d
.

t
U
N
E
u
p
,
U
n
iv
er
si
ty
P
r
e
p
a
ra
t
io
n
C
o
u
rs
e
,
A
c
a
d
e
m
ic

w
ri
ti
n
g

th
e
T
e
a
c
h
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g

N
S
W

J
a
n
,2
0
0
0
13
2

C
e
n
tr
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew

N
o
.1
6
6
R
o
b
y
n
M
u
ld
o
o
n
e
d
.

tU
N
E
u
p
,
U
n
iv
e
rs
it
y
P
re
p
a
ra
ti
o
n
C
o
u
rs
e
,
L
ib
ra
ry
th
e
T
e
a
c
h
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g

N
S
W

J
a
n
,2
0
0
0

6
7

a
n
d
in
fo
rm
a
ti
o
n
te
c
h
n
o
lo
g
y
sk
il
ls

C
e
n
tr
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e、
V

N
o
.1
6
7
R
o
b
y
n
M
u
ld
o
o
n
e
d
.

tU
N
E
u
p
,
U
n
iv
e
rs
it
y
P
re
p
ar
a
ti
o
n
C
o
u
rs
e
,
B
a
si
c
th
e
T
e
a
c
h
in
g
a
n
d
L
e
a
rn
in
g

N
S
㌧

J
a
n
,2
0
0
0

4
5

m
a
th
e
m
at
ic
s
a
n
d
s
ta
ti
st
ic
s

C
e
n
tr
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
、V

N
o
.1
6
8
J
o
s
e
p
h
E
is
e
n
b
er
g

A
V
ie
w
o
f
T
h
e
C
o
ll
e
c
ti
o
n
s

N
e
w
E
n
g
la
n
d
R
e
g
io
n
a
l
A
r
t

不
明

19
9
7

6
4

M
u
se
u
m

N
o
.1
6
9
M
e
rr
i
H
o
h
o
t

E
v
a
lu
a
ti
n
g
o
f
U
n
it
an
d
L
e
c
tu
re
r
T
e
a
c
h
in
g

T
e
a
ch
in
g
&
L
e
ar
n
in
g
C
e
n
tr
e
,
th
e
N
S
、

S
e
p
,1
9
9
9

6
0

P
er
fo
rm
an
c
e
R
e
s
u
lt
s
,
S
e
m
e
st
e
r
卜
1
9
9
9

u
n
iv
e
r
si
ty
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

N
o
.1
7
0
L
a
n
g
u
a
g
e
T
ra
in
in
g
C
e
n
tr
e
,
T
h
e

S
T
U
D
Y
T
O
U
R
P
R
O
G
R
A
M
S

L
a
n
g
u
a
g
e
T
ra
in
in
g
C
e
n
tr
e
,
T
h
e
N
S
W

不
明

6

U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
ew
E
n
g
la
n
d

U
n
iv
e
r
si
ty
o
f
N
ew
E
n
el
a
n
d

N
o
.1
7
1
不
明

E
d
u
c
a
ti
o
n
A
rm
id
a
le
-
A
U
S
T
R
A
L
IA
-

不
明

不
明

不
明

3

N
o
.1
7
2
不
明

M
a
in
Q
u
e
s
ti
o
n
n
a
ir
e
s

不
明

不
明

2
0
0
0
,3

ワ



[

ト
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ト
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資
料
番
号

著
者
名

タ
イ
ト
ル

発
行
所

発
行
場
所

発
行
年

、
、、

ペ
-
ン
′

ラ
ト
ロ
-
ベ
大
学

N
o
.1
7
3
L
a
T
r
o
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

w
o
rk
in
g
a
t
L
a
T
r
o
b
e

L
a
T
r
o
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

不
明

4

N
o
.1
7
4
L
a
′P
ro
b
e
U
n
iv
er
s
it
y

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

不
明

3
6

N
o
.1
7
5
L
A
T
R
O
B
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

L
A
T
R
O
B
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

L
A
T
R
O
B
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

不
明

不
明

i

N
o
.l
7
G
L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y
R
e
s
e
ar
c
h
a
n
d
G
r
a
d
u
a
te

S
tu
d
ie
s
O
ff
ic
e

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

.一・K
ill
]

S

N
o
.1
7
7
L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

L
e
ar
n
in
g
a
t
L
a
T
ro
b
e

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

不
り
J

1

N
o
.1
7
8
L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

L
a
T
ro
b
e
C
a
m
p
u
s
M
a
p

L
a
T
ro
b
e
U
n
iv
e
rs
it
y

不
明

不
明

・)

そ
の
他
大
学

N
o
.1
7
9

R
M
IT
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

R
M
IT
A
p
p
re
n
ti
c
e
sh
ip
s
A
N
D
T
ra
in
e
e
s
h
ip
s
2
0
0
1
:
A

g
u
id
e
fo
r
p
r
o
sp
e
c
ti
v
e
tr
ai
n
e
e
s,
a
p
p
re
n
t
ic
e
s
a
n
d

e
m
p
lo
y
e
rs

R
M
IT
U
N
IV
E
R
S
IT
Y

不
明

不
明

・)

N
o
.1
8
0

A
c
a
d
e
m
ic
S
k
il
ls
a
n
d
L
e
a
rn
in
g
C
e
n
tr
e

(F
o
rm
er
ly
S
tu
d
y
S
k
il
ls
C
e
n
tr
e
)

S
m
a
ll
G
ro
u
p
C
o
u
rs
e
s
:
S
e
m
e
st
e
r
1
2
0
0
1

A
c
a
d
e
m
ic
S
k
il
ls
a
n
d
L
e
a
rn
in
g

C
e
n
tr
e
(F
o
rm
e
rl
y
S
tu
d
y
S
k
il
ls

C
e
n
tr
e
)

不
明

不
明

o

N
o
.1
8
1
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
IL
L
S
A
N
D
L
E
A
R
N
IN
G

C
E
N
T
R
E

U
n
iv
e
rs
it
y
E
n
g
li
sh
L
a
n
g
u
a
g
e
P
ro
g
ra
m
(U
E
L
P
)
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
L
L
S
A
N
D

L
E
A
R
N
IN
G
C
E
N
T
R
E

不
明

不
明

o

N
o
.1
8
2
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
IL
L
S
A
N
D
L
E
A
R
N
IN
G

C
E
N
T
R
E

A
c
ad
e
m
ic
A
ss
is
ta
n
c
e
fo
r
P
o
st
g
ra
d
u
at
e
S
tu
d
e
n
ts
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
L
L
S
A
N
D

L
E
A
R
N
IN
G
C
E
N
T
R
E

不
明

不
明

・1

N
o
.1
8
3
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
IL
L
S
A
N
D
L
E
A
R
N
IN
G

C
E
N
T
R
E

In
d
iv
id
u
a
l
A
c
a
d
e
m
ic
A
s
si
st
a
n
c
e
fo
r
U
n
d
e
rg
ra
d
u
at
e
s
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
IL
L
S
A
N
D

L
E
A
R
N
IN
G
C
E
N
T
R
E

不
明

不
明

2

N
o
.1
8
4
A
C
A
D
E
M
IC
S
K
IL
L
S
A
N
D
L
E
A
R
N
IN
G

C
E
N
T
R
E

E
n
g
li
s
h
a
s
S
e
c
o
n
d
L
a
n
g
u
a
g
e
S
tu
d
e
n
ts

A
C
A
D
E
M
IC
S
K
L
L
S
A
N
D

L
E
A
R
N
IN
G
C
E
N
T
R
E

不
甲

不
明

蝣1

N
o
.1
8
5
T
H
E
IN
S
T
IT
U
T
E
F
O
R
H
IG
H
E
R

"f
o
s
te
r
in
g
a
c
c
e
s
s
to
a
n
d
q
u
a
li
ty
in
p
o
st
se
co
n
d
ar
y
T
H
E
IN
S
T
IT
U
T
E
F
O
R
H
IG
H
E
R
不
明

不
明

6

E
D
U
C
A
T
IO
N
P
O
L
IC
Y

e
d
u
c
a
ti
o
n
〝

E
D
U
C
A
T
IO
N
P
O
L
IC
Y

研
究
者
個
人

N
o
.1
8
6
A
d
a
m
S
h
o
e
m
a
k
e
r
e
t
a
l.

M
u
lt
i-
P
a
rt
n
e
r
C
a
m
p
u
s
e
s-
T
h
e
fu
tu
r
e
o
f
A
u
st
ra
li
a
n
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,

不
明

O
c
t,
2
0
0
0
18
1

h
ig
h
e
r
e
d
u
ca
ti
o
n
?

T
ra
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.1
8
7
C
ra
ig
M
c
ln
n
is

S
m
a
ll
G
ro
u
p
D
is
c
u
ss
io
n
s

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
rn
e

M
e
b
o
u
rn
e

19
9
9

l
l

N
o
.1
8
8
C
ra
ig
M
c
ln
n
is

L
e
ct
u
r
in
g

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f

M
e
b
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
rn
e

1
9
9
9

1
2

N
o
.1
8
9
F
io
n
a
Q
.
W
o
o
d
a
n
d
V
.L
y
n
n
M
e
e
k
e
d
.
S
y
m
p
o
s
iu
m
P
ro
ce
e
d
in
g
s
,
R
e
s
e
ar
ch
G
ra
n
ts

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
a
n
d
F
u
n
d
in
g

B
ib
li
o
te
c
h

C
a
n
b
e
rr
a
J
u
l,
1
9
9
3
2
12

N
o
.1
9
0
D
r
F
io
n
a
Q
.
W
o
o
d

T
h
e
P
e
e
r
R
e
v
ie
w
P
ro
c
e
s
s,
C
o
m
m
is
si
o
n
e
d
R
e
p
o
rt
N
at
io
n
a
l
B
o
a
rd
o
f
E
m
p
lo
y
m
e
n
t,
C
an
b
e
rr
a
J
a
n
,1
9
9
7
1
8
9
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著
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名

タ
イ
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発
行
所

発
行
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発
行
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-~
-V

N
o
.1
9
1
D
r
F
io
n
a
W
o
o
d
a
n
d
D
r
K
e
it
h

In
te
r
n
a
ti
o
n
a
l
N
e
tw
o
rk
s
a
n
d
th
e
C
o
m
p
e
ti
ti
v
e
n
e
ss
o
f
A
u
st
ra
li
an
A
c
a
d
e
m
y
o
f
S
c
ie
n
c
e
不
明

F
e
b
,1
9
9
9
1
4
1

B
o
a
rd
m
a
n
c
o
m
o
.

A
u
st
ra
li
a
s
S
c
ie
n
c
e
a
n
d
T
e
c
h
n
o
lo
g
y

N
o
.1
9
2
G
R
A
N
T
H
A
R
M
A
N

A
u
st
ra
li
a
n
sc
ie
n
ce
a
n
d
te
ch
n
o
lo
g
y
a
c
a
d
em
ic
s
a
n
d

u
n
iv
e
rs
it
y
-
in
d
u
s
tr
y
re
s
e
a
rc
h
li
n
k
s

K
lu
w
e
r
A
c
a
d
e
m
ic
P
u
b
li
s
h
e
rs
N
e
th
e
r
an
d

S

19
9
9
8
3
ー
1
0
3

N
o
.1
9
3
G
ra
n
t
H
ar
m
a
n

E
v
a
lu
a
ti
o
n
o
f
th
e
A
u
st
ra
li
an
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
a
ti
o
n

C
o
n
tr
ib
u
ti
o
n
S
c
h
e
m
e
(H
E
C
S
)

不
明

不
明

不
明

1
5

N
o
.1
9
4
H
o
b
so
n
s

M
B
A
C
a
se
b
o
o
k
2
0
0
1
C
D
-
R
O
M

H
o
b
s
o
n
s

不
明

不
明
C
D
-

R
O
M

N
o
.1
9
5
H
o
b
so
n
s

G
u
id
e
to
U
.S
.
E
d
u
c
at
io
n
:
F
o
r
S
tu
d
en
ts
in
A
si
a
-

P
a
c
ifi
c
C
o
u
n
tr
ie
s

H
o
b
so
n
s

不
明

不
明
C
D
-
R
O
M

N
o
.1
9
6
H
o
b
so
n
s

C
a
re
e
rs
in
A
s
ia
2
0
0
1
in
c
o
rp
o
ra
ti
n
g
g
re
a
te
r
C
h
in
a
H
o
b
s
o
n
s

不
明

2
0
0
0
1
1
9

N
o
.1
9
7

Ia
n
G
.
R
o
s
s
a
n
d
F
io
n
a
Q
.
W
o
o
d
e
d
.
M
a
n
a
g
in
g
In
v
e
st
m
e
n
t
in
R
e
s
e
ar
ch
a
n
d

T
h
e
A
u
st
ra
li
a
n
A
c
a
d
e
m
y
o
f
不
明

不
明

u
s

D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t,
W
o
rk
sh
o
p
17
,
1
8
Ju
ly
1
9
9
4
P
av
il
io
n
T
e
ch
n
o
lo
g
ic
a
l
S
c
ie
n
c
e
s
a
n
d

H
o
te
l,
C
a
n
b
e
rr
a
,
R
e
p
o
rt

E
n
g
in
e
e
ri
n
g

N
o
.1
9
8
K
at
e
B
e
a
tt
ie
&
R
ic
h
ar
d
J
am
e
s

A
s
se
s
si
n
g
E
ss
ay
s

c
sh
e
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
rn
e

不
明

3

N
o
.1
9
9
L
e
e
H
a
rv
e
y

Q
U
A
L
IT
Y
IN
H
IG
H
E
R
E
D
U
C
A
T
IO
N

c
ar
fa
x
p
u
b
li
s
h
in
g

不
明

不
明

3

N
o
.2
0
0

M
a
lc
o
lm
S
k
il
b
e
c
k
,
H
e
le
n
C
o
n
n
e
ll
Q
u
a
li
ty
a
ss
u
ra
n
c
e
an
d
A
c
c
re
d
it
at
io
n
in
A
u
st
ra
li
a
n
D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,

C
a
n
b
e
rr
a

2
0
0
0

6
4

H
ig
h
e
r
E
d
u
ca
ti
o
n
:
A
n
a
ti
o
n
a
l
s
em
in
a
r
o
n
fu
tu
re

ar
ra
n
g
e
m
e
n
ts

T
r
a
in
in
g
a
n
d
Y
o
u
th
A
ff
a
ir
s

N
o
.2
0
1
R
ic
h
ar
d

A
ss
e
ss
m
e
n
t

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
rn
e
M
ar
,1
9
9
4

1
6

N
o
.2
0
2

R
ic
h
ar
d
Ja
m
e
s
a
n
d
G
a
b
ri
e
ll
e
B
al
d
w
in
E
le
v
e
n
p
ra
c
ti
c
e
s
o
f
e
ff
e
c
ti
v
e
p
o
st
g
ra
d
u
a
te

C
e
n
tr
e
fo
r
th
e
S
tu
d
y
o
f
H
ig
h
e
r
M
e
lb
o
u
rn
e

2
0
0
0

4
5

su
p
e
rv
is
o
rs

E
d
u
c
at
io
n
a
n
d
T
h
e
S
c
h
o
o
l
o
f

G
ra
d
u
a
te
S
tu
d
ie
s
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y

o
f
M
e
b
o
u
rn
e

N
o
.2
0
3
R
ic
h
a
rd

P
re
p
ar
in
g
a
T
e
a
ch
in
g
P
o
rt
fo
li
o

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
r
si
ty
o
f

M
e
b
o
u
r
n
e

M
e
lb
o
u
rn
e

2
0
0
0

l
l

N
o
.2
0
4
R
ic
h
a
rd

E
v
a
lu
at
in
g
T
e
a
c
h
in
g
In
n
o
v
a
ti
o
n

C
S
H
E
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
b
o
u
r
n
e

M
e
m
o
U
rn
e

2
0
0
0

1
3

N
o
.2
0
5
R
ic
h
a
r
d
.

A
n
in
tr
o
d
u
c
ti
o
n
to
th
e
C
S
H
E
a
n
d
m
y
r
e
se
a
rc
h

to
p
ic
s

不
明

不
明

A
p
r-
,2
0
0
1

○

N
o
.2
0
6
R
ic
h
ar
d
Ja
m
e
s

T
e
a
m
sk
il
ls
a
n
d
p
ro
b
le
m
-
b
a
se
d
le
ar
n
in
g

c
sh
e
,
T
h
e
U
n
iv
er
s
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
r
n
e

M
e
lb
o
u
rn
e

不
明

o

N
o
.2
0
7
R
ic
h
ar
d

P
re
p
a
ri
n
g
L
e
ct
u
re
N
o
te
s
a
n
d
H
an
d
o
u
ts

c
sh
e
,
T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
o
f

M
e
lb
o
u
r
n
e

M
e
b
o
u
rn
e

不
明

0
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名

タ
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発
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発
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発
行
年

、
、、

べ
-
ン
′

N
o
.2
0
8
R
ic
h
a
rd
J
am
e
s

T
h
e
S
k
il
ls
o
f
Q
u
e
st
io
n
in
g

c
sh
e
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
r
n
e

不
明

3

N
o
.2
0
9
R
ic
h
a
rd
J
am
e
s

W
ri
ti
n
g
A
im
s
a
n
d
O
b
ie
c
ti
v
e
s

c
sh
e
,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f

M
e
lb
o
u
rn
e

M
e
lb
o
u
r
n
e

不
明

4

N
o
.2
1
0
R
ic
h
a
rd
J
a
m
e
s
a
n
d
D
a
v
id
B
e
ck
e
tt
9
A
u
st
ra
li
a
,
H
ig
h
e
r
e
d
u
c
at
io
n
a
n
d
li
fe
lo
n
g
le
ar
n
in
g
:

a
n
A
u
s
tr
a
li
an
p
e
rs
p
e
c
ti
v
e

不
明

小
明

[,
llj

蝣)
蝣)

N
o
.2
1
1

V
.
L
y
n
n
M
e
ek
&
G
ra
n
t
H
a
rm
a
n

T
H
E
B
IN
A
R
Y
E
X
P
E
R
IM
E
N
T
F
O
R
H
IG
H
E
R

D
e
p
a
rt
m
e
n
t
o
f
A
d
m
in
is
tr
a
ti
v
e
.
N
S
、、
′

lt
lH
-I
,l
l

E
D
U
C
A
T
IO
N
:
A
n
A
u
st
ra
li
a
n
P
e
rs
p
e
c
ti
v
e

H
ig
h
e
r
a
n
d
A
d
u
lt
E
d
u
c
at
io
n

S
tu
d
ie
s
,
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
N
e
、V

E
n
g
la
n
d

N
o
.2
1
2

V
.
L
y
n
n
M
e
e
k
,
L
e
o
G
o
e
d
e
g
e
b
u
u
re
T
h
e
M
o
c
k
e
rs
a
n
d
M
o
ck
e
d
‥
C
o
m
p
ar
at
iv
e

IA
U
P
R
E
S
S

不
明

不
例
′
∴
;＼
.「

a
n
d
O
s
m
o
K
iv
in
e
n
a
n
d
R
is
to
R
in
n
e
e
d
.
P
er
s
p
e
ct
iv
e
s
o
n
D
if
fe
re
n
ti
a
ti
o
n
,
C
o
n
v
e
rg
e
n
c
e
a
n
d

D
iv
e
rs
it
y
in
H
ig
h
e
r
E
d
u
ca
ti
o
n

c
o
iR
i'
iu
s
の
み

そ
の
他

N
o
.2
1
3
B
D
0

e
e
t
a
h
e
a
d

B
D
0

不
明

不
明

o

N
o
.2
1
4

不
明

T
h
e
T
ra
n
s
it
io
n
fr
o
m
E
li
te
to
M
as
s
H
ig
h
e
r

E
d
u
c
a
ti
o
n
.
C
o
n
fe
re
n
c
e
P
ro
c
e
e
d
in
g
s
1
5
-
1
8
J
u
n
e

19
9
3
,
D
ar
li
n
g
H
a
rb
o
u
r
S
y
d
n
ey
A
u
st
ra
li
a

不
明

不
明

1
9
9
3

2
8

N
o
.2
15

不
明

L
E
A
R
N
IN
G
F
O
R
L
IF
E
‥
F
IN
A
L
R
E
P
O
R
T
:
R
E
V
IE
W

O
F
H
IG
H
E
R
E
D
U
C
A
T
IO
N
F
IN
A
N
C
IN
G
A
N
D

P
O
L
IC
Y

不
明

不
明

A
p
r
,1
9
9
8
1
1
3
-
2
3
3

N
o
.2
1
6
不
明

T
H
E
A
U
S
T
R
A
L
IA
N
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n
W
e
d
n
e
sd
a
y

M
a
rc
h
2
9
2
0
0
0

不
明

不
明

M
a
r.
2
0
0
0

1
0

N
o
.2
1
7
不
明

A
M
S
M
an
a
g
e
m
e
n
t
S
y
st
e
m
s
A
u
st
ra
li
a
P
ty
L
td
.
不
明

不
明

不
明

o

N
o
.2
1
8
不
明

A
u
st
ra
la
si
a
n
A
ss
o
c
ia
te
R
e
c
ru
it
m
e
n
t
A
p
p
li
c
at
io
n

F
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不
明

不
明

不
明

1

N
o
.2
19
不
明

U
E
L
P
G
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d
u
at
e
S
e
m
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a
r
P
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s
e
n
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o
n
S
k
il
ls

不
明

不
明

不
明

3
大
韓
民
国

N
o
.2
2
0
致
育
部

国
立
大
学
発
展
計
画

数
育
部

不
明

2
0
0
0
,1
2

○
○

N
o
.2
2
1

T
h
e
In
st
it
u
te
o
f
A
si
a
P
a
c
ifi
c
E
d
u
c
a
ti
o
n
A
s
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P
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c
E
d
u
c
at
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n
R
e
v
ie
w
:
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o
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m
e
2
N
u
m
b
e
r2
T
h
e
A
si
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P
a
c
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c
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u
rn
al
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e
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p
m
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o
u
l
N
a
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n
a
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n
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e
rs
it
y

D
e
c
e
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2
0
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1
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e
r
E
d
u
c
at
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n
a
n
d

D
e
v
e
lo
D
m
e
n
u
A
P
汀
E
D
)

N
o
.2
2
2

M
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tr
y
o
f
E
d
u
c
a
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o
n
&
H
u
m
a
n

B
R
IE
F
S
T
A
T
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T
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S
O
N
K
O
R
E
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N
E
D
U
C
A
T
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N
M
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is
tr
y
o
f
E
d
u
c
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n
&
H
u
m
an
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明

O
c
t
,2
0
0
1
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4

R
e
so
u
rc
e
s
D
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e
lo
p
m
e
n
t
K
o
re
a
n

E
d
u
c
at
io
n
a
l
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
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st
it
u
te

2
0
0
1

R
e
so
u
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e
s
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
K
o
r
e
a
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E
d
u
c
a
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o
n
a
l
D
e
v
e
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p
m
e
n
t
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N
o
.2
2
3

M
ic
h
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l
C
o
w
a
n
e
d
s.

E
le
v
a
ti
n
g
S
e
o
u
l
N
at
io
n
a
l
U
n
iv
e
rs
it
y
to
a
W
o
rl
d
-

C
la
ss
R
e
se
a
rc
h
U
n
iv
e
rs
it
y
:
F
in
d
in
g
s
a
n
d

R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
ti
o
n
s
fr
o
m
th
e
P
a
n
e
l
o
n
E
d
u
c
at
io
n
a
l

E
x
c
e
le
n
c
e

不
明

不
明

D
e
c
,2
0
0
1

5
3

N
o
.2
2
4
In
te
rn
at
io
n
a
l
C
o
o
p
e
ra
ti
o
n
D
iv
is
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n
e
d
.
S
T
U
D
Y
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K
O
R
E
A
2
0
0
1

M
in
is
tr
y
o
f
E
d
u
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o
n
&
H
u
m
a
n

R
e
s
o
u
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e
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D
e
v
e
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p
m
e
n
t

S
e
o
u

不
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6
0

N
o
.2
2
5
N
at
io
n
a
l
In
st
it
u
te
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r
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te
r
n
a
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o
n
a
l

E
d
u
c
a
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o
n
D
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e
lo
p
m
e
n
t(
N
II
E
D
)

E
d
u
c
at
io
n
in
K
o
re
a
2
0
0
0
ー
2
0
0
1

M
in
is
tr
y
o
f
E
d
u
c
at
io
n
,
R
e
p
u
b
li
c

o
f 
K
o
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a

不
明

不
明
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5
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o
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2
6
N
a
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o
n
a
l
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s
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a
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o
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E
d
u
c
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D
e
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m
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E
D
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u
c
at
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n
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a
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1
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c
at
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b
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c
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n
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c
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c
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c
a
ti
o
n

E
d
u
c
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c
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at
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is
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f
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:
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c
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C
U
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E
d
u
c
a
ti
o
n
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o
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N
a
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o
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st
it
u
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r
In
te
rn
at
io
n
a
l

E
d
u
c
at
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c
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c
at
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lo
p
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b
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o
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不
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b
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e
rs
it
y

S
E
O
U
L
N
A
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A
L
U
N
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R
S
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Y
2
0
0
0
-
2
0
0
1
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o
u
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at
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n
a
l
U
n
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e
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it
y

不
明
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0
0
0
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4

N
o
.2
3
0
0
m
c
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o
f
In
te
rn
at
io
n
a
l
A
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s
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S
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o
u
l

N
a
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n
a
l
U
n
iv
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si
ty

B
U
L
L
E
T
IN
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2
0
0
0

S
e
o
u
l
N
a
ti
o
n
a
l
U
n
iv
e
rs
it
y
:
S
e
o
u
l,

K
o
re
a

不
明

不
明

4
0
4

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

N
o
.2
3
1

T
h
e
U
n
iv
er
si
ty
R
e
c
o
rd
,
N
e
w
s
a
n
d
T
H
E
U
N
IV
E
R
S
IT
Y
R
E
C
O
R
D
F
o
r
F
a
c
u
lt
y
an
d
S
ta
ff
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
R
e
c
o
r
d
,
N
e
w
s
不
明

Ja
n
,1
9
9
5

6

In
fo
rm
a
ti
o
n
S
er
v
ic
e
s,
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y

o
f 
M
ic
h
ig
a
n

o
f
T
h
e
U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
ic
h
ig
a
n

a
n
d
In
fo
rm
a
ti
o
n
S
e
rv
ic
e
s
,
T
h
e

U
n
iv
e
rs
it
y
o
f
M
ic
h
ig
a
n

N
o
.2
3
2

C
a
li
fo
rn
ia
P
o
s
ts
e
c
o
n
d
ar
y
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
a
li
fo
rn
ia
P
o
st
s
e
c
o
n
d
a
ry
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
m
m
is
s
io
n
,
C
a
li
fo
rn
ia
P
o
st
se
c
o
n
d
a
ry

不
明

D
e
c
,2
0
0
1

6

C
o
m
m
is
si
o
n

P
la
n
n
in
g
a
n
d
C
o
o
rd
in
a
ti
o
n
o
f
C
a
li
fo
r
n
ia

P
o
st
s
e
c
o
n
d
a
rv
E
d
u
c
at
io
n

E
d
u
ca
ti
o
n
C
o
m
m
is
s
io
n

N
o
.2
3
3
C
a
li
fo
rn
ia
P
o
st
se
c
o
n
d
a
ry
E
d
u
c
at
io
n
D
is
p
la
y
s
o
n
C
a
li
fo
rn
ia
S
ta
te
F
in
an
c
e
s
w
it
h

C
a
li
fo
rn
ia
P
o
st
s
e
c
o
n
d
a
ry

不
明

J
a
n
,
2
0
0
2

1
-

C
o
m
m
is
si
o
n

b
ac
k
gr
o
u
n
d
m
a
te
ri
al
s

E
d
u
c
at
io
n
C
o
m
m
is
si
o
n

N
o
.2
3
4
K
ev
in
W
o
o
lf
o
rk

C
al
if
o
rn
ia
H
ig
h
e
r
E
d
u
c
at
io
n
B
u
d
g
e
t
C
y
c
le
s
:
A
C
a
li
fo
r
n
ia
P
o
s
ts
e
c
o
n
d
ar
y

不
明

Ja
n
,2
0
0
2
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L
o
o
k
at
th
e
D
y
n
a
m
ic
s
o
f
T
o
d
ay
s
B
u
d
g
e
t
C
ri
si
s
E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
m
m
is
si
o
n

N
o
.2
3
5

K
e
v
in
G
.
W
o
o
l f
o
r
k

1
2
In
fo
rm
a
ti
o
n
It
e
m
.
F
is
c
al
P
o
li
c
y
a
n
d
A
n
a
ly
si
s
C
al
if
o
rn
ia
P
o
s
ts
e
c
o
n
d
ar
y

不
明

不
明
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C
o
m
m
it
te
e
,
H
ig
h
li
g
h
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o
f
G
o
v
e
rn
o
r
s
P
ro
p
o
s
e
d

2
0
0
2
ー
0
3
S
ta
te
B
u
d
ge
t

E
d
u
c
a
ti
o
n
C
o
m
m
is
si
o
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R
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o
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al
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c
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o
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o
f
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ll
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D
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U
n
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B
u
s
in
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O
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e
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D
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e
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c
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n
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e
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u
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c
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U
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E
R
V
o
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,
N
o
.8

N
a
ti
o
n
al
A
ss
o
c
ia
ti
o
n
o
f
C
o
ll
e
g
e

a
n
d
U
n
iv
e
rs
it
y
B
u
si
n
e
ss
O
ff
ic
e
rs
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a
sh
in
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n
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C
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2
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c
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e
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e
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e
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e
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n
,
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3
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c
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e
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e
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n
iv
e
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it
y
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e
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e
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m
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1
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N
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U
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L
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l
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c
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e
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e
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N
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0
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c
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o
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o
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e
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c
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c
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R
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R
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e
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係

N
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1
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o
ri
s
M
.
B
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,
H
e
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e
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.
F
o
lp
e
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R
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su
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f
th
e
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ie
ld
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s
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ro
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e
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F
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c
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u
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S
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a
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u
n
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o
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g
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s
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r
d
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9
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n
c
ia
l
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u
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d
at
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F
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n
c
ia
l
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t
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g
F
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3
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R
K
A
N
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S
S
T
A
T
E
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N
IV
E
R
S
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Y
S
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d
e
n
t
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d
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R
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P
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